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四

安
ら
ぎ
を
求
め
て

一
五
八
四
年

l
九

六

年

序

七
月
の
王
弟
フ
ラ
ン
ソ
ワ
と
オ
ラ
ニ
エ
公
の
相
次
ぐ
死
は
フ
ラ
ン
ス
と
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
に
危
機
を
も
た
ら
し
、
そ

し
て
両
内
戦
に
ス
ペ
イ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
の
介
入
を
招
い
て
、
緊
張
の
高
ま
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
国
際
宗
教
戦
争
の
危
機
を
も
た
ら
し

一
五
八
四
年
六
、

た。
王
弟
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
死
に
よ
っ
て
王
位
継
承
権
が
ユ
グ
ノ
!
の
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
に
移
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
異
端
の
王
を
も
っ

」
と
に
反
対
し
て
ギ

l
ズ
公
ア
ン
リ
率
い
る
強
力
な
リ
l
グ
が
再
生
し
、

ス
ペ
イ
ン
と
同
盟
し
て

八
五
年
七
月
に
ア
ン
リ
三
世
を
屈
服

さ
せ

ナ
ヴ
7
1
ル
王
ア
ン
リ
に
宣
戦
を
布
告
し
た
。
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
は
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
新
教
徒
諸
侯
に
軍
事
的
、
財
政
的

援
助
を
求
め
、
既
に
二

O
年
以
上
も
内
戦
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
に
最
大
の
宗
教
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

「
国
父
」
オ
ラ
ニ
エ
公
の

死
に
よ
っ
て
統
合
者
を
失
っ
た
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
で
は
、
再
び
内
部
対
立
が
激
化
し
)
そ
の
間
隙
を
つ
い
て
パ
ル
マ
公
フ
ァ
ル
ネ
l
ゼ
は

次
々
と
都
市
を
再
征
服
し
、

テ
ル
モ
ン
J

ア、

メ
ク
レ
ン
、
翌
八
五
年
二
月
に
は
ブ
リ
ュ

八
月
に
過
激
派
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
拠
点
ガ
ン
、

セ
ル
、
そ
し
て
八
月
に
は
遂
に
、
未
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
中
枢
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ワ

l
プ
を
お
と
し
た
。
残
る
は
ホ
ラ
ソ
ト
、

ゼ

l
ラ
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ン
ト
、

ユ
ト
レ
ヒ
ト
、

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
、
そ
れ
に
へ
ル
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ
!
ヴ
ェ
ル
ア
イ
セ
ル
の
一
部
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
指
導
的

地
位
を
要
求
す
る
豊
か
な
沿
岸
二
州
(
ホ
ラ
ン
ト
、
ゼ
l

一
ブ
ン
ム
と
そ
の
他
の
州
が
対
立
し
、
都
市
の
内
部
で
は
都
市
貴
族
と
ま
す
ま
す
南

部
か
ら
逃
げ
て
く
る
過
激
派
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
中
・
下
層
の
市
民
が
対
立
す
る
、
ま
と
ま
り
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
全
国
議
会
は
絶

望
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
に
援
助
を
求
め
、

ア
ン
リ
三
世
、
そ
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
無
条
件
で
主
権
者
の
地
位
の
提
供
を
申
し
入

れ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は

ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
派
が
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
対
外
政
策
に
乗
り
出
し
、
ネ

1
デ
ル
ラ
ン
ト
の
反
乱
と
フ

レ
ス
タ

l
、

ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー
に
も
っ
と
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
圧
力
を
か
け
て
い
v

た
。
彼
ら
は
ス
ペ
イ
ン
と
ロ

l
マ
の
国
際
的

な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
陰
謀
に
疑
心
暗
鬼
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
力
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
そ
の
属
領
の
併
合
、
ネ

I
デ
ル
ラ
ン
ト
再
征
服
に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
強
化
す
る
の
を
恐
怖
を
も
っ
て
見
守
り
、
反
宗
教
改
革
十
字
軍
が
大
陸
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
一
掃
し
、
大
挙
し
て
イ
ギ
リ
ス
に

攻
め
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
と
恐
れ
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
介
入
、

メ
ア
リ
!
と
通
じ
た
反
乱
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
暗
殺
の
陰

謀
、
オ
ラ
ニ
エ
公
の
暗
殺
、

こ
れ
ら
は
ス
ペ
イ
ン
と
ロ

l
マ
の
意
図
を
十
分
に
明
示
し
て
い
る
。
神
の
正
義
の
た
め
に
も
、
国
益
の
た
め

に
も
、
大
陸
に
介
入
す
べ
き
で
、
女
王
の
法
巡
は
禍
し
か
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
と
悲
壮
な
芦
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
レ
ス
タ

i
、

(4) 

ル
シ
ン
ガ
ム
派
の
背
後
に
は
、
大
洋
に
乗
り
出
し
、

ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
と
西
部
の
ジ
エ
ン
ト
リ

ジャ γ ・ボダシの生涯

ま
た
反
宗
教
改
革
十
字
軍
に
恐
れ
お
の
の
き
、

ー
が
い
た
し
、

ま
す
ま
す
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
愛
国
主
義
に
燃
え
る
国
民
大
衆
が
い
た
。
ス

ベ
イ
ン
で
も
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
を
求
め
る
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
た
。
フ
ェ
リ
ー
ベ
二
世
の
最
高
顧
問
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ル
枢
機
卿
は
国
際

的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
陰
謀
を
叫
び
出
し
て
い
た
。
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
の
反
徒
と
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ

l
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ

ツ
新
教
徒
諸
侯
の
支
援
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
正
当
な
継
承
者
を
主
張
す
る
ク
ラ
ト

l
修
道
院
長
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
と

フ
ラ
ン
ス
の
支
援
、
そ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
の
大
西
洋
と
カ
リ
ブ
海
で
の
略
奪
行
為
は
そ
の
十
分
な
証
拠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
西
洋
に
面
し

ウ
オ

北法30(4・3)685



説

た
海
洋
国
ポ
ル
ト
ガ
ル

l
lそ
れ
に
、
そ
の
属
領
ア
ゾ
レ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ト
ル
コ
が
関
心
を
東
方
の
敵

モ
ロ
ッ
コ
ー
ー
を
手
に
入
れ
、

ペ
ル
シ
ア
に
移
し
て
地
中
海
に
平
和
が
訪
れ
た
今
こ
そ
、
首
都
を
リ
ス
ボ
ン
に
移
し
、

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
あ
た
る
べ
き
だ
と
主
張

論

し
て
い
た
。
ア
ゾ
レ
ス
の
勝
利
者
(
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
を
支
援
す
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
破
っ
た
)

サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
侯
も
フ
ェ
リ
ー
ベ
に
イ
ギ

リ
ス
侵
攻
を
求
め
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
も
フ
ェ
リ
ー
ベ
も
う
る
さ
い
顧
問
た
ち
に
嫌
気
が
さ
し
、
戦
争
だ
け
は
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

八
四
、

の
状
況
は
こ
の
い
や
い
や
な
が
ら
の
敵
対
者
を
顧
問
た
ち
の
政
策
へ
と
駆
り
た
て
、
戦
争
へ
の
決
定
的
な
歩
み
を
踏
み
出
さ
せ
た
。
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
の
反
乱
と
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ

l
は
危
険
な
状
態
に
あ
り
、

ス
ペ
イ
ン
の
大
陸
で
の
覇
権
確
立
を
容
認
で
き
な
い
以
上
、

リ
ザ
ベ
ス
は
大
陸
に
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
資
金
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
ド
イ
ツ
新
教
徒
寧
援
軍
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派

の
カ
ジ
ミ

l
ル
と
ル
タ

l
派
の
ド
イ
ツ
新
教
徒
諸
侯
の
対
立
で
八
七
年
九
月
ま
で
遅
れ
る
が
、
ネ

i
デ
ル
ラ
ン
ト
の
反
徒
に
対
し
て
は
、

八
五
年
八
月
に
、
反
乱
者
の
主
権
者
に
な
る
こ
と
は
拒
否
し
た
が
、
軍
事
的
援
助
を
約
束
し
、

率
い
る
四
四

O
O
の
イ
ギ
リ
ス
箪
が
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
に
向
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
八
五
年
に
、

一
一
一
月
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
寵
臣
レ
ス
タ

l

ド
レ
イ
ク
と
ホ

i
キ
ン
ス
に
よ
る
私
牟
捕

の
強
化
を
容
認
し
た
。
そ
れ
で
も
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
も
バ

l
リ
ー
も
世
界
最
強
固
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
だ
け
は
避
け
よ
う
と
し
た
。
八
五
年

に
パ

l
リ
l
は一二

O
万
ポ
ン
ド
の
戦
費
を
捻
出
で
き
た
と
は
い
え
、
財
政
能
力
は
ス
ペ
イ
ン
の
比
で
は
な
く
、
新
興
の
海
軍
を
も
つ
が
、

大
海
戦
の
経
験
は
な
く
、
陸
軍
は
経
験
の
な
い
小
規
模
な
も
の
で
、
パ
ル
マ
公
の
ス
ペ
イ
ン
軍
団
の
比
で
は
な
く
、

が
禍
し
か
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
戦
端
は
ス
ペ
イ
ン
側
か
ら
聞
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
は
戦
争

フ
ェ
リ
ー
ベ
の
方
も
年
老
い
て
ま
す
ま
す
不
決
断
に
な
り
、
時
時
し
な
が
ら
も
、
嫌
気
が
さ
し
て
解
任
し
た
グ
ラ
ン
グ
ェ
ル
枢
機
卿
の

政
策
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
八
四
年
一
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
リ

I
グ
と
同
盟
し
、
こ
れ
は
ま
だ
ア
ン
リ
三
世
が
ネ
l
デ
ル
ラ
ン

ト
の
主
権
者
に
な
る
こ
と
を
阻
止
す
る
目
的
し
か
持
た
な
か
っ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
へ
の
介
入
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

八
五
年
の

北法30(4・4)686
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イ
ギ
リ
ス
の
ネ

l
デ
ル
ラ
ン
ト
介
入
と
私
牟
捕
の
強
化
は
放
っ
て
お
け
ず
、

た
イ
ギ
リ
ス
侵
攻
政
策
を
と
り
あ
げ
始
め
た
。
そ
の
最
大
の
障
害
た
る
、

そ
の
問
題
を
一
挙
に
解
決
し
、

か
つ
神
の
正
義
に
も
か
な
っ

フ
ラ
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
を
支
援
し
て
介
入
す
る
恐
れ
は
同
盟
す

る
リ
ー
グ
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
大
事
業
に
要
す
る
莫
大
な
戦
費
(
当
初
四
O
O万
ド
ゥ
カ
I
ト
要
す
る
と
見
積
も
ら
れ
た
)
は
八

0
年
代
に
入
っ
て
飛
躍
的
に
の
び
た
新
大
陸
の
銀
(
セ
ピ
リ
ア
に
入
る
金
銀
は
ス
ペ
イ
ン
貨
幣
に
換
算
し
て
八
一
l
1
八
五
年
に
前
五
年
の
二

O
七
O
万

ド
ゥ
カ
i
ト
か
ら
三
五
二
五
万
ド
ゥ
カ
l
ト
に
増
え
、
そ
の
う
ち
フ
ェ
リ
ー
ベ
の
税
収
は
七
九
八
万
ド
ヮ
肯
'
l
ト
か
ら
九
O
六
万
ド
ゥ
カ
l
ト
に
増
え
、
残
り
の

銀
行
家
に
渡
る
分
も
一
二
七
二
万
ド
ゥ
カ
l
ト
か
ら
二
六
一
九
万
ド
ゥ
カ
l
ト
に
倍
増
し
、
フ
ェ
リ
ー
ベ
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
の
銀
行
家
か
ら
莫
大
な
金
を
借
り
る

ν
ヨ

ソ

キ

ス

タ

こ
と
が
で
き
た
)
、
そ
れ
に
未
だ
国
土
再
征
服
熱
の
冷
め
や
ら
な
い
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
か
ら
の
税
収
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
残
る
は
侵

攻
の
法
的
口
実
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
口
実
は
翌
八
六
年
五
月
に
囚
わ
れ
の
女
王
メ
ア
リ
ー
が
提
供
し
た
。
メ
ア
リ
l
は
イ
ギ
リ
ス
の
王

位
継
承
権
を
異
端
の
息
子
か
ら
フ
ェ
リ
ー
ベ
に
移
す
こ
と
を
宣
言
し
、

フ
ェ
リ
ー
ベ
は
囚
わ
れ
の
女
王
を
保
護
下
に
い
れ
、
報
復
を
約
束

し
た
。
八
七
年
二
月
の
メ
ア
リ
!
の
処
刑
に
よ
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
嫌
い
の
法
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
も
承
認
し

フ
ェ
リ
ー
ベ
は
無
敵
艦

隊
ア
ル
マ
ダ
の
建
造
を
急
が
せ
た
。
こ
う
し
て
、

ア
ル
マ
。
夕
、

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
戦
場
と
す
る
国
際
宗
教
戦
争
が
始
ま
り
、
世
紀
末
ま

で
続
く
こ
と
に
な
る
。

性)ジャ γ ・ボダシの生涯

王
弟
が
病
に
倒
れ
る
と
す
ぐ
に
、
異
端
の
玉
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

し
か
も
二
度
も
邪
説
に
陥
っ
た
王
を
も
つ
こ
と
に
反
対
し
て
、
強
力

な
リ
ー
グ
が
再
生
し
た
。
そ
の
頂
点
に
は
再
び
、

ジ
ャ
ル
ル
マ
l
ニ
ュ
の
子
孫
を
名
乗
り
、
築
奪
者
ユ
l
グ
・
カ
ベ
l
の
子
孫
に
す
ぎ
な

い
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
、

ブ
ル
ボ
ン
家
よ
り
も
王
冠
の
権
利
を
も
っ
と
主
張
す
る
ギ
l
ズ

H
ロ
レ
l
ヌ
家
が
立
っ
て
い
た
。
ギ

i
ズ
H
ロ
レ
l
ヌ

家
は
た
だ
ち
に
、
東
部
と
北
部
で
保
護
H
従
者
制
を
再
結
集
し
た
。
ギ

i
ズ
家
の
当
主
ギ
l
ズ
公
ア
ン
リ
は
シ
ャ
ン
パ
l
ニ
ュ
で
、
そ
の

弟
の
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
で
再
強
化
し
、

い
と
こ
の
メ
ル
ケ
l
ル
公
、

エ
ル
ブ
l
フ
公
、

オ
マ
ル
公
は
ブ
ル
タ
l
z
ュ

ノ

北法30(4・5)687



ル
マ
ン
J

ア
ィ
、

ロ
レ
l
ヌ
公
、

サ
ヴ
ォ
ワ
の
ヌ
ム

l
ル
公
は
外
か
ら
軍
事
的
、
財
政
的
に
支
援
し
、
こ
の

説

ピ
カ
ル
デ
ィ
で
再
強
化
し
た
。

一
族
に
は
更
に
、
ラ
ン
ス
の
大
司
教
で
も
あ
る
ギ

1
ズ
継
機
卿
、

ロ
レ
l
ヌ
板
機
卿
、
そ
れ
に
扇
動
家
の
そ
ン
パ
ン
シ
エ
公
未
亡
人
カ
ト

論

リ
l
ヌ
も
い
た
。
ギ

l
ズ
公
は
自
ら
の
党
派
の
名
義
人
と
し
て
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
の
叔
父
、
無
能
で
年
老
い
た
「
赤
い
ろ
ば
」
ブ
ル

ボ
ン
枢
機
卿
を
選
び
、
内
輪
も
め
を
避
け
た
。

こ
の
ギ
l
ズ

H
ロ
レ
l
ヌ
家
の
リ
ー
グ
は
叔
母
に
あ
た
る
囚
わ
れ
の
女
王
メ
ア
リ
ー
の
た
め
に
同
盟
し
て
い
た
法
皇
、
そ
れ
に
第
一
次

リ
ー
グ
の
同
盟
者
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
公
か
ら
公
然
た
る
支
持
を
と
り
つ
け
る
の
に
は
失
敗
し
た
。
法
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
一
一
一
世
は
、

ベ
ル
ヴ
ェ

枢
機
卿
率
い
る
リ
l
グ
派
枢
機
卿
の
圧
力
や
マ
チ
ュ
率
い
る
リ
ー
グ
派
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
嘆
願
に
も
拘
わ
ら
ず
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
権
と

の
対
立
を
恐
れ
て
、
公
然
た
る
支
持
を
与
え
る
こ
と
に
は
時
陪
し
た
。

ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
公
も
王
権
と
の
対
立
を
恐
れ
て
、
臨
時
し
た
。
し
か

ア
ン
リ
三
世
が
ネ

l
デ
ル
ラ
ン
ト
の
主
権
者
の
地
位
を
引
き

し

一
二
月
に
ジ
ョ
ワ
ン
ヴ
ィ
ル
で
フ
ェ
リ
ー
ベ
の
特
使
と
会
談
を
も
ち
、

受
け
る
こ
と
を
恐
れ
る
フ
ェ
リ
ー
べ
か
ら
月
々
五
万
エ
キ
ュ
の
財
政
援
助
を
と
り
つ
け
る
の
に
成
功
し
た
(
も
ち
ろ
ん
誠
実
に
支
払
わ
れ
た
わ

げ
で
は
な
く
、
当
時
の
ユ
グ
ノ
!
の
歴
史
家
パ
ル
マ
・
カ
イ
ェ
に
よ
れ
ば
、
ギ
1
ズ
公
が
そ
の
死
ま
で
に
フ
ェ
リ
ー
べ
か
ら
受
け
と
っ
た
の
は
五

O
万
エ
キ
ュ
ほ

ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
)
。

八
五
年
三
月
に
、
リ
l
グ
は
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
の
名
に
お
い
て
、
第
一
次
リ
l
グ
発
祥
の
地
ベ
ロ
ン
ヌ
か
ら
宣
言
を
発
し
た
。
こ
の
宣

言
は
異
端
を
寛
容
し
、

エ
ベ
ル
ノ
ン
公
、

ジ
ョ
ワ
イ
ユ

l
ズ
公
と
い
っ
た
寵
臣
に
ば
か
り
保
護
を
与
え
る
王
権
を
激
し
く
批
判
し
、

年
の
ブ
ロ
ワ
の
三
部
会
で
約
束
さ
れ
た
改
革
、

と
く
に
税
の
軽
減
と
貴
族
の
特
権
・
官
職
の
保
障
の
実
行
を
求
め
、
三
部
会
の
少
く
と
も

三
年
毎
の
開
催
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
宣
言
を
認
め
な
い
者
を
真
の
宗
教
と
国
家
の
敵
だ
と
断
罪
し
、
真
の
宗
教
回
復
の
た
め
に

武
力
を
行
使
す
る
旨
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
ア
ン
リ
一
一
一
世
に
対
す
る
宣
戦
布
告
で
あ
っ
た
。
リ
ー
グ
が
強
い
東
部
と
北
部
で
は
、
貴
族
は
わ

れ
先
に
と
宣
言
に
誓
約
し
、

リ
ー
グ
の
諸
公
は
リ
ー
グ
に
つ
い
た
都
市
を
次
々
と
征
服
し
て
い
っ
た
。
ギ

l
ズ
公
は
シ
ャ
ロ
ン

(
H
シ
ュ
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ル
H
マ
ル
ヌ
)

ブ
ー
ル
ジ
ュ
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は

ヴ
ェ
ル
ダ
ン
、

に
司
令
部
を
お
い
て
、

そ
れ
に
ロ
レ
!
ヌ
の
ト
ゥ

l
ル
を
征
服
し
た
。

J

ア
ィ
J

ゾ
ョ
ン
、

オ
ク
ソ
ン
ヌ
を
征
服
し
た
。

リ
ヨ

γ
で
も
リ

i
グ
に
つ
い
た
市
総
督
が
反
乱
を
起
し

オ
ル
レ
ア
ン
、

マ
コ
ン
、

メ
ッ
ス
、

た
南
部
で
も
、

コ
ン
デ
公
、
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
が
指
導
権
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
な
、
が
ら
も
、
リ
ー
グ
に
対
す
る
会
談
を
も
っ
て
い

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
妃
マ
ル
グ
リ

l
ト
が
ア
ジ
ャ
ン
で
夫
と
兄
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
い
た
。
熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
首
都

て
い
た
。
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王

パ
リ
で
は
、
こ
う
し
た
貴
族
の
リ

l
グ
と
は
別
に
、

八
四
年
末
に
都
市
の
リ
ー
グ
が
生
ま
れ
、

ア
ン
リ
三
世
に
対
す
る
戦
い
に
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た

八
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
追
放
さ
れ

フ
ラ
ン
ス
大
使
に
な
っ
た
メ
ン
ド

l
サ
も
、
ネ

l
デ
ル
ラ
ン
ト
の
主

権
者
の
地
位
を
引
き
受
け
な
い
よ
う
ア

γ
リ
三
世
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
。

強
大
化
し
た
リ

l
グ
の
圧
力
を
前
に
し
て
、

ア
ン
リ
三
世
は
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
改
宗
の
説
得
に
失
敗
す
る
と
、

ガ
ス
コ

l

ニ
ュ

男
、
三
男
か
ら
な
る
親
衛
隊
「
四
五
人
隊
」
を
つ
く
っ
て
身
辺
を
固
め
、
政
治
は
母
に
ま
か
せ
て
、

イ
エ
ズ
ス
会
士
オ
ジ
ェ
の
指
導
の
も

と
に
ま
す
ま
す
祈
詰
と
煩
罪
の
生
活
に
退
い
た
。
カ
ト
リ

l
ヌ
は
リ
!
グ
と
の
妥
協
交
渉
を
続
け
、
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
は
涙
な
が
ら
に
馬

ギ
l
ズ
公
か
ら
最
後
通
牒
を
つ
き
つ
け
ら
れ
、
八
五
年
七
月
に

鹿
げ
た
こ
と
を
し
た
と
詑
び
た
が
、

リ
ー
グ
の
指
導
者
は
彼
で
は
な
く
、

リ
ー
グ
に
屈
し
、

ヌ
ム

l
ル
協
定
に
調
印
し
た
。
寛
容
王
令
を
廃
棄
し
、

リ
ー
グ
と
と
も
に

ユ
グ
ノ
ー
ー
を
あ
ら
ゆ
る
官
職
か
ら
追
放
し
、

凶

ユ
グ
ノ

l
弾
圧
に
あ
た
る
こ
と
を
誓
約
し
た
。
リ
ー
グ
の
諸
公
に
は
彼
ら
が
征
服
し
た
町
ま
で
与
え
ら
れ
、

ギ
l
ズ
公
は
シ
ャ
ロ
ン
、

ジャ γ ・ボダγの生涯

プ
ル
ポ
ン
枢
機
卿
は
ソ
ワ
ソ
ン
、
オ
マ
ル
公

は
ル

I
、
メ
ル
ケ

l
ル
公
は
デ
ィ
ナ
ン
を
手
に
入
れ
た
。
ア
ン
リ
三
世
も
七
月
王
令
で
、
「
私
の
良
心
に
は
か
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
い

ェ
ル
、
ダ
ン
、

L
a

ヶ
l
'

レ、
，
/
 

サ
ン
・
J

ア
ィ
J

ジ
エ
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
ボ

l
ヌ
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
、

や
い
や
な
が
ら
」
こ
の
弾
圧
政
策
を
確
認
し
、

リ
ー
グ
に
屈
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
嫌
い
の
新
法
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
も
遂
に
リ

i
グ
を
支

持
し
、
九
月
に
ア
ン
リ
・
ド
・
ナ
グ
ァ

l
ル
の
王
位
継
承
権
を
否
認
し
、
破
門
し
た
。
こ
う
し
て
、
最
後
に
し
て
最
大
の
第
八
次
宗
教
戦

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
サ
ン
ト
ン
ジ
ュ
、

ベ
リ
ゴ

l

争
コ
二
人
ア
ン
リ
の
戦
争
」
が
始
ま
っ
た
。
メ
ル
ケ

l
ル
公
は
ア
ン
ジ
ュ
、

ポ
ワ
ト
ゥ
、

の

次ウー
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説

ル
へ
と
侵
攻
し
、

ギ
l
ズ
公
は
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
新
教
徒
軍
が
侵
入
し
て
く
る
と
い
う
脅
威
の
も
と
に
、
東
部
、
と
く

に
東
部
に
お
け
る
ユ
グ
ノ

l
の
拠
点
た
る
ブ
イ
ヨ
ン
公
の
ス
ダ
ン
の
町
を
攻
撃
し
、
オ
マ
ル
公
は
ド
ウ
ラ
ン
を
占
領
し
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
を

論

制
圧
し
た
。
し
か
し
、

ア
ン
リ
三
世
は
や
る
気
が
な
く
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
も
ド
イ
ツ
新
教
徒
軍
の
介
入
待
ち
で
あ
り
、
戦
争
は
地

方
で
の
散
発
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、

ド
イ
ツ
新
教
徒
軍
が
侵
入
す
る
八
七
年
九
月
か
ら
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
五
八
四
年
と
い
う
歴
史
転
換
の
年
は
、

ボ
ダ
ン
の
生
涯
に
と
っ
て
も
転
換
の
年
で
あ
っ
た
。
宗
教
信
仰
が
疑
わ
し
い
ポ
リ
チ

1

ク
、
あ
る
い
は
異
端
の
ユ
グ
ノ
!
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ボ
ダ
ン
は
こ
れ
以
後
ラ
ン
の
町
、
パ
リ
か
ら
北
東
に
一
三
二
キ
ロ
程
離
れ
た
、
人

口
一
万
に
も
満
た
な
い
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
だ
が
、

リ
ー
グ
の
諸
公
の
拠
点
た
る
東
部
を
結
ぶ
要
衝
の
町
ラ
ン
で
困
難
な

状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
内
面
へ
の
亡
命
を
強
い
ら
れ
、
実
践
か
ら
退
い
て
、
安
ら
ぎ
を
求
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

当
時
、

ボ
ダ
ン
を
尊
敬
す
る
あ
る
若
き
知
識
人
は
「
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
詩
を
献
じ
、

こ
う
ボ
ダ
ン
の
無
事
を
祈
つ

た。

「
ボ
ダ
ン
よ
、
汝
は
歴
史
に
通
じ
、
ロ

1
7
の

法
律
に
通
じ
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
の
知
恵
に
通
じ
て
い
る
。

汝
は
国
家
に
関
す
る
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
体
系
的
に
提
示
し
、
そ
し
て
教
え
た
、

都
市
と
国
家
が
ど
う
す
れ
ば
統
治
さ
れ
う
る
か
を
。

汝
は
悪
魔
た
ち
を
追
っ
払
い
、
魔
術
師
の
忌
む
べ
き
呪
文
を

霞
の
か
な
た
へ
と
追
い
払
っ
た
。

も
し
先
祖
の
年
代
記
の
研
究
に
む
か
う
者
が
い
れ
ば
、

そ
の
者
は
荒
野
の
な
か
で
汝
に
安
全
に
導
か
れ
、
道
を
見
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
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ご
き
げ
ん
よ
う
、
偉
大
な
我
ら
が
育
て
の
親
、
ご
き
げ
ん
よ
う
、
世
界
で
最
も
著
名
な
方
、

願
わ
く
ば
宮
廷
が
汝
の
博
学
な
舌
を
黙
さ
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
」

第
一
章

ラ
テ
ン
語
版
の

『
国
家
論
』
と
子
供
の
教
育

一
五
八
三
年
に
ラ
ン
の
家
族
の
も
と
へ
帰
り
、
翌
八
四
年
に
パ
ト
ロ
ン
の
王
弟
フ
ラ
ン
ソ
ワ
を
失
う
と
、

ボ
ダ
ン
は
再
び
定
職
を
失
つ

て
、
生
活
に
苦
慮
し
な
が
ら
、
ラ
テ
ン
語
版
の
『
国
家
論
』
の
完
成
と
子
供
の
教
育
に
専
念
し
た
。

王
弟
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
死
と
と
も
に
、

ボ
ダ
ン
は
政
治
生
活
の
期
待
は
捨
て
た
。
王
弟
に
仕
え
て
い
た
者
は
ポ
リ
チ

l
ク
や
ユ
グ
ノ
!
と

ボ
グ
ン
自
身
こ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
お
了
ブ

み
な
さ
れ
、
疑
わ
れ
て
お
り
、
も
は
や
新
た
な
政
治
生
活
の
見
込
み
は
あ
ま
り
な
く
、

ン
の
町
で
も
既
に
中
・
下
級
聖
職
者
に
よ
る
教
会
の
リ
ー
グ
が
形
成
さ
れ
、

ピ
カ
ル
デ
ィ
の
オ
マ
ル
公
と
関
係
を
も
ち
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

(4) 

会
土
の
説
教
や
聖
行
進
に
よ
っ
て
民
衆
を
た
き
つ
け
て
お
り
、
「
こ
の
町
で
は
ポ
リ
チ
l
グ
で
疑
わ
し
い
カ
ト
リ
ッ
グ
教
徒
と
し
て
通
っ

て
い
た
」
ボ
ダ
ン
は
時
勢
の
変
化
を
身
近
か
に
感
じ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
に
、
ボ
ダ
ン
自
身
す
で
に
五

O
代
半
ば
に
達
し
て
お
り
、
四

O
歳
頃
か
ら
老
境
に
入
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
当
時
と
し
て
は
、
政
治
生
活
か
ら
退
い
て
膜
想
生
活
に
入
る
べ
き
潮
時
だ
と
も
思
え
た
で

ジャγ ・ボダシの生涯

あ
ろ
う
。

ボ
ダ
ン
は
自
ら
の
政
治
生
活
の
期
待
は
捨
て
た
代
り
に
、
同
様
に
王
弟
の
書
記
官
の
職
(
こ
れ
は
ボ
ダ
γ
の
推
薦
に
よ
ろ
う
)
を
失
っ
た
継

子
の
ニ
コ
ラ
・
バ
イ
ヤ
ー
ル
の
た
め
に
、
「
王
弟
殿
下
に
仕
え
て
い
た
者
が
好
感
を
も
た
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
あ
ら
ゆ
る
手
づ
る
を
尽
く
し
て
」
運
動
し
た
。
パ
リ
高
等
法
院
の
弁
護
士
ド

l
ジ
ェ
(
も
し
く
は
ド
ギ
エ
)

を
通
じ
て
、

お
そ
ら
く
王
家
や
高
等
法
院
の
コ
ミ
セ

l
ル
の
職
を
求
め
、

ド
・
グ
ラ
タ
ン
民
な
る
者
を
通
じ
て
ナ
ヴ

7

1
ル
王
家
に
職
を
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説

ま
た
前
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
を
通
じ
て
、
「
非
常
に
立
派
で
気
立
の
良
い
」
継
子
に
、

書

記

官

の

職

を

求

め

た

。

実

に

、

ヴ

ァ

ロ

ワ

家

、

リ

ー

グ

の

ギ

l

ズ

家

と

、

対

立

な

ど

関

係

な

い

と

い

っ

た

求
め

囚
わ
れ
の
女
王
メ
ア
リ

l
の

ユ
グ
ノ

l
の
ブ
ル
ボ
ン
家
、

論

コ
ネ
の
っ
け
方
で
あ
り
、
保
護
H
従
者
制
は
こ
う
し
た
傾
向
を
強
め
て
い
た
が
、
子
供

|
l継
子
で
あ
れ
ー
ー
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
す

の
が
家
父
長
た
る
者
の
当
然
の
義
務
で
あ
っ
た
。

し
か
し

こ
の
義
父
を
好
ま
な
い
継
子
が
伯
父
の
ニ
コ
ラ
・
ツ
ル
イ
ヤ
l
ル
を
通
じ
て
申
し
入
れ
て
き
た
要
求
、
官
職
購
入
の
た
め
に

財
産
を
売
っ
て
金
を
作
っ
て
く
れ
と
い
う
要
求
に
対
し
て
は
、
断
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
野
心
的
な
継
子
が
求
め
て
い
る
の

は
、
俸
給
(
年
俸
)

以
下
同
様
)
、
売
官
価
格
一
万
五

O
O
O
リ
i
ヴ
ル
以
上
の
上
級
官
職
で
あ

一
二

O
Oリ
ー
グ
ル

(
ト
ヮ
ル
ノ
ワ

っ
た

(
一
六
世
紀
の
売
官
価
格
と
俸
給
は
断
片
的
に
し
か
解
ら
ず
、
同
じ
官
職
で
も
事
例
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
パ
リ
高
等
法
院
を
例
に
と
れ
ば
、
ニ
コ
ラ
が

求
め
て
い
る
の
は
売
官
価
格
か
ら
す
れ
ば
評
定
官
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
俸
給
か
ら
す
れ
ば
長
官
級
の
最
高
位
の
官
職
で
あ
り
、
訴
間
服
審
査
官
あ
た
り
に
な
ろ
う
)
。

ボ
ダ
ン
が
ニ
コ
ラ
の
要
求
に
反
対
す
る
の
は
、

ま
ず
、
こ
の
内
戦
時
代
に
は
官
職
よ
り
も
不
動
産
の
方
が
安
定
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
俸
給
は
今
日
一
一
一
分
の
一
か
そ
こ
ら
し
か
支
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
こ
う
し
た
事
態
で
さ
え
ま
だ
良
い
方
で
、
ま
も
な
く
官

職
購
入
の
元
金
さ
え
失
う
よ
う
な
事
態
に
な
ろ
う
、
と
。
(
こ
う
し
た
ポ
ダ
ン
の
指
摘
は
正
し
い
が
、
し
か
し
当
時
官
職
は
何
よ
り
も
社
会
的
地
位
で
あ

っ
て
、
継
子
が
求
め
て
い
る
の
も
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
当
時
の
常
識
が
ボ
ダ
ン
に
は
欠
け
て
い
る
o

)

そ
れ
に
、
何
よ
り
も
、

ボ
ダ
ン
に
は
金
が
な
か
っ

た。

ニ
コ
ラ
の
亡
父
ク
ロ
ー
ド
・
バ
イ
ヤ
ー
ル
は
か
な
り
の
財
産
(
そ
の
父
か
ら
相
続
し
た
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
ア
ム
周
辺
の
五
五

O
二
リ
l
ヴ
ル
相
当

の
土
地
と
自
ら
ラ
・
フ
ェ
ー
ル
の
周
囲
に
購
入
し
た
七
八
六
九
リ
l
ヴ
ル
相
当
の
土
地
)
を
残
し
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
入
る
地
代
に
後
に
残
さ
れ
た

妻
と
三
人
の
子
供
の
生
活
が
か
か
っ
て
お
り
、
末
っ
子
の
ニ
コ
ラ
が
相
続
で
き
る
の
は
、
た
と
え
長
子
権
を
無
視
し
て
も
、
そ
の
う
ち
の

一
部
、
三

O
O
Oリ
ー
グ
ル
そ
こ
そ
こ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
生
活
に
さ
え
苦
慮
し
て
い
る
ボ
ダ
ン
に
は
、
と
て
も
金
は
つ
く
れ
な
か
っ
た
。

「
も
し
王
公
や
そ
の
他
の
方

〔
王
弟
フ
ラ
ン
ソ
ワ
や
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
の
総
督
モ
ワ
侯
爵
夫
妻
U

が
私
に
支
払
う
義
務
あ
る
金
を
支
払
っ
て
く
れ

北法30(4・10)692



か
な
り
の
金
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
し
か
し
と
に
か
く
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
o
」
ボ
ダ

γ
は
こ
の
義
父
を
好
ま
な
い
継
子
に
、

グ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
初
審
裁
判
所
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
の
母
親
に
二
五
二
五
リ
ー
グ
ル
で
永
代
賃
貸
し
て
い
る
プ
ラ
セ
ッ
ト
通
り
の
家
以
外
に

れ
ば
、

は
、
財
産
を
つ
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詐
び
、
「
あ
な
た
の
幸
福

名
誉

出
世
の
た
め
に
は
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
」
が
、
官

職
購
入
だ
け
は
あ
き
ら
め
て
く
れ
と
懇
願
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

懇
願
し
た
。
「
当
地
に
は
非
常
に
少
し
し
か
金
が
な

く
、
借
金
を
す
れ
ば
多
く
の
も
の
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
か
そ
の
こ
と
を
考
え
て
下
さ
い
己

追
伸
ま
で
つ
け
、

ボ
ダ
ン
は
、
生
活
費
が
年
八

O
O
リ
i
ヴ
ル
以
上
か
か
る
の
に
、
妻
の
財
産
か
ら
の
収
入
年
三

O
O
リ
l
ヴ
ル
、
そ
れ
に
プ
ラ
セ
ッ
ト

通
り
の
家
の
賃
貸
料
(
年
一

O
O
リ
l
ヴ
ル
以
上
は
入
っ
て
い
た
だ
ろ
う
)
し
か
定
期
的
収
入
が
な
く
、
膜
想
生
活
に
ば
か
り
耽
っ
て
も
お
れ

ず
、
法
律
顧
問
を
し
て
、
生
活
に
苦
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
生
活
費
は
ラ

γ
の
町
で
も
、
パ
リ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
確

実
に
嵩
ん
で
い
た
。
小
麦
で
み
る
と
、

五
年
に
一
キ
ヤ
ル
タ
ル
あ
た
り
四

O
ソ
ル

七

(
二
・
五
リ
l
ヴ
ル
)

八
四
、

に
あ
が
り
、

八
六

年
の
凶
作
で
六

O
ソ
ル
、

そ
し
て
八
七
年
に
は
一

O
O
ソ
ル
に
ま
で
あ
が
り
、
そ
の
後
も
四

O
ソ
ル
か
ら
五

O
ソ
ル
の
聞
で

高
値
安
定
し
た
ま
ま
で
あ
っ七
たすO
O~ ソ

ノレ

ボ
ダ
ン
は
帰
国
後
、
再
び
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
の
総
督
モ
ワ
侯
爵
夫
妻
の
法
律
顧
問
を
や
っ
た
が
、
あ
ま
り
収
入
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

性)

彼
は
パ
リ
高
等
法
院
や
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
夫
妻
の
領
地
に
ま
で
出
か
け
、
誠
実
に
職
務
を
果
た
し
た
よ
う
で
、
夫
妻
を
満
足
さ
せ
て
い
る

が
、
し
か
し
侯
爵
夫
妻
は
や
む
を
え
な
い
と
き
に
二

O
エ
キ
ュ

ジャ γ ・ポダシの生涯

(六

O
リ

l
ヴ
ル
)

と
か
支
払
う
だ
け
で
、
約
束
し
た
金
の
支
払
い
に
誠

実
で
は
な
か
っ
た
。
九
四
年
に
は
ボ
ダ
ン
に
約
束
し
た
額
が
一
四

O
O
エ
キ
ュ
に
も
達
し
て
い
た
が
、
侯
爵
夫
人
は
九
四
年
四
月
の
手
紙

北法30(4・11)693

ボ
ダ
ン
は
そ
の
手
紙
の
一
裏
一
に
、
「
侯
爵
夫
人
は
支
払
う
義
務
あ
る
額
よ
り
一

0
0
0
エ
キ
ュ
少
な
い
、
四

O

O
エ
キ
ュ
を
ボ
ダ
ン
に
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
た
」
と
書
き
つ
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
値
切
っ
た
額
さ
え
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

彼
は
一
一
一
月
に
「
債
務
者
」
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
特
許
状
を
え
て
い
る
。

で
四

O
O
エ
キ
ュ
に
値
切
り
、



説

ボ
ダ
ン
は
八
七
年
に
、
義
理
の
兄
弟
ニ
コ
ラ
・
ツ
ル
イ
ヤ

l
ル
が
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
て
死
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
初

審
裁
判
所
(
兼
、
ラ
ン
上
座
裁
判
所
)
の
検
事
の
職
を
継
い
だ
。
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
新
教
徒
軍
が
侵
入
し
て
く
る
と
い

う
脅
威
の
も
と
に
、
八
六
年
末
か
ら
八
七
年
初
め
に
か
け
て
ギ

i
ズ
公
が
東
部
、
と
く
に
東
部
に
お
け
る
ユ
グ
ノ

l
の
拠
点
ス
ダ

γ
の
町

を
攻
撃
し
た
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ボ
ダ
ン
は
こ
の
親
し
い
年
下
の
義
兄
の
死
を
悼
ん
で
、
こ
う
、
ラ
ン
の
サ
ン
・
ピ
エ

ー
ル
・
ル
・
ヴ
ィ
エ
イ
ユ
教
会
の
墓
碑
銘
に
記
し
て
い
る
。

5命

ご
五
八
七
年
、
五
二
歳
で
没
す
。
ニ
コ
ラ
・
ツ
ル
イ
ヤ
l
ル
、
ヴ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
の
国
王
検
事
。
神
を
信
じ
、
両
親
を
敬
い
、
縁
者
を
愛
し
た
彼
の

人
、
不
幸
に
も
激
し
い
戦
火
に
あ
っ
て
死
す
。
非
常
な
悲
し
み
の
う
ち
に
、
そ
の
官
職
の
相
続
人
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
記
す
。
」

し
か
し
官
職
は
あ
く
ま
で
も
社
会
的
地
位
で
あ
っ
て
、
ボ
ダ
ン
の
よ
う
な
堅
物
に
は
あ
ま

り
収
入
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
初
審
裁
判
所
の
検
事
の
俸
給
(
年
俸
)
は
せ
い
ぜ
い
一

O
Oリ
ー
グ
ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
ボ
ダ
ン
は
定
職
を
得
た
が
、

こ
の
少
な

い
額
も
不
定
期
に
一
部
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
官
職
は
役
得
を
か
せ
げ
な
い
堅
物
に
は
収
入
に
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
妻

は
兄
の
遺
産
の
一
部
を
相
続
し
た
が
|
l
a
そ
の
た
め
に
、
ボ
ダ
ン
は
妻
方
の
親
戚
で
、
有
名
な
ア
ン
リ
・
ド
・
メ
ム
の
息
子
の
メ
ム
か
ら

ニ
コ
ラ
・
ツ
ル
イ
ヤ

l
ル
の
負
債
の
支
払
い
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
|
|
、
彼
自
身
遺
書
の
な
か
で
嘆
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
で

最
も
貧
し
い
国
王
検
事
の
一
人
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

そ
の
う
え
、

ボ
ダ
ン
の
官
職
相
続
に
は
リ
ー
グ
か
ら
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
。
八
七
年
五
月
二
九
日
に
、

リ
ー
グ
の
諸
公
は
カ
ト
リ

l
ヌ

に
、
王
が
ヌ
ム

l
ル
協
定
に
違
反
し
て
官
職
を
「
新
宗
教
の
疑
い
あ
る
者
」
に
与
え
、
「
良
き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」
が
官
職
に
つ
く
の
を
妨

げ
て
い
る
と
不
平
を
述
べ
、

そ
の
例
の
一
つ
と
し
て
ボ
ダ
ン
が
ラ
ン
で
官
職
を
得
た
こ
と
を
あ
げ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
カ
ト
リ

l
ヌ
は
、

王
は
良
き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
し
か
国
王
官
職
の
保
有
を
認
め
な
い
だ
ろ
う
と
確
約
し
た
。
そ
の
五
日
後
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
が
原
因

で
(
シ
ョ
ヴ
ィ
レ
や
デ
ヴ
イ
ズ
ム
が
考
え
る
よ
う
な
、
『
魔
女
論
』
や
『
七
賢
人
の
対
話
』
に
対
す
る
嫌
疑
が
原
因
で
は
あ
る
ま
い
て

ボ
ダ
ン
は
パ
リ
高
等

北法30(4・12)694



法
院
の
検
事
総
長
の
命
令
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
初
審
裁
判
所
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
の
取
り
調
べ
を
う
け
た
。
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
は
も

ち
ろ
ん
ボ
ダ
ン
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
取
り
調
べ
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
解
ら
な
い
が
、
ボ
ダ
ン
は
ラ
ン
の
聖
職
者
ニ
名
を
合

つ
ま
り
、
取
り
調
べ
の
性
格
か
ら
し
て
、
「
良
き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
」
と
認
め
ら
れ
た
。

む
一

O
名
の
名
土
の
証
言
に
よ
っ
て
潔
白
だ
、

ボ
ダ
ン
は
ま
た
、

八
七
年
一
一
月
か
ら
八
九
年
四
月
ま
で
ナ
ヴ
7
1
ル
王
家
の
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
飛
び
地
マ
ル
ル
伯
爵
領
の
法
律
顧
問
を

こ
れ
も
あ
ま
り
収
入
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ダ
ン
は
ナ
ヴ
ァ
l
ル
王
家
の
顧
問
ヴ
ィ
ベ
l
ル
か
ら
そ
れ
を
依
頼
さ
れ
た
手
紙

の
余
白
に
、
「
ナ
グ
ァ
l
ル
王
の
法
律
顧
問
を
や
っ
た
の
で
/
手
当
が
も
ら
え
る
/
ナ
ヴ
ァ
l
ル
王
は
私
に
一
年
半
分
支
払
う
義
務
が
あ

る
/
一
五
八
九
年
四
月
五
日
記
」
と
書
き
込
ん
だ
。
し
か
し
、
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
家
に
直
接
の
コ
ネ
が
で
き
た
こ
と
は
、
後
に
、
リ
ー
グ
を

J--守、、

I
L
φ

れ
カ

支
持
し
た
ボ
ダ
ン
が
財
産
、
官
職
の
保
障
を
も
ら
い
、
継
子
の
ニ
コ
ラ
・
バ
イ
ヤ
ー
ル
が
ア
ン
リ
四
世
の
コ
ミ
セ

l
ル
と
し
て
カ
レ
の
財

務
総
督
に
な
る
の
に
役
立
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
以
外
に
も
、

ボ
ダ
ン
は
八
六
年
の
一

O
月
一
杯
は
オ
ル
ヌ
伯
の
法
律
顧
問
を
や
っ
て
お
り
、
様
々
な
臨
時
の
法
律
顧
問
を
や
っ

て
、
生
活
に
苦
慮
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

(4) 

ボ
ダ
ン
は
帰
国
後
、

ま
ず
『
国
家
論
』
の
ラ
テ
ン
語
訳
に
専
念
し
た
。
彼
は
こ
の
ヨ

1
戸
ヅ
バ
の
知
識
人
共
通
の
言
語
に
訳
す
作
業

ジャシ・ボダジの生涯

を
、
友
人
の
ダ
ン
ピ
ェ

l
ル
伯
(
法
服
貴
族
)
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
・
ヴ
ア
ル
に
勧
め
ら
れ
て
イ
ギ
リ
ス
訪
問
前
か
ら
始
め
て
い
た
が
、
帰

八
四
年
一
二
月
三
日
に
は
完
成
し
て
、
そ
の
デ
ュ
・
ヴ
ア
ル
に
捧
げ
た
。
出
版
は
何
ら
か
の
事
情
で
遅
れ
、
八
六
年
で
あ

国
後
専
念
し
、

北法30(4・13)695

る。
ラ
テ
ン
語
版
の
『
国
家
論
』
は
単
な
る
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
翻
訳
で
は
な
く
、
多
く
の
増
補
・
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

理
・
簡
潔
化
、
引
用
の
文
献
学
的
厳
密
化
、
短
か
い
付
け
加
え
が
数
多
く
な
さ
れ
、
構
成
変
え
も
な
さ
れ
て
い
る

内
容
の
整

(
新
た
に
三
巻
八
章
が



説

設
け
ら
れ
、

こ
こ
に
市
民
論
が
ま
と
め
ら
れ
た
)
。
対
象
と
す
る
読
者
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
に
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
記
述
が
減
っ
て
、
古
典
古
代
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
記
述
が
増
え
、
政
治
思
想
も
、
理
論
そ
の
も
の
は

論

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
ネ

l
デ
ル
ラ
ン
ト
で
の
経
験
に
よ
る
見

解
の
変
更
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
国
家
論
の
弁
護
』
初
め
他
の
著
作
か
ら
の
引
用
も
多
く
、
と
く
に
歴
史
変
革
論
、
風
土
論
、

宇
宙
論
、
神
学
に
関
す
る
増
補
・
改
訂
が
数
多
い
。
更
に
、
ラ
テ
ン
語
版
の
『
国
家
論
』
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
増
補
・
改
訂
版
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
根
本
的
に
異
な
っ
た
性
格
も
お
び
て
い
る
。
そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、
既
に
『
魔
女
論
』
に
も
み
ら
れ
た
、
宗
教

戦
争
に
対
す
る
危
機
意
識
の
極
度
の
昂
揚
で
あ
り

ユ
ダ
ヤ
教
(
旧
約
)
化
し
た
神
観
・
宇
宙
観
が
ま
す
ま
す
国
家
論
と
結
合
し
た
こ
と

で
あ
る
。

ボ
ダ
ン
の
宗
教
戦
争
に
対
す
る
危
機
意
識
は
極
度
に
昂
揚
し
、
今
や
宗
教
戦
争
の
責
任
は
君
主
に
あ
り
、
君
主
が
神
法
・
自
然
法
に
違

反
し
て
統
治
し
て
い
る
こ
と
に
神
は
怒
り
、
報
復
と
し
て
こ
の
宗
教
戦
争
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

「
私
た
ち
は
こ
の
何
年
来
ま
っ
た
く
激
し
い
内
戦
の
嵐
に
も
ま
れ
、
多
く
の
者
が
難
破
し
、
さ
ら
に
多
く
の
者
が
海
に
投
げ
出
さ
れ
、
そ
の
大
多
数
は
深

み
に
沈
み
、
か
な
り
多
く
の
者
は
海
岸
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
、
あ
る
者
は
岩
礁
に
ぶ
つ
か
り
、
あ
る
者
は
波
に
さ
ら
わ
れ
、
無
傷
で
逃
れ
え
た
者
は
数
少
な

い
。
私
は
と
い
え
ば
、
聖
書
の
言
葉
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
「
約
束
の
壁
は
一
訳
も
て
告
げ
知
ら
せ
る
/
神
の
強
き
衣
服
を
/
剥
が
れ
て
い
る
こ
と
を
。
」
か

つ
て
の
危
機
、
そ
し
て
将
来
も
決
し
て
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
危
機
に
か
ん
が
み
て
、
わ
が
王
国
を
展
望
す
れ
ば
、
私
は
後
悔
の
念
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
家
統
治
者
が
互
い
に
対
立
し
て
、
あ
る
者
は
舵
を
変
え
よ
う
と
し
、
あ
る
者
は
机
を
は
ろ
う
と
し
、
あ
る
者
は
帆
を
た
た
も
う
と
し
、
か
く
し

て
自
分
と
私
た
ち
の
利
益
に
反
し
た
同
盟
を
だ
ら
だ
ら
と
単
調
な
劇
に
し
て
見
せ
て
い
る
こ
と
に
、
私
は
恥
ず
か
し
い
思
い
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。
•• 

か
か
る
事
態
が
私
を
し
て
、
戦
争
が
一
時
お
さ
ま
っ
た
後
に
国
民
の
考
察
に
資
す
る
よ
う
に
、
私
が
国
家
に
関
し
て
理
解
し
た
こ
と
の
す
べ
て
を
公

表
、
出
版
す
る
よ
う
強
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
国
民
が
将
来
わ
が
王
国
の
国
家
形
態
を
可
能
な
限
り
滅
亡
か
ら
救
う
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

あ
る
い
は
、
す
っ
か
り
年
老
い
て
衰
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
る
わ
が
王
国
が
も
は
や
確
実
に
、
ど
ん
な
人
間
の
努
力
も
、
ど
ん
な
助
言
も
防
げ
な
い

ほ
ど
崩
壊
し
か
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て
の
禍
を
生
き
延
び
た
者
が
国
家
の
突
然
の
没
落
や
崩
壊
に
よ
っ
て
完
全
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
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と
の
な
い
よ
う
に
、
い
わ
ば
見
張
台
か
ら
警
告
す
る
た
め
で
す
。
何
故
な
ら
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
婦
は
と
き
に
神
の
報
復
の
攻
撃
に
よ
っ
て
起
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
す
。
全
能
の
神
が
破
滅
に
決
定
し
て
い
る
国
家
統
治
者
は
分
別
と
慎
重
さ
を
い
っ
さ
い
奪
わ
れ
、
最
大
の
恥
厚
に
ま
っ
さ
か
き
ま
に
お
ち
る

の
で
す
。
そ
の
篠
実
な
証
拠
は
、
彼
ら
が
い
や
し
が
た
い
狩
乱
で
国
家
を
統
治
し
て
い
る
と
き
、
最
も
正
気
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。
」

恐
る
べ
き
正
義
の
神
の
支
配
す
る
宇
宙
に
従
属
し
た
有
機
体
と
い
う
国
家
観
は
、
宗
教
戦
争
に
対
す
る
危
機
意
識
を
容
易
に
昂
揚
さ

せ
、
危
機
意
識
を
容
易
に
神
の
介
入
と
結
び
つ
け
さ
せ
(
国
家
は
船
で
あ
り
、
激
し
い
嵐
と
い
う
超
自
然
現
象
に
よ
っ
て
容
易
に
沈
没
す
る
)
、

が
神
法
・
自
然
法
に
違
反
し
て
統
治
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
神
の
報
復
と
い
う
考
え
に
さ
せ
る
。
ボ
ダ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
ア
ン
リ

三
世
を
称
賛
し
、
宗
教
戦
争
を
解
決
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
か
つ
て
の
栄
光
を
も
た
ら
す
担
い
子
と
し
て
大
き
な
期
待
を
表
明
し
て
い
た
箇
所

を
す
べ
て
削
除
し
た
。
そ
し
て
、
神
法
・
自
然
法
に
違
反
し
て
、
臣
民
の
財
産
を
奪
い
、
官
職
を
悪
し
き
者
に
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
魔

女
や
魔
術
師
を
保
護
し
、
臣
民
か
ら
ま
き
あ
げ
た
金
を
最
も
恥
ず
べ
き
連
中
に
ば
ら
ま
く
君
主
も
暴
君
と
暴
君
の
規
定
を
強
化
し
、

法
・
白
然
法
に
違
反
し
た
暴
君
に
対
し
て
は
神
の
報
復
と
い
う
考
え
を
前
面
に
お
し
だ
し
、
神
に
召
命
さ
れ
た
者
と
外
国
の
君
主
だ
け
で

君
主
だ
ろ
う
と
臣
民
だ
ろ
う
と
外
国
人
に
は
す
べ
て
武
力
抵
抗
権
、
暗
殺
権
を
認
め
た
。
ボ
ダ
ン
は
、
ア
ン
リ
三
世
が
神
の
報
復

な
く
、

を
受
け
る
べ
き
暴
君
で
あ
り
、

ア
ン
リ
三
世
が
神
法
・
自
然
法
に
違
反
し
て
統
治
し
て
い
る
こ
と
に
神
は
怒
り
、
報
復
と
し
て
こ
の
宗
教

性)

戦
争
を
起
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
始
め
た
。

ジャ γ ・ボダγの生涯

こ
う
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
(
旧
約
)
化
し
た
神
観
・
宇
宙
観
に
よ
る
国
家
観
に
よ
っ
て
、
「
ポ
リ
チ

l
ク
最
大
の
理
論
家
」
ボ
ダ
ン
は
後
に

リ
ー
グ
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
ボ
ダ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
『
国
家
論
』
の
絶
対
君
主
政
論
か
ら
意
見

ポ
リ
チ

l
ク
か
ら
逸
脱
し
、

を
変
え
て
お
ら
ず
、

リ
ー
グ
の
理
論
に
は
決
し
て
同
意
し
な
い
が
、

リ
ー
グ
を
暴
君
ア
ン
リ
一
一
一
世
に
対
す
る
神
の
報
復
の
道
具
と
解
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ン
リ
四
世
の
勝
利
と
と
も
に
ポ
リ
チ

l
ク
の
正
当
理
論
と
な
る
、

王
権
神
授
説
に
よ
る
絶
対

君
主
政
論
を
展
開
す
る
ト
ヮ
ル
ー
ズ
の
法
学
者
ベ
ロ
ワ
な
ど
は
別
に
し
て
、

ポ
リ
チ

l
ク
の
多
く
の
者
も
「
の
ら
く
ら
王
」
ア
ン
リ
三
世

君
主神
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説

の
奇
矯
な
行
動
や
増
税
、
売
官
を
続
け
る
政
策
を
批
判
し
て
い
た
が
、

ア
ン
リ
三
世
を
神
の
報
復
を
受
け
る
べ
き
暴
君
と
規
定
す
る
者
は

ま
ず
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

こ
の
点
で
は
ポ
リ
チ

l
ク
の
多
く
の
者
も
国
王
は
国
民
大
多
数
の
宗
教
た
る
カ
ト
リ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば
な

E命

ら
な
い
、
少
く
と
も
そ
う
で
な
け
れ
ば
平
和
と
秩
序
は
あ
り
え
な
い
と
し
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
の
改
宗
を
求
め
て
お
り
、
あ
ま
り
相

忍
吋
土
工
、

1
、

隠
辻

7
a
u
w
T
L
カ

ボ
ダ
ン
は
ユ
グ
ノ

I
の
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
の
王
位
継
承
に
は
反
対
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
、

王
位
継
承

の
王
国
基
本
法
は
あ
く
ま
で
も
サ
リ
カ
法
に
基
づ
く
法
的
制
度
で
あ
り
、

王
位
は
父
系
で
最
も
近
い
男
性
、
兄
弟
で
は
長
子
に
、
世
襲
権

に
よ
っ
て

(
相
続
権
で
は
な
く
、
従
っ
て
分
割
で
き
な
い
)
自
動
的
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
問
題
の
長
子
の
息
子
た
る

甥
と
叔
父
で
は
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は

フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
こ
う
解
決
し
て
い
た
。
直
系
の
世
襲
の
場
合
に

は
、
ロ

l
マ
法
の
代
父
世
襲
権
(
同
若
宮
町
田

gsg)
の
概
念
を
使
う
法
学
者
の
多
数
意
見
と
最
近
の
慣
習
に
よ
っ
て
、
長
子
の
息
子
た
る

甥
が
優
位
す
る
。
傍
系
の
世
襲
の
場
合
に
は
、
父
が
本
来
も
っ
て
い
な
い
権
利
の
代
父
世
襲
な
ど
あ
り
え
ず
、
法
学
者
の
多
数
意
見
た
る

代
父
世
襲
権
の
概
念
の
使
用
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
慣
習
と
し
て
甥
が
優
位
す
る
。
但
し
、
傍
系
の
場
合
、
王
位
以
外
で
は
、
そ
の
傍
系

の
長
が
世
襲
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
父
系
で
何
代
目
か
が
問
題
で
あ
り
、
同
じ
代
の
最
年
長
者
が
世
襲
す
る
(
甥
と
叔
父
で
は
、
叔
父

は
常
に
甥
よ
り
一
代
早
い
の
で
叔
父
が
優
位
す
る
)
、
と
。

」
の
実
質
的
に
法
学
者
の
多
数
意
見
に
合
わ
せ
た
説
で
は
、

ア
ン
リ
三
世
の

王
位
継
承
者
は
、

た
る
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
で
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
父
系
で
傍
系
の
ブ
ル
ボ
ン
家
の
長
子
の
息
子
(
甥
)

し
、
ボ
、
タ
ン
は
ラ
テ
ン
語
版
で
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
を
排
除
す
る
よ
う
に
意
見
を
変
え
た
。
直
系
の
場
合
で
も
、
甥
と
叔
父
の
ど
ち
ら

が
優
位
す
る
か
法
理
上
も
慣
習
上
も
決
着
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
世
襲
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
上
に
も
弱
年
な
甥
よ
り
も
叔
父
の
方
に
分
が

こ
の
二

O
O年
来
こ
の
問
題
が
起
き
た
こ
と
が
な
い
と
し
、

あ
る
が
、

一
応
法
学
者
の
多
数
意
見
に
従
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
付
け

足
し
に
一
語
「
傍
系
の
場
合
も
」
と
付
け
る
だ
け
で
、
ナ
ヴ
ァ

i
ル
王
ア
ン
リ
の
王
位
継
承
を
根
拠
づ
け
る
部
分
は
見
え
な
く
し
た
。
そ

れ
に
代
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
但
し
書
き
を
王
位
継
承
に
も
拡
大
適
用
し
、
ラ
テ
ン
語
版
だ
け
読
め
ぽ
、
傍
系
の
場
合
に
は
叔
父
の
方
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が
甥
よ
り
優
位
す
る
と
見
え
る
よ
う
に
し
た
。
ボ
ダ
ン
は
王
位
の
伝
統
と
国
民
大
多
数
の
宗
教
に
反
す
る
王
位
継
承
者
を
も
つ
こ
と
に
よ

る
混
乱
を
恐
れ
て
、
意
見
を
変
え
た
で
あ
ろ
う
。

ボ
ダ
ン
は
こ
う
し
た
宗
教
戦
争
に
対
す
る
危
機
意
識
の
極
度
の
昂
拐
、

つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
教
(
旧
約
)
化
し
た
神
観
・
宇
宙
観
、
神
法
・

自
然
法
に
違
反
し
た
君
主
と
国
民
を
罰
し
に
直
接
こ
の
世
に
介
入
す
る
恐
る
べ
き
正
義
の
神
の
強
調
の
な
か
で
、
『
国
家
論
』
が
そ
の
主

要
な
部
分
を
な
す
は
ず
で
あ
っ
た
普
遍
法
体
系
の
成
立
基
盤
を
疑
い
始
め
、
普
遍
法
の
研
究
を
放
棄
し
始
め
た
。
普
遍
法
の
成
立
基
盤
は

不
断
に
変
化
す
る
が
、
そ
こ
に
は
人
間
理
性
に
反
映
し
た
「
神
の
光
」
と
し
て
の
衡

平
、
恒
常
不
変
の
法
と
い
う
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
法
律
は
主
権
者
の
意
志
で
あ
る
が
、
主
権
者
が
「
正
し
く
、
生
き
た
理
性
に
基
づ

い
て
」
意
志
し
た
「
正
し
い
命
令
」
で
も
あ
り
、
神
法
・
自
然
法
に
基
づ
く
「
正
し
い
命
令
」
と
い
う
共
通
の
根
を
も
っ
て
い
る
。
よ
り

こ
う
で
あ
っ
た
。
法
律
は
主
権
者
の
命
令
で
あ
り
、

一
般
的
に
述
べ
れ
ば
、
人
聞
は
自
由
意
志
に
よ
っ
て
行
為
し
て
い
る
が
、

一
部
に
は
自
由
意
志
に
よ
っ
て
自
然
の
法
を
模
倣
し
、
神
の
助

け
を
え
て
行
為
し
て
も
い
る
の
で
あ
り
、
人
間
と
自
然
・
神
、
人
間
史
と
自
然
史
・
聖
史
は
ま
っ
た
く
分
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
恒
常
不
変
の
法
、
神
法
・
自
然
法
に
基
づ
く
正
し
い
命
令
、
聖
界
と
自
然
界
か
ら
来
る
確
実
で
正
義
に
か

な
っ
た
も
の
、

つ
ま
り
「
法
律
作
成
と
国
家
統
治
の
唯
一
の
模
範
」
が
諸
国
民
の
法
律
の
歴
史
的
l
比
較
的
研
究
に
よ
れ
ば
認
識
し
う

性)

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
と
法
、

主
権
者
の
意
志
と
正
し
い
命
令
、
人
間
と
自
然
・
神
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
関
係
を
、

ジャ γ ・ボダシの生涯

彼
は
ラ
テ
ン
語
版
の
『
国
家
論
』
で
疑
い
始
め
た
。

ボ
ダ
ン
は
諸
国
民
の
法
律
に
は
神
法
・
自
然
法
に
基
づ
く
法

止
し
い
命
令
と
い
う
要
素
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず

と

う
考
え

を
打
ち

Tそ
た{2
そく
し円
て「
、気

違
い
が
自
ら
承
認
し
て
命
じ
た
法
律
の
よ
う
に
」

法
律
の
名
に
値
し
な
い
不
正
な
も
の
だ
、

そ
の
不
正
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
例
え
ば
、
奴
隷
制
は
多
く
の
国
民
に
共
通
な
普
遍
法
だ
が
、
自
然
法
に
違
反
し
た
不
正
な
も
の
で
あ

主
張
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
君
主
が
「
人
間
の
暴
力
や
生
来
の

り
、
即
刻
廃
止
し
て
、
奴
隷
を
市
民
と
し
て
国
家
に
受
け
入
れ
る
よ
う
、
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論

欲
望
」
に
よ
っ
て
、
不
正
に
戦
争
を
し
、
不
正
に
修
道
院
の
財
産
を
没
収
し
、
不
正
に
本
来
の
王
た
る
姉
を
投
獄
し
て
い
る
こ
と
を
激
し

く
攻
撃
し
た
。
こ
う
し
た
諸
国
民
の
法
律
が
人
聞
の
洛
意
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
神
法
・
自
然
法
に
基
づ
く
法
、
正
し
い
命
令
と

い
う
要
素
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
有
徳
な
人
間
は
数
少
な
く
、
ま
し
て
や
有
徳
な
主
権
者
な
ど
「
奇
跡
」
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
主

権
者
の
意
志
が
法
律
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
何
ら
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

北法30(4・18)700
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そ
れ
に
、

ユ
マ
ニ
ス
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
っ
た
古
代
世
界
と
新
世
界
へ
の
水
平
線
の
拡
大
が
、
そ
の
拡
大
ゆ
え
に
、
法
・
政
治
制

度
の
無
限
の
多
様
性
を
教
え
、
知
的
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
多
様
性
の
承
認
、

一
致
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
水
平
線
の
拡
大
は
そ
れ
を
見
失
な
わ
せ
た
。
ボ
ダ
ン
は
古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
膨
大
な
諸

つ
ま
り
「
調
和
」
の
理
念
は
根
本
に
お
け

る
統
一
、

国
民
の
法
・
政
治
制
度
の
資
料
を
集
め
て
比
較
し
て
い
た
が
、
国
民
に
よ
っ
て
価
値
の
優
劣
、
名
誉
・
不
名
誉
、
有
益
・
有
害
の
基
準
が

異
な
る
の
で
、
「
国
が
異
な
れ
ば
、
法
律
も
ま
っ
た
く
異
な
り
」
、
そ
の
聞
に
共
通
な
も
の
が
な
い
、
と
考
え
始
め
た
。
例
え
ば
、
貴
族
は

そ
の
基
準
が
国
民
に
よ
っ
て
軍
事
、
公
生
活
、
官
職
、

柄
、
主
権
者
の
授
与
・
売
却
等
々
多
種
多
様
で
、
共
通
の
貴
族
の
定
義
で
さ
え
不
可
能
で
あ
り
、
「
公
法
も
私
法
も
空
虚
な
臆
見
や
人
間

(
四
)

に
一
般
的
な
誤
謬
に
満
ち
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
諸
国
民
の
法
律
が
無
限
に
多
様
で
、
共
通
の
基
準
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ボ
ダ
ン

徳
、
そ
れ
に
生
ま
れ
を
基
準
と
す
べ
き
も
の
な
の
に
、

守
田
、

封
土

知
識
、

家

の
宇
宙
論
で
は
、
法
律
が
人
間
の
恐
意
に
よ
っ
て
の
み
作
ら
れ
て
お
り
、
神
法
・
自
然
法
に
基
づ
く
法
、

正
し
い
命
令
と
い
う
要
素
を
も

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、

ボ
ダ
ン
は
法
律
と
法
、
主
権
者
の
意
志
と
正
し
い
命
令
、
人
間
と
自
然
・
神
の
関
係
を
分
断
し
、
法
律
、
主
権
者
の
意

志
、
人
間
の
こ
と
は
人
間
の
盗
意
に
よ
っ
て
の
み
決
ま
る
の
で
、
無
限
に
多
様
で
、
基
準
も
法
則
も
な
く
、
そ
の
多
く
は
不
正
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
始
め
た
。
こ
の
考
え
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
、
も
は
や
普
遍
法
、
国
家
学
研
究
の
根
拠
は
な
く
、
彼
は
普
遍
法
、
国
家
学
の
研
究

を
放
棄
し
、
神
と
自
然
に
関
す
る
多
く
の
増
補
を
加
え
て
、
神
学
、
自
然
学
に
研
究
を
移
し
始
め
て
い
た
。
彼
は
宗
教
戦
争
の
な
か
で
の



人
間
界
の
カ
オ
ス
に
疲
れ
、
モ
ン
テ
l

ニ
ュ
が
人
間
の
不
安
定
さ
に
疲
れ
な
が
ら
も
入
聞
を
見
続
け
よ
う
と
し
た
の
と
は
異
っ
て
、
神
の

正
義
の
欠
如
し
た
人
間
界
を
見
る
の
を
や
め
、
神
と
神
の
法
の
貫
徹
し
た
自
然
の
膜
想
の
う
ち
に
心
の
安
ら
ぎ
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
。

ボ
ダ
ン
が
ラ
ン
の
家
族
の
も
と
へ
帰
っ
た
と
き
、
息
子
の
エ
リ
!
と
ジ
ャ
ン
は
数
え
で
四
歳
と
三
歳
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
白
か
ら
子
供

の
教
育
を
始
め
、
そ
し
て
非
常
に
熱
心
に
や
っ
た
。
彼
は
以
前
か
ら
朝
晩
家
族
と
と
も
に
聖
書
(
旧
約
)
を
読
み
、
詩
篇
、
と
く
に
そ
の

一
四
三
篇
を
歌
っ
て
膜
想
し
て
い
た
が
、
そ
の
前
後
の
朝
食
前
と
夕
食
後
の
時
聞
を
子
供
の
教
育
に
あ
て
、
法
律
顧
問
の
仕
事
の
た
め
に

子
供
の
教
育
が
中
断
す
る
の
を
嘆
い
て
い
る
。
ボ
ダ
ン
の
考
え
で
は
、
子
供
を
有
徳
の
人
間
に
教
育
す
る
こ
と
は
、
継
子
の
ニ
コ
ラ
・
バ

イ
ヤ
ー
ル
の
面
倒
を
み
る
の
と
同
様
に
、
父
た
る
者
の
義
務
で
あ
り
、
家
父
長
権
に
付
随
す
る
当
然
の
義
務
で
あ
っ
向
。
そ
れ
に
、
子
供

の
教
育
が
こ
の
困
難
な
時
代
の
安
ら
ぎ
の
場
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

八
六
年
一
一
月
に
、

ボ
ダ
ン
は
こ
の
三
年
間
に
や
っ
た
子
供
の
教
育
の
方
針
と
成
果
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
子
供
の
教
育
の

性)

秘
訣
は
「
美
し
く
て
立
派
な
も
の
を
す
べ
て
順
序
だ
て
て
」
教
え
る
こ
と
だ
と
考
え
、
彼
は
体
系
的
に
教
え
た
。
ま
ず
自
に
と
ま
る
も
の

を
ラ
テ
ン
語
で
呼
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、
自
然
、
天
体
、
宗
教
に
関
す
る
も
の
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ラ
テ

γ
語
に
慣
れ
る
と
、
文

フ
ラ
ン
ス
語
と
同
じ
く
ら
い
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
続
け
た
。
そ
の
後
で
、
彼
自
身
が
編
集
し
た
三

O
O
の

法
を
教
え
、

ジャ γ ・ポダシの生涯

道
徳
律
集
を
ラ
テ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
一
日
一
つ
づ
っ
覚
え
さ
せ
、

そ
れ
と
並
行
し
て
、
「
非
常
に
有
益
で
、

非
常
に
楽
し
い
」
算
術

と
幾
何
学
を
教
え
た
。
以
上
の
こ
と
を
三
年
間
で
や
り
、
今
後
は
キ
ケ
ロ
を
ラ
テ
ン
語
で
読
ま
せ
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
さ
せ
る
こ
と
、
そ

れ
に
彼
自
身
が
作
成
し
た
「
自
然
の
美
」
に
関
す
る
ラ
テ
ン
語
の
六

O
O
の
問
題
を
子
供
に
出
す
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
、

ボ
ダ
ン
が
子
供
に
施
し
た
教
育
が
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
で
あ
り
、
彼
の
関
心
が
こ
の
時
期
自
然
学
、
倫
理
学
、
神
学
に

移
っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
が
、

そ
の
性
格
を
よ
り
よ
く
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
れ
自
体
は
あ
ま
り
重
要
な
著
作
で
は
な
い
が
、
子
供
の
徳
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育
と
高
官
の
子
弟
の
教
育
を
扱
っ
た
二
つ
の
著
作
を
み
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ボ
ダ
ン
は
子
供
の
た
め
に
編
集
し
た
道
徳
律
集
を
も
と
に
、
『
知
恵
の
道
徳
律
集
』
を
書
き
、

八
七
年
九
月
四
日
に
は
完
成
し
て
長
男

北法30(4・20)702

論

の
エ
リ
ー
に
捧
げ
、

八
八
年
に
出
版
し
た
。
こ
の
あ
ま
り
子
供
向
き
で
な
い
著
作
は
、
ボ
ダ

γ
が
つ
け
た
徳
の
序
列
ご
と
に
ス
ト
ア
哲
学

者
な
ど
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
言
辞
を
二
一

O
の
成
句
に
し
て
、
左
頁
に
ラ
テ
ン
語
、
右
頁
に
フ
ラ
ン
ス
語
韻
文
で
対
に
並
べ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
著
作
の
基
本
思
想
は
、
全
知
全
能
の
正
義
の
神
が
報
酬
と
刑
罰
の
原
理
で
も
っ
て
、
全
被
造
物
を
絶
対
的
に
支
配
し
て
い
る
の

で
、
子
供
の
徳
育
は
宇
宙
の
階
層
秩
序
を
な
し
た
連
鎖
を
段
階
的
に
昇
ら
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
ま

ず
、
思
慮
(
官
邑

g
E
)
の
徳
で
あ
る
。
こ
の
世
で
倣
慢
な
者
、
貧
欲
な
者
、
不
正
な
悪
人
が
栄
え
る
の
を
見
て
も
、
貧
困
に
も
不
正
に

も
甘
ん
じ
て
魂
の
「
砦
」
を
堅
持
し
、
苦
難
の
な
か
で
真
理
を
求
め
、
友
情
を
求
め
、
有
徳
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
知
全
能
の
神
は

苦
難
に
耐
え
る
善
人
に
は
報
酬
を
、
倣
れ
る
悪
人
に
は
処
罰
を
下
す
の
で
あ
る
。
防
御
の
戦
争
は
正
し
い
が
、
戦
争
は
国
土
を
疲
弊
さ

せ
、
信
仰
と
法
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
和
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ナ
キ
l
状
態
よ
り
は
隷
属
の
方
が
ま
だ
ま
し
で
あ
り
、
よ

り
悪
し
き
方
を
避
け
る
の
が
思
慮
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
「
膜
想
生
活
を
送
り
、
知
恵
あ
ら
ん
と
す
る
者
は
結
婚
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
」

次
に
、
よ
り
高
次
の
徳
は
正
義

(-EEE)、
慈
愛
(
ロ
E
H
X
S
)
で
あ
る
。
神
に
発
す
る
法
が
全
宇
宙
を
貫
徹
し
て
お
り
、
神
を
恐
れ
て
、

神
の
正
義
に
従
い
、
慈
善
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
す
べ
て
の
徳
の
女
王
」
は
知
恵
(
由
者

FEEl)
で
あ
る
。
そ
れ
は

神
を
恐
れ
、
膜
想
に
よ
っ
て
魂
を
肉
体
か
ら
解
放
し
、
神
に
犠
牲
と
し
て
捧
げ
て
「
法
悦
」
「
死
」
を
味
わ
う
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
可
能

で
あ
り
、
万
物
の
創
造
主
た
る
神
の
「
隠
さ
れ
た
こ
と
L

を
見
る
こ
と
に
あ
る
。

一
切
が
全
知
全
能
の
絶
対
的
主
権
者
た
る
神
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
最
も
忌
む
べ
き
も
の
、
多
神
教
の
迷
信
よ
り
も
悪
い
の
は
不
信
仰
で
あ
り
、
無
信
仰
者
は
神
の
秩
序
の
破
壊
者
で
あ

る。
そ
れ
に
、

将
来
統
治
に
携
わ
る
高
官
の
子
弟
の
教
育
を
扱
っ
た
著
作

『
君
主
や
高
貴
な
方
の
教
育
に
つ
い
て
の
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の



助
言
』
が
あ
る
。
こ
の
著
作
は
ザ
ク
セ
ン
人
の
ボ
ル
ニ
テ
ィ
ウ
ス
が
一
六

O
二
年
に
、

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ン
ギ
ア

l
ノ
の
著
作
と
一
絡
に
出

版
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ボ
ル
ニ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
著
者
の
ポ
ダ
ン
自
身
に
書
い
て
も
ら
っ
た
と
誓
っ
た
」
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の

高
官
か
ら
彼
の
父
が
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
手
稿
を
ラ
テ
ン
語
に
訳
し
て
出
版
し
た
。
こ
の
著
作
は
内
容
か

ら
し
て
、
ほ
と
ん
ど
確
実
に
ボ
ダ

γ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
『
魔
女
論
』
以
後
の
晩
年
の
ボ
ダ
ン
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

」の
f

者

ギ
l
・
デ
ュ
・
フ
ォ
ー
ル
の
『
教
訓
的
四
行
詩
』
(
七
四
年
)
や
デ
ュ
・
パ
ル
タ
ス
の
『
聖
週
間
』
(
七
八

年
)
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
集
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
将
来
統
治
に
携
わ
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
法
学
教
育
が
、
ボ
ダ
ン
が
世
界
最

イ
タ
リ
ア
か
ド
イ
ツ
の
大
学
で
受
け
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
確
か
に
‘
ド
イ
ツ
の
新
教
派
の
高
官

作
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
、

高
と
誇
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
な
く
て
、

の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
、
ど
う
い
う
機
会
に
書
か
れ
た
の
か
解
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
で
反
ス
ベ
イ

(
ボ
ダ
ン
は
若
い
頃
か
ら
ラ
ン
ゲ
や
ポ
イ
ツ
ア
ー
な
ど
ザ
ク

ン
闘
争
を
企
て
て
い
る
と
き
に
、
新
教
の
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
高
官
と
関
係
を
も
ち

セ
ン
選
帝
侯
の
廷
臣
と
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
役
に
立
っ
た
か
も
し
れ
な
い
)
、
そ
の
高
官
の
や
め
に
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

性)

こ
の
著
作
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
o

子
供
の
教
育
の
根
本
は
「
神
に
対
す
る
恐
れ
」
を
教
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
知
恵
、
知
識
、

徳
、
健
康
、
そ
の
他
す
べ
て
の
こ
と
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
朝
晩
聖
書
(
旧
約
の
予
言
の
窪
田
)
を
読
み
、
詩
篇
を
歌
っ

て
、
神
に
祈
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
供
の
教
育
は
ま
ず
、
幼
児
の
と
き
に
自
然
、
天
体
、
倫
理
な
ど
に
関
す
る
こ

と
を
端
正
な
古
典
ラ
テ
ン
語
で
呼
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
れ
か
ら
ラ
テ
ン
語
の
文
法
を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
後
で
、
キ
ケ
ロ
を
ヲ

ジャ γ ・ボダシの生涯

」
れ
を
毎
日
や
れ
ば
、

自
然
に
端
正
な

テ
ン
語
と
母
国
語
で
教
え
、
「
偉
大
な
詩
人
」
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
広
げ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。

古
典
ラ
テ
ン
語
を
身
に
つ
け
、
有
徳
な
生
活
を
自
然
に
身
に
つ
け
、
キ
ケ
ロ
の
雄
弁
を
自
然
に
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、
記

憶
を
高
め
、
処
世
術
を
学
ば
せ
る
歴
史
書
を
数
多
く
読
ま
せ
、
調
和
あ
る
魂
へ
と
高
め
る
音
楽
、
楽
し
く
て
有
益
な
算
術
、
幾
何
学
、
地

理
学
、
議
論
の
展
開
に
役
立
つ
ラ
ム
ス
の
弁
証
法
を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
一
六
歳
に
な
る
と
、
大
学
で
将
来
統
治
に
携
わ
る
の

北法30(4・21)703
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に
必
要
な
法
学
、
「
帝
王
学
」
(
ボ
ダ
ン
に
は
帝
主
学
と
い
う
タ
l
ム
は
な
く
、
国
家
学
の
訳
だ
ろ
う
)
を
学
ば
せ
、
学
業
の
終
わ
り
に
は
長
期
旅
行

を
さ
せ
て
、
様
々
な
国
民
の
統
治
や
法
律
の
実
態
か
ら
生
活
様
式
、
風
俗
習
慣
、
国
民
性
ま
で
学
ば
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

さ
い
の
知
識
、
徳
、
知
恵
の
根
本
は
毎
日
朝
早
く
起
き
、
詩
篇
一
四
三
の
一

O
を
歌
っ
て
膜
想
す
る
こ
と
で
あ
り
、

論

こ
れ
が
子
供
の
教
育

の
根
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
そ
う
す
る
者
を
嘉
し
給
い
、
天
使
に
命
じ
て
眠
り
や
幻
覚
の
な
か
で
将
来
起
る
こ
と
の
す
ぺ
て
を

告
知
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

ボ
ダ
ン
が
主
張
し
、
実
践
し
た
子
供
の
教
育
は
、
既
に
五
九
年
の
講
演
で
彼
が
主
張
し
て
い
た
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
、
何
よ
り
も
エ
ラ
ス

ム
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
め
た
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
で
あ
る
。
そ
の
早
期
ラ
テ
ン
語
教
育
、
文
法
偏
重
で
は
な
く
て
、
す
ぐ
れ
た
ラ
テ
ン

語
作
家
を
通
じ
て
自
然
に
文
法
も
、
徳
や
雄
弁
も
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
、
知
識
偏
重
で
は
な
く
て
、
知
識
と
徳
と
信
仰
を
総
合
し
た
知

恵
と
い
う
全
人
的
人
間
形
成
を
め
ざ
す
教
育
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
の
理
念
で
あ
る
。
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
も
し
ば
し
ば
文

法
偏
重
、
知
識
偏
重
の
街
学
に
堕
し
た
が
、

そ
の
た
び
に
こ
う
し
た
人
間
形
成
と
い
う
本
来
の
理
念
が
唱
え
ら
れ
た
。

モ
ン
テ
l
ニ
ュ
も

当
時
、
文
法
偏
重
、
知
識
偏
重
の
街
学
に
堕
し
た
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
を
批
判
し
、
古
典
作
家
や
人
と
の
交
わ
り
を
通
じ
て
判
断
力
と
徳
を

ジ
ャ

γ
テ
ィ
ヨ
ム

身
に
つ
け
た
「
紳
士
」
、
普
遍
的
な
人
間
形
成
の
理
念
を
主
張
し
て
い
た
(
『
エ
セ
i
』
一
巻
二
五
章
、
一
一
六
章
)
。

し
か
し
、

ボ
ダ
ン
の
教
育
論
に
は
、

五
九
年
の
講
演
で
彼
が
エ
ラ
ス
ム
ス
や
ピ
ュ
デ
、
ラ
プ
レ

l
、
ラ
ム
ス
か
ら
受
け
継
い
で
い
た
、

あ
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
に
対
す
る
熱
狂
や
感
激
は
も
は
や
な
い
。
も
は
や
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
学
校
が
衰
退
し
て
い
た
状
況
で
、
彼
が
五
九
年

の
講
演
で
熱
烈
に
主
張
し
、
『
国
家
論
』
で
も
繰
り
返
し
て
い
た
、
公
教
育
で
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
に
よ
る
市
民
(
国
民
)
形
成
と
い
う
視

点
は
消
え
、
彼
が
批
判
し
て
い
た
家
庭
教
育
に
ユ
マ
ニ
ス
ム
教
育
を
避
難
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、

(
宗
派
の
な
い
)
修
道
院
で
、
す
べ
て
が
恐
る
べ
き
正
義
の
神
に
か
か
っ
て
お
り
、

そ
の
家
庭
教
育
も
ま
る
で

ユ
マ
ニ
ス
ト
の
第
一
世
代
の
教
育
論
の
基
底
に
あ
っ

た
人
間
理
性
に
対
す
る
信
頼
や
明
る
さ
は
失
せ
、

何
と
陰
気
で
抹
香
臭
い
こ
と
だ
ろ
う
。

「
敬
度
」
の
理
念
は
ユ
ダ
ヤ
教
(
旧
約
)
化
し

し、

ペコ
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そ
の
も
と
に
「
人
間
性
」
の
理
念
は
従
属
し
て
い
る
。

楽
観
的
な
信
頼
は
失
っ
た
が
、
同
時
に
信
仰
に
対
す
る
全
面
的
な
信
頼
も
失
っ
て
お
り
、

た
「
神
に
対
す
る
恐
れ
」
に
変
え
ら
れ
、

モ
ン
テ

l
ニ
ュ
も
人
間
理
性
に
対
す
る

モ
ン
テ

l
ニ
ュ
の
言
う
人
間
形
成
は
宗
教
と
は

ボ
ダ
ン
の
言
う
圧
倒
的
に
宗
教
的
な
人
間
形
成
と
著
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
。

ボ
ダ
ン
は
そ
の
信
仰
の
内
容
が
異
な
る
だ
け
で
、
明
ら
か
に
反
宗
教
改
革
、
と
く
に
彼
が
嫌
っ
た
ア
ン
リ
三
世
の
神
秘
的
な
反
宗
教
改
革

ユ

マ

昌

ス

ム

・

デ

ポ

一
七
世
紀
初
頭
に
信
心
深
い
ユ
マ
ニ
ス
ム
と
し
て
現
わ
れ
る
流
れ
に
立
っ
て
い
る
。

関
係
の
な
い
世
俗
的
な
人
間
形
成
で
あ
り
、

と
時
代
雰
囲
気
的
な
共
通
点
を
も
っ
て
お
り
、

性)

(

l

)

一
五
八
四
年
八
月
(
?
)
の
ニ
コ
ラ
・
バ
イ
ヤ
ー
ル
宛
て
の
手
紙
ハ
文
献
目
録
ご
|
6
)
。

(

2

)

〉
E
C
E
o
m
E
E
P
ζ
b
B
G
F
Z
ω
田口円

F
F
F間
E
E
g
r
円、
mC口ロ
D
U
(
司
ロ
ゲ
ピ
合
沼
田
同
]
同
一
一
山
2
5
b
〉
E
t
g
E
E
O
含

F
g
p
F
m
c
p
H∞
S)唱

唱司・品∞
4

印
]
戸
。

i
品・

(

3

)

(

U

・
2
5
2・
若
宮
口
弘

E
P
E
g
s
g
富
山
口
問
『
O唱

c
z
y
g
E
5
5
同Z
H
U
E
-明白ロ
8
・
き
一

-
E
ド申告・

3
・斗
l
u
N
u
u
-
E
oユ一

mz-

〈目。
--E
叫

W
E
0
2ロ
2
E
h
o
c巳丹
5
2口同
c-
〉
ロ
ロ
主
2
開・

ω・
(
U
-
Bヨ・

N
h
r
s
s・
-V司・

5ω
∞
l日
N-

(

4

)

一
五
八
四
年
八
月
(
?
)
の
ニ
コ
ラ
・
バ
イ
ヤ
ー
ル
宛
て
の
手
紙
、
一
五
八
五
年
九
月
三

O
日
付
け
の
カ
ス
テ
ル
ノ
!
日
モ
l
ヴ
ィ
シ
エ

l
ル
宛
て
の

手
紙
(
二
!
?
)
。

(
5
)

一
五
八
四
年
八
月
(
?
)
の
ニ
コ
ラ
・
バ
イ
ヤ
ー
ル
宛
て
の
手
紙
。

(
6
)
同
手
紙
。

(

7

)

河
H
n
r
同ユ
-
G
同】・

nF了
間
ぷ
y
日
(
)
叩
l

晶・

ラ
ン
の
町
に
お
け
る
キ
ヤ
ル
タ
ル
の
容
量
は
解
ら
な
い
が
、
価
格
が
高
く
な
る
よ
う
に
容
量
を
少
な
く
考
え
て
六

O
リ
ッ
ト
ル
と
し
て
も
、
八
四
、
五

年
に
は
一
ス
チ
エ
あ
た
り
六
・
五
リ
l
ヴ
ル
で
、
パ
リ
よ
り
四
割
方
安
く
、
ラ
ン
の
町
で
は
生
活
は
パ
リ
よ
り
ず
っ
と
楽
だ
っ
た
ろ
う
。

(

8

)

旬。口同
E
O
E
H
(口同
l品川百)・同
V℃・

JRlur

(
9〉
{
U
V
由
民
d
H
H
F
(
口同
1
日

NYHV・
ω∞
P
N
.

シ
ョ
ヴ
ィ
レ
は
ボ
ダ
ン
が
七
八
年
四
月
の
魔
女
裁
判
に
加
わ
っ
た
の
は
検
事
と
し
て
で
あ
っ
た
土
考
え
、
ボ
ダ
ン
が
官
職
を
相
続
し
た
の
は
官
職
な
し

に
ブ
ロ
ワ
の
三
部
会
に
加
わ
っ
た
七
七
年
二
月
か
ら
七
八
年
四
月
ま
で
の
間
だ
と
し
て
い
る

(
(
U
7
2
4
F
円
少
宅
・

ω∞
i
g。
し
か
し
、
ボ
ダ
ソ
が
魔
女
裁
判
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説

に
加
わ
っ
た
の
は
検
事
と
し
て
で
は
な
く
、
特
別
顧
問
と
し
て
で
あ
り
、
ま
た
ボ
ダ
ン
宛
て
の
手
紙
に
「
ラ
ン
代
官
区
及
び
初
審
裁
判
所
の
閤
王
検
事
」

の
肩
書
き
が
つ
け
ら
れ
る
の
は
八
七
年
一
一
月
か
ら
で
あ
り
(
可
G

R

E

E

F

3
・
2
i
N
)
、
そ
れ
に
次
に
述
べ
る
ボ
ダ
ン
の
官
職
相
続
に
対
す
る
リ
l
グ

の
異
議
か
ら
し
て
、
ポ
ダ
ン
が
-
一
コ
ラ
・
ツ
ル
イ
ヤ
1

ル
の
官
職
を
相
続
し
た
の
は
確
実
に
こ
の
八
七
年
で
あ
る
。

な
お
、
ボ
ダ
ン
が
検
事
と
し
て
扱
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
円
u
r
g
i
み
よ

M-a
参
照
。
そ
の
な
か
で
輿
味
あ
る
の
は
、
八
八
年
九
月
に
プ
リ
セ
な
る

高
利
貸
に
一
五

O
エ
キ
ュ
の
罰
金
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
、
高
利
貸
や
銀
行
は
何
よ
り
も
イ
タ
リ
ア
か
ら
入
っ
て
き
た
書
原
、

「
泥
棒
よ
り
も
も
っ
と
悪
く
、
も
っ
と
下
劣
な
も
の
」
で
あ
っ
た
。
王
の
財
政
初
め
貴
族
や
貧
し
い
者
を
破
産
さ
せ
、
今
日
の
内
乱
の
遠
因
を
な
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
神
法
に
違
反
し
た
神
の
冒
演
で
、
神
の
報
復
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た

(
H
N
Sロ
Z
Z
5・〈
-
N
・
3

8

?

5

一
〈
F

N
占
-
u
-
S
ω
l叶・

一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
、
文
献
目
録
二

l
印)。

(ω)
句
。
ロ
神
宮
。
E
H
(
H
H
H
1
品川四)噌同)司・由同
i
印

(
日
)
の
}gc三
H
A中

(

同

口

l
印い

0
・円
v
-
U
叶
ロ
-

A

F
・

〈
ロ
)
切
巳
牛
若
宮

(HHH!申
H)
唱同》
MV
・
H
S
l品・

(
け

υ
)

同)品目。ロ

O
B
S
F
戸

A
T
E
-
∞
吋
山
戸
叶
.
町
三
・

H
C
品
〈
も
参
照
。

(
リ
円

)(urwCAqF同
h

m

(
同
問
問

l
m
N
)噂

-u・吋斗

(同
υ
)

句。ロ

p-m口
同

(
H
H
H
i
g
)
唱同》匂・

2
i
ω
・

(
げ
叩

)
H
E
P
-
司℃・∞∞
1
8
・
き
l
H
・

(
げ
)
一
五
八
六
年
一
一
月
九
日
付
け
の
ニ
コ
ラ
・
ツ
ル
イ
ヤ
ー
ル
宛
て
の
手
紙
(
一
一

8
〉。

(
同

)
U
o
mめ同
v
z
z
r
p
o匂
U
S
E
-

イ
ギ
リ
ス
訪
問
前
か
ら
翻
訳
を
始
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
更
に
八
一
年
出
版
の
『
国
家
論
の
弁
護
』
(
〉
司
D
E
m
F
F
-
・
旧
日
「
彼
の
著
作
〔
『
国

家
論
』
〕
の
翻
訳
を
始
め
た
」
)
参
照
。

(
川
印
)
詳
細
に
つ
い
て
は
、
関
・

0
・
宮
口
刻
印
夕
、
吋
宮
町
『

g
n
v
g
L
C
Eロ
〈
め
3
5
5
0同
仔
昂
同

S
Z
Z
E
E
-
E
H
Z
n
m
S
(旦
・
)
・
、
叶
宮

ω見
切

D
o
r
g

甲
町
内
凶
の
C
B
B
Cロ
司
自
一
ぬ

(Hl
叶・

hR)-
℃
司
・
〉
∞
∞
i
u
∞
参
照
。

(
お
)
り
ぬ

moH)ロ
Z
-
n
p
o司
U
S
E
-

(
幻
)
H
E
P
-
F
∞
-HV

∞T
F
A
M
・回以
-
N
C
H
U
戸
印
・
日
u
-
V
N
C
∞l
甲
山
〈
H
・
M
-

匂
・
笥
N-

論
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説

ド
7
K
J
U

一
「
ノ
ザ
向
い

flr-

{に

第
二
章

グ

の

リ

論

熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
首
都
パ
リ
で
は
、

の
秘
密
結
社
が
結
成
さ
れ
て
い
た

一
五
八
四
年
末
に
、
貴
族
の
リ
ー
グ
と
は
別
に
都
市
の
リ
ー
グ
が
生
ま
れ
、

一
六
人
委
員
会

(
二
ハ
人
委
員
会
と
い
う
名
称
は
、
ギ
i
ズ
公
暗
殺
後
の
八
九
年
一
月
に
パ
リ
一
六
区
に
設
立
さ
れ
る
公
安
委
員
会
に

由
来
す
る
が
、
パ
リ
の
リ
l
グ
の
指
導
部
の
総
称
で
あ
り
、
人
数
は
一
六
名
と
は
限
ら
な
い
な
法
服
貴
族
の
会
計
検
査
官
シ
ャ
ル
ル
・
オ
ト
マ

γ
(
ユ

グ
ノ
l
の
オ
ト
マ
ン
の
い
と
こ
)
が
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ
の
恐
怖
と
王
権
に
対
す
る
全
般
的
不
満
か
ら
、
三
人
の
友
人
、
主
任
司
祭
の
プ

レ
ヴ
ォ
、

ブ

l
シ
で
そ
れ
に
ユ
グ
ノ
ー
か
ら
再
転
回
し
た
教
会
参
事
会
員
ロ

l
ノ
ワ
と
謀
っ
て
結
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
友
人

関
係
、

と
く
に
職
場
や
家
を
通
じ
た
友
人
関
係
に
よ
っ
て
、
初
期
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
て
い
た
。

レ
ト
ワ

l
ル、

ド
・
ト
ゥ
、
パ
ス
キ
エ
と
い
っ
た
ポ
リ
チ
1

ク
は
一
六
人
委
員
会
を
宗
教
的
熱
狂
に
か
ら
れ
て
社
会
革
命
(
い
わ
く
「
民

主
政
体
」

「
ア
ナ
キ

l
」
)

を
も
く
ろ
む
下
層
民
や
犯
罪
者
の
集
ま
り
と
決
め
つ
け
た
が
、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
い
。

一
六
人
委
員
会
の
メ
ン

パ
l
自
体
が
代
表
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
つ
『
廷
臣
と
職
人
の
対
話
』
で
、
社
会
の
上
層
部
、

と
く
に
帯
剣
貴
族
を
貧
し
い
人
々
の
血

を
吸
う
蛭
と
激
し
く
攻
撃
し
、
熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
代
え
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
所
か
ら
、
そ
う
し
た
決
め
つ
け
も
正
し
い
よ
う

つ
ま
り
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
一
六
人
委
員
会

に
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
九
三
年
九
月
頃
ま
で
書
か
れ
な
か
っ
た
。

が
社
会
の
上
層
部
の
脱
退
を
引
き
起
し
、
貴
族
の
リ

l
グ
と
対
立
し
て
潰
さ
れ
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
社
会
革
命
的
主
張

は
む
し
ろ
一
六
人
委
員
会
の
時
代
が
終
っ
て
い
た
こ
と
の
証
し
で
あ
る
。

一
六
人
委
員
会
は
貴
族
に
軍
事
的
指
導
権
は
認
め
な
が
ら
も
、
常
に
疑
っ
て
い
た
。

プ
レ
ヴ
ォ
の
友
人
の
オ

l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
貴
族
デ
フ
ィ
ア
は
す
ぐ
に
離
れ
た
し
、
ギ
l
ズ
公
が
送
り
込
ん
だ
三
名
の
貴
族
は
連
絡
将
校
に

確
か
に
帯
剣
貴
族
は
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、

す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、

一
六
人
委
員
会
は
そ
も
そ
も
貴
族
の
リ
ー
グ
と
は
別
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

マ
イ
エ
ン

ギ
l
ズ
公
、

北法30(4・26)708



ヌ
公
、
更
に
は
ス
ペ
イ
ン
大
使
の
メ
ン
ド

l
サ、

イ
バ
ラ
と
も
関
係
を
も
ち
続
け
た
が
、
彼
ら
が
自
由
に
操
作
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
高
諸
院
の
上
級
官
職
保
有
者
や
大
商
人
か
ら
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
た
。
オ
ト
マ
ン
の
い
る
会
計
検

ア
カ
リ
が
加
わ
っ
て
い
た
し
、
そ
れ
に
高
等
法
院
長
官

か
つ
て
の
パ
リ
市
長
で
、
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル
H

マ
ル
ト
の
義
父
た
る
租
税
院
長
官
ヌ
イ
イ
、
会
計
官
エ
ヌ
カ
ン
、
貨
幣
院

の
評
定
官
ロ
ラ
ン
、
大
評
定
院
の
評
定
官
ク
ロ
メ
な
ど
が
い
た
。
最
高
諸
院
の
上
級
官
職
保
有
者
は
大
部
分
が
保
守
的
な
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム

査
院
で
は
、

オ
ト
マ
ン
を
継
い
で
指
導
者
に
な
る
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル

H
マ
ル
ト
、

ル
・
メ
ー
ト
ル
、

の
王
権
主
義
者
で
、

サ
リ
カ
法
に
よ
る
王
朝
主
義
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
一
部
の
者
は
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ
の
恐
怖
と
王
権
に

王
権
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
い
た
。
香
料
商
人
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ

l
ル
、
ラ
シ
ャ
商
人
コ
ン
パ
ン
な
ど
五

名
の
大
商
人
も
い
た
。
彼
ら
は
法
服
貴
族
か
領
地
を
も
っ
社
会
的
地
位
の
高
い
者
で
あ
り
、
初
期
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
解
る
五
一
名
中

一
六
名
が
こ
う
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
最
高
諸
院
の
上
級
官
職
保
有
者
や
大
西
人
が
加
わ
っ
た
意
味
は
大
き
い
。
法
服
貴
族

対
す
る
全
般
的
不
満
か
ら
、

と
大
商
人
は
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
、
共
同
で
町
を
支
配
し
て
お
り
、

し
ば
し
ば
市
長
や
助
役
に
選
ば
れ
、
市
政
に
強
い
発
言
権
を
も
っ
て

王
権
の
市
総
督
と
市
代
官
の
任
命
に
よ
る
市
政
へ
の
介
入
の
効
果
は
む
し
ろ
法
服
貴
族
と
大
商
人
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
一
部
た
る
彼
ら
の
反
旗
は
王
権
の
都
市
支
配
力
を
弱
め
る
も
の
で
る
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
こ
そ
都
市
の
リ
ー
グ
と
貴
族
の
リ
l
グ
の

お
り
、

性)

結
び
目
で
あ
り
、
彼
ら
の
脱
退
は
両
リ
l
グ
の
対
立
を
引
き
起
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
指
導
権
を
握
っ
て
い
る
聞
は
、

一
六
人
委
員

ジャシ・ボダシの生涯

会
は
社
会
の
下
層
部
を
加
え
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
し
(
職
人
や
小
商
広
主
で
加
わ
っ
て
い
た
の
は
肉
屋
の
ギ
ル
ベ
ー
ル
と
す
ず
職
人
の
ポ
ッ
カ
!
ル

の
二
名
だ
け
で
あ
っ
た
て
民
衆
は
情
念
の
ま
ま
に
行
動
し
、
略
奪
に
走
る
と
疑
っ
て
い
た
。
都
市
の
リ

i
グ
を
広
め
る
任
務
を
負
っ
た
弁
護
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士
の
ア
ム
リ

l
ヌ
に
は
、
「
我
々
の
運
動
が
資
産
の
あ
る
三
身
分
の
者
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
、

者
、
地
方
貴
族
、
裁
判
官
職
保
有
者
、
そ
れ
に
評
判
の
よ
い
豊
か
な
商
人
」
に
働
き
か
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。

ー

パ

ゾ

シ

ユ

一
六
人
委
員
会
に
最
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
出
し
て
い
た
の
は
、
パ
リ
高
等
法
院
と
パ
リ
裁
判
所
の
弁
護
士
・
検
事
組
合
と
書
記
・
執
達

財
産
と
社
会
的
地
位
の
あ
る
人
々
、

聖
職



説

吏
組
合
で
あ
っ
た
。
弁
護
士
の
ド
ル
レ
ア
ン
、

ク
ル
セ
、
検
察
官
の
パ

l
、

ル
シ
ャ

l
ル
、
金
百

ア
ム
リ

l
ヌ
、
検
事
の
ル
・
ク
レ
ル
ク

記
の
ス
ノ
、
執
達
吏
の
ミ
シ
ュ
レ
等
々
、

五
一
名
中
二
一
名
が
こ
れ
ら
下
級
官
職
保
有
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ

論

の
恐
怖
と
王
権
に
対
す
る
全
般
的
不
満
以
外
に
も
、

上
級
官
職
が
少
数
の
家
に
独
占
さ
れ
、
社
会
的
上
昇
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
非
常
な
不
満
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
野
心
的
な
下
級
官
職
保
有
者
こ
そ
が
都
市
の
リ
ー
グ
の
最
大
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
下
級
聖
職
者

(
司
祭
、
修
道
士
)

は
初
期
に
は
プ

l
シ
ェ
、

ギ
ュ
ア
ン
セ

l
ト
ル
等
五
名
し
か
加
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
法
皇
至
上
主
義
の

熱
狂
的
な
下
級
聖
職
者
は
都
市
の
リ
ー
グ
の
も
う
一
つ
の
担
い
手
で
あ
り
、
説
教
や
聖
行
進
で
民
衆
に
最
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
の
は

彼
ら
で
あ
る
。
こ
の
野
心
的
な
下
級
官
職
保
有
者
と
法
皇
至
上
主
義
の
下
級
聖
職
者
が
連
合
し
て
指
導
権
を
握
っ
た
と
き
、

会
は
社
会
の
上
層
部
の
脱
退
を
引
き
起
し
、
貴
族
の
リ
l
グ
と
対
立
し
、
社
会
革
命
的
状
況
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

一
六
人
委
員

パ
リ
で
は
、
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ
の
恐
怖
に
加
え
て
、

王
権
、
及
び
そ
れ
に
抵
抗
で
き
な
い
高
等
法
院
、
市
庁
に
対
す
る
不
満
が

極
度
に
高
ま
っ
て
い
た
。
租
税
は
七
九
年
の
ブ
ロ
ワ
の
王
令
で
の
約
束
に
反
し
て
増
え
続
け
、

タ
イ
ユ
税
だ
け
で
七
六
年
の
七
一
一
一
万
リ

ー
グ
ル
か
ら
八
五
年
に
は
一
二
五

O
万
リ
ー
グ
ル
、
八
八
年
に
は
一
八

O
O万
リ
ー
グ
ル
に
も
増
加
し
、
そ
の
多
く
が
パ
リ
初
め
北
フ
ラ

ン
ス
の
都
市
に
課
さ
れ
て
い
た
。
献
上
金
は
強
制
さ
れ
、
パ
リ
市
庁
は
八
五
年
に
市
庁
債
の
利
子
か
ら
二

O
万
エ
キ
ュ
、
八
六
年
に
四
万

エ
キ
ュ
、
八
七
年
に
は
全
市
民
か
ら
集
め
た
二

O
万
エ
キ
ュ
の
献
上
金
に
応
じ
て
い
た
。
売
官
は
増
加
し
、
高
等
法
院
は
八
六
年
に
売
官

に
関
す
る
二
七
の
王
令
の
登
録
を
、
国
王
臨
席
法
廷
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
の
一
王
令
は
検
事
に
官
職
保
持
の
た
め
に

四

O
O
エ
キ
ュ
の
献
上
金
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
俸
給
が
支
払
わ
れ
な
い
う
え
に
、
献
上
金
ま
で
命
じ
ら
れ
た
検
事
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に

訴
え
、
売
官
を
め
ぐ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
会
計
検
査
院
、
貨
幣
院
、
大
評
定
院
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
物
価
は
八
六
、

七
年
の
凶
作
に
よ

っ
て
急
騰
し
、
穀
物
価
格
は
倍
に
も
な
り
、
何
千
と
い
う
貧
民
が
フ
ラ
ン
ス
中
か
ら
流
れ
込
ん
で
い
た
。
ア
ン
リ
三
世
は
彼
ら
を
城
壁
の

強
化
に
就
け
た
が
、
彼
ら
に
支
払
わ
れ
る
金
は
パ
リ
市
民
か
ら
ま
き
あ
げ
た
金
で
あ
り
、
八
七
年
に
入
る
と
事
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
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ハ
ン
暴
動
さ
え
起
き
て
い
た
。

パ
リ
市
民
は
彼
ら
か
ら
ま
き
あ
げ
た
金
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
、
見
て
知
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
ア
ン
リ
三
世
は
貴
族
の
リ
ー
グ
の

圧
力
を
前
に
し
て
、
政
治
は
も
っ
ぱ
ら
母
親
に
ま
か
せ
て
、
祈
龍
・
蹟
罪
生
活
に
入
っ
て
い
た
。
ア
ン
リ
三
世
の
神
秘
的
な
祈
稿
・
積
罪

イ
エ
ズ
ス
会
士
オ
ジ
ェ
の
指
導
の
も
と
に
新
た
に
ヴ
ア
ン
サ
ン
ヌ
に
二
つ
の
信
徒
会
を
設
立
し
、
彼
の
信
徒
会

主
義
は
極
度
に
白
河
錫
し
、

や
宮
廷
ア
カ
デ
ミ
ィ
を
支
配
し
て
い
た
の
は
今
や
オ
ジ
ェ
の
詩
的
・
音
楽
的
説
教
、
宮
廷
詩
人
デ
ボ
ル
ト
と
デ
ュ
・
ベ
ロ
ン
の
宗
教
詩
、

詩
的
・
音
楽
的
神
学
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ア
ン
リ
三
世
は
何
事
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
カ
プ
チ
ン
修
道
士
の
い
で
た
ち
で
、
腰
に
頭

送
っ
た
か
と
思
え
ば
、

エ
ベ
ル
ノ
ン
公
、
ジ
ョ
ワ
イ
ユ

l
ズ
公
初
め
廷
臣
を
引
き
連
れ
て
祈
祷
・
煩
罪
生
活
、
賎
罪
行
進
の
日
々
を

ル
ネ
サ
ン
ス
宮
廷
そ
の
ま
ま
に
、
豪
華
な
仮
面
舞
踏
会
、
バ
レ
エ
、
祝
宴
を
聞
い
て
乱
痴
気
騒
ぎ
の
日
々
を
送

蓋
骨
の
ロ
ザ
リ
オ
を
つ
け
、

り
、
廷
臣
に
何
万
エ
キ
ュ
も
ふ
る
ま
っ
た
。
あ
る
と
き
は
、
子
供
の
よ
う
に
、
廷
臣
と
と
も
に
け
ん
玉
遊
び
を
し
な
が
ら
往
来
を
行
進
し

た
。
パ
リ
市
民
は
ア
ン
リ
三
世
を
軽
蔑
し
、
偽
善
者
、
無
神
論
者
と
決
め
つ
け
、

ヴ
ァ
ン
サ
ン
ヌ
の
詩
的
・
音
楽
的
説
教
に
よ
る
反
宗
教

改
革
を
偽
善
者
、
無
神
論
者
、
魔
女
の
巣
窟
と
攻
撃
し
て
い
た
。

レ
ト
ワ

l
ル
や
パ
ス
キ
L

と
い
っ
た
ポ
リ
チ

l
ク
の
連
中
で
さ
え
ア
ン

リ
三
世
の
奇
矯
な
行
動
を
軽
蔑
し
、
腐
敗
し
た
宮
廷
や
官
僚
制
を
改
革
し
な
い
ば
か
り
か
、
増
税
、
売
官
を
続
け
る
政
策
を
批
判
し
、
今

(4) 

日
の
混
乱
の
責
任
の
多
く
を
ア
ン
リ
三
世
に
帰
し
て
い
た
。

ジャシ・ボダγの生涯

こ
う
し
た
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ
の
恐
怖
と
王
権
に
対
す
る
全
般
的
不
満
を
背
景
に
、

一
六
人
委
員
会
は
オ
ト
マ
ン
を
指
導
者
に
、

左
岸
を
担
当
す
る
ク
ル
セ
と
ル
シ
ャ

l
ル、

シ
テ
島
を
担
当
す
る
コ
ン
パ
ン
、
右
岸
を
担
当
す
る
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル
H

マ
ル
ト
と
ル
・
ク
レ

北法30(4・29)711

ル
ク
を
加
え
た
六
名
の
執
行
部
を
形
成
し
、
勢
力
拡
大
を
謀
っ
て
い
っ
た
。
ク
ル
セ
が
学
生
、
パ
!
と
ミ
シ
ュ
レ
が
船
乗
り
と
港
湾
労
働

ル
シ
ャ

l
ル
が
馬
市
に
集
ま
る
商
人
、
そ
し
て
各
人
が
各
自
の
職
場
で
支
持
者
を

者
、
ギ
ル
ベ
l
ル
と
ポ
ッ
カ
l
ル
が
肉
匿
と
肉
職
人
、

拡
大
す
る
よ
う
に
し
た
。
司
祭
は
説
教
と
聖
行
進
で
、
理
論
家
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
異
端
の
王
の
も
と
で
の
ユ
グ
ノ

i
版
サ
ン
・
パ
ル



説

テ
ル
ミ
ィ
の
虐
殺
の
恐
怖
を
あ
お
り
、
君
主
と
そ
の
「
ぺ
て
ん
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」
た
る
ポ
リ
チ
ー
ク
の
廷
臣
、
顧
問
に
対
す
る
憎
悪
を

あ
お
っ
た
。
こ
の
時
期
の
代
表
的
理
論
家
ド
ル
レ
ア

γ
は、

イ
ギ
リ
ス
や
ユ
グ
ノ

l
支
配
地
域
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
こ
う
む
っ
た

論

た
、
そ
う
信
じ
ら
れ
た
)
恐
る
べ
き
迫
害
の
数
々
に
よ
っ
て
、
兵
端
の
王
の
も
と
で
は
ユ
グ
ノ

l
版
サ
ン
・
パ
ル
テ
ル
ミ
ィ
の
虐
殺
が
不

可
避
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
(
『
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
与
え
る
警
告
』
八
六
年
三

そ
し
て

今
す
ぐ
悪
し
き
ポ
リ
チ

l
ク
の
顧
問
を
免
職
し
、
代
り
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
位
継
承
者
を
指
名
し
て
異
端
弾
圧
に
立
ち
上
ら
ね
ば
、
貴
族

の
リ
l
グ
と
と
も
に
武
力
低
抗
に
訴
え
る
と
脅
し
、
そ
れ
を
ユ
グ
ノ
ー
か
ら
取
り
込
ん
だ
武
力
抵
抗
権
論
に
よ
っ
て
正
当
化
し
た
(
『
カ
ト

リ
ッ
タ
教
徒
に
リ
l
グ
に
加
わ
る
よ
う
す
す
め
る
勧
告
』
八
六
年
)
0

一
六
人
委
員
会
の
働
き
か
け
は
様
々
な
恐
怖
に
よ
る
流
言
蛮
語
、
例
え
ば
ア

ン
リ
三
世
が
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
に
カ
ト
リ
ッ
ク
虐
殺
の
た
め
に
二

O
万
エ
キ
ュ
送
っ
た
と
か
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
、

オ
ラ
ニ
エ
公
、

ド
イ
ツ
新
教

徒
諸
俣
の
軍
隊
が
フ
ラ
ン
ス
に
向
っ
た
と
か
、
パ
リ
近
郊
に
一
万
の
ユ
グ
ノ
ー
が
隠
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
虐
殺
の
時
を
待
っ
て
い
る
と
い
っ

た
流
言
主
語
が
と
び
か
う
な
か
で
、
す
ぐ
に
成
功
し
、
す
ぐ
に
数
千
の
屈
強
な
船
乗
り
や
職
人
を
組
織
化
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、

ト
ヮ
ル

l
ズ
の
法
学
者
ベ
ロ
ワ
が
ポ
リ
チ

1
ク
側
を
代
表
し
て
「
似
非
・
へ
ぼ
詩
人
」
ド
ル
レ
ア
ン
一
派
に
挑
ん

ボ
ダ
ン
の
立
法
主
権
論
と
そ
こ
に
援
用
さ
れ
て
い
た
王
権
神
授
説
を
結
合
し
て
、
王

だ
。
彼
は
ボ
ダ
ン
の
『
国
家
論
』
の
後
継
者
た
ち
、

権
神
授
説
に
よ
る
主
権
論
を
展
開
し
た
ト
ゥ
ル

l
ズ
の
法
学
者
グ
レ
ゴ
ワ

l
ル
、
グ
リ
モ
デ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
な
ど
に
従
っ
て
、
王
権

神
授
説
に
よ
る
絶
対
君
主
政
論
の
論
陣
を
は
っ
た
(
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
弁
明
』
八
五
年
、
『
誤
っ
た
御
節
介
』
八
六
年
、
『
国
王
の
権
威
』
八
七
年
)
0

君
主
は
直
接
神
に
任
命
さ
れ
、
地
上
の
統
治
の
全
権
を
任
さ
れ
た
神
の
代
理
、

地
上
の
神
で
あ
り
、
君
主
が
意
志
す
る
法
律
は
神
の
代
理

た
る
君
主
が
意
志
す
る
が
故
に
正
し
く
、
人
民
は
神
法
に
よ
っ
て
、
地
上
の
神
た
る
君
主
を
崇
拝
し
て
服
従
す
る
義
務
を
負
っ
て
お
り
、

君
主
に
対
す
る
反
乱
は
神
に
対
す
る
反
乱
で
あ
る
。
た
と
え
君
主
が
異
端
で
あ
ろ
う
と
暴
君
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
は
神
の
問
題
で
あ
っ

て
、
何
の
根
拠
も
な
い
法
皇
至
上
主
義
を
唱
え
る
法
皇
や
、
政
治
的
に
は
服
従
す
る
こ
と
以
外
に
何
の
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
人
民 (ま
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に
は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
か
か
る
神
授
説
を
サ
リ
カ
法
に
よ
る
王
位
継
承
法
と
結
合
し
て
論
じ
た
が
、
地
位
と
し
て
の

君
主
だ
け
で
な
く
君
主
個
人
も
聖
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
高
等
法
院
の
レ
ジ
ス
ト
や
高
位
聖
職
者
を
中
心
と
す
る
ポ
リ
チ

l
ク
の
多
く

の
者
が
、
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
王
権
主
義
、
サ
リ
カ
法
に
よ
る
王
朝
主
義
の
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
、
「
の
ら
く
ら
王
」
ア

γ
リ
三
世
に
対

す
る
不
満
や
異
端
の
、
少
く
と
も
国
民
大
多
数
の
宗
教
に
反
す
る
王
を
も
つ
こ
と
に
対
す
る
反
対
、
そ
れ
に
個
人
的
保
身
術
か
ら
、
積
極

的
に
リ
i
グ
に
反
対
し
な
か
っ
た
り
、
中
立
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
か
つ
て
人
民
主
権
の
選
挙
王
制
論
、
武
力
抵
抗

権
論
を
展
開
し
た
ナ
ヴ

7

l
ル
玉
の
顧
問
デ
品
プ
レ
シ
日
モ
ル
ネ
も
ポ
リ
チ

l
ク
の
理
論
を
用
い
て
、

王
権
神
授
説
、

ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、

サ
リ
カ
法
に
よ
る
王
朝
主
義
の
論
陣
を
は
り
、

オ
ト
マ
ン
は
デ
ュ
プ
レ
シ

H
モ
ル
ネ
に
せ
か
さ
れ
て
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、
王
位
継
承
法
の
論

八
六
年
の
『
ブ
ラ
ン
コ
・
ガ
リ
ア
』
の
改
訂
版
は
か
つ
て
の
理
論
と
の
矛
盾
を
露
呈
し
て
い
た
。
し
か
し
、
か
か
る
抽
象
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
具
体
的
な
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ
の
恐
怖
や
王
権
に
対
す
る
全
般
的
不
満
を
取
除
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

陣
を
は
り
、

人
委
員
会
は
弱
体
な
王
権
に
も
助
け
ら
れ
て
、

ま
す
ま
す
強
大
化
し
て
ゆ
く
。

八
七
年
に
入
る
と
、

一
六
人
委
員
会
は
執
行
部
を
六
名
か
ら
二
一
名
に
拡
大
し
、
三
万
人
を
動
員
で
き
る
(
当
時
の
パ
リ
の
人
口
は
一

δ
万

性)

か
ら
二
五
万
人
で
、
武
器
を
と
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
半
分
よ
り
ず
っ
と
少
な
い
)
と
誇
れ
る
ま
で
に
強
大
化
し
て
い
た
。
外
に
は
、

リ
ヨ

γ
の
熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
と
同
盟
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
強
大
化
し
た

オ
ル
レ
ア

ナ
ン
ト
、

ボ
ル
ド
ー
、

ト
ゥ
ル
ー
ズ
、

ン
、
プ

l
ル
ジ
ュ
、

ジャ γ ・ポダγの生涯

勢
力
を
背
景
に
、

一
六
人
委
員
会
は
陰
謀
を
企
て
て
ゆ
く
。
八
七
年
二
月
の
メ
ア
リ
l
の
処
刑
は
異
端
の
王
の
も
と
で
の
虐
殺
を
視
覚
化

し
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
説
教
師
を
リ
ー
グ
支
持
に
し
、
民
衆
は
恐
怖
に
よ
る
行
動
を
起
し
、
も
は
や
民
衆
を
抑
え
ら
れ
ず
、
君
主
の
摘

発
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
陰
謀
を
企
て
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
当
時
パ
リ
に
い
た
マ
イ
エ

γ
ヌ
公
の
承

認
は
え
た
が
、
ギ
l
ズ
公
の
承
認
な
し
に
、
王
を
捕
え
る
陰
謀
を
企
て
た
。
バ
ス
チ
ー
ユ
、
兵
器
庫
、
市
庁
舎
、
高
等
法
院
裁
判
所
、
パ

リ
裁
判
所
を
占
拠
し
、
大
法
官
シ
ュ
グ
ェ
ル
ニ
、
そ
の
義
兄
弟
の
高
等
法
院
首
席
長
官
ア
ル
レ
以
下
王
党
派
を
殺
し
、
そ
し
て

「
下
層

一
六
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診i

民
」
に
よ
る
略
奪
を
防
ぐ
た
め
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
ル

l
ヴ
ル
を
包
囲
し
、

王
を
捕
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
陰
謀
は

ス
パ
イ
の
プ

l
ラ
ン
の
通
報
に
よ
っ
て
露
見
し
、
何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
が
捕
え
ら
れ
た
が
、

一
六
人
委
員
会
は
民
衆
を
動
員
し
、
パ
リ
市

論

長
や
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
を
使
っ
て
、
更
な
る
蜂
起
に
よ
っ
て
君
主
を
脅
し
た
。
ア
ン
リ
三
世
は
弱
気
に
な
っ
て
、
釈
放
し
た
。

君
主
の
弱
さ
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
と
な
っ
て
ゆ
き

一
六
人
委
員
会
は
ま
す
ま
す
自
信
を
つ
け
て
ゆ
く
。
六
月
に
は
、
市
会
で
一
六
人

委
員
会
の
ロ
ラ
ン
と
熱
烈
な
ポ
リ
チ

l
ク
の
理
論
家
ベ
ロ
ワ
が
激
し
く
争
い
、
二
人
と
も
逮
捕
さ
れ
た
が
、

リ
ー
グ
の
圧
力
に
よ
っ
て
ロ

ラ
ン
が
数
日
後
に
釈
放
さ
れ
た
の
に
対
し
、

ア
ン
リ
三
世
と
ナ
ヴ
ァ

l
ル
玉
を
熱
烈
に
弁
護
し
た
ベ
ロ
ワ
の
方
は
ず
っ
と
投
獄
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
売
官
を
め
ぐ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
検
事
か
ら
会
計
検
査
院
、
貨
幣
院
、
大
評
定
院
に
も
広
が
り
、

ア
γ
リ
三
世
は
弱

気
に
な
っ
て
、
六
月
に
売
官
や
王
領
譲
渡
の
王
令
を
強
制
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
七
月
に
は
エ
ベ
ル
ノ
ン
公
暗
殺
の
陰
謀
を
企
て
、
取
消

し
命
令
に
も
拘
わ
ら
ず
一
部
の
者
が
実
行
に
移
し
た
が
、

ア
ン
リ
一
一
一
世
は
何
も
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
九
月
に
は
、

メ
ア
リ

l
処
刑

以
来
公
然
と
民
衆
に
異
端
と
君
主
に
対
す
る
憎
悪
を
た
き
つ
け
て
い
た
説
教
師
に
優
柔
不
断
な
態
度
を
と
り
、
説
教
師
の
逮
捕
と
い
う
流

ア
ン
リ
三
世
は
何
も
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
九
月
に
、
ギ

l
ズ
公
、
オ
マ

言
蛍
語
か
ら
二
度
の
民
衆
蜂
起
が
あ
っ
た
が
、

ル
公
と
組
ん
だ
パ
リ
制
圧
の
陰
謀
も
あ
っ
た
。

ア
ン
リ
三
世
は
母
親
の
妥
協
外
交
で
失
墜
し
た

(
と
、
信
じ
た
)
王
の
威
信
を
戦
場
で
取
り
戻
そ
う
と
し
た
。
九
月
末
に
ド
ナ
男
爵
率

い
る
二
万
数
千
の
ド
イ
ツ
新
教
徒
寧
が
フ
ラ
ン
ス
に
侵
入
し
、
そ
れ
に
合
流
す
る
た
め
に
ナ
グ

7
1
ル
王
率
い
る
六

0
0
0
の
ユ
グ
ノ

I

軍
が
北
上
し
て
き
た
。
ア
ン
リ
三
世
は
ジ
ョ
ワ
イ
ユ

l
ズ
公
を
、
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
だ
け
を
期
待
し
て
、
多
数
の
軍
隊
(
二
五

O
Oの

騎
兵
と
五

O
O
Oの
歩
兵
)
を
つ
け
て
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
に
差
し
向
け
、

ギ
l
ズ
公
に
は
、
そ
の
敗
北
を
期
待
し
て
、
少
数
の
軍
隊
(
一
一
六

0
0
の
歩
兵
)

し
か
っ
け
ず
に
ド
イ
ツ
新
教
徒
寧
に
向
わ
せ
た
。
そ
し
て
、

王
の
威
信
を

ギ
l
ズ
公
敗
北
後
に
東
部
戦
線
を
立
て
直
し
、

回
復
す
ベ
く

エ
ベ
ル
ノ
ン
公
指
揮
下
の
予
備
軍
を
と
っ
て
お
い
た
。
し
か
し
、
結
果
は
王
の
期
待
と
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ワ
イ
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ユ

i
ズ
公
は
ナ
グ
ァ

l
ル
王
と
の
戦
争
を
求
め
、

ペ
リ
ゴ

l
ル
の
ク

l
ト
ラ
で
完
敗
し
て
、
死
ん
で
し
ま
い
(
一

O
月
)
、
そ
れ
に
対
し
て

ギ
l
ズ
公
は
ド
イ
ツ
新
教
徒
軍
を
モ
ン
タ
ル
ジ
の
近
く
の
ヴ
イ
モ
リ

(一

O
月
)
、
そ
し
て
シ
ャ
ル
ト
ル
の
近
く
の
オ

l

ノ
で
破
っ
た

(
一
一
月
)
。
ア
ン
リ
三
世
は
ギ
l
ズ
公
の
完
全
な
勝
利
を
阻
止
し
、
勝
利
の
名
誉
を
エ
ペ
ル
ノ
ン
公
に
帰
す
た
め
に
予
備
軍
を
派
遣
し
、

ド
ナ
男
爵
と
共
謀
の
う
え
で
、
敗
走
す
る
ド
イ
ツ
新
教
徒
軍
を
安
全
に
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
に
追
い
払
わ
せ
た
。
戦
争
の
結
果
は
オ
i
ノ
の

勝
利
者
ギ
l
ズ
公
こ
そ
が
国
民
の
英
雄
で
あ
り
、

王
の
威
信
は
ど
ん
底
に
ま
で
落
ち
た
が
、

ア
ン
リ
コ
一
世
は
エ
ベ
ル
ノ
ン
公
を
勝
利
者
と

し
て
迎
え
、
戦
勝
祝
賀
会
を
催
し
、

そ
し
て
自
信
を
も
っ
て
一
六
人
委
員
会
を
脅
し
て
い
っ
た
。

一
六
人
委
員
会
は
ま
ず
ま
ず
陰
謀
を
企
て
、
非
合
法
の
軍
事
組
織
を

整
え
て
い
っ
た
。
リ
ー
グ
の
諸
公
も
再
び
ナ
ン
シ

l
で
会
談
を
も
ち
、
寵
臣
を
免
職
し
て
リ
l
グ
の
諸
公
を
異
端
と
の
戦
争
に
登
用
す
る

八
八
年
に
入
る
と
、

王
の
処
刑
の
脅
し
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
も

こん}、

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
の
フ
ラ
ン
ス
導
入
な
ど
を
求
め
、

ア
ル
マ
ダ
の
側
面
援
助
の
た
め
に
も
、
王
に
対
し
強
硬
な
態
度
に

ア
ン
リ
三
世
は
。
ア
ー
ラ
ン
の
報
告
の
お
か
げ
で
ど
う
に

で
た
。
今
や
ス
パ
イ
の
プ

l
ラ
ン
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
報
告
を
届
け
ね
ば
な
ら
ず
、

か
陰
謀
を
切
り
抜
け
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
。

一
六
人
委
員
会
は
四
月
に
ギ
|
ズ
公
と
共
謀
し
て
、
二
四
日
の
ギ
l
ズ
公
の
軍
隊
の
到
着

と
同
時
に
蜂
起
す
る
と
い
う
陰
謀
を
企
て
た
。

一
六
人
委
員
会
が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
、
パ
リ
の
町
を
制
圧
し
、
そ
の
手
引
き
で
ギ
!

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
l
ヲ
ソ
の

性)

王
を
捕
え
る
、

ル
l
ヴ
ル
を
占
拠
し
、

エ
ベ
ル
ノ
ン
公
を
殺
し
、

ズ
公
の
軍
隊
が
域
内
に
入
り
、

ジャ γ ・ボダγの生涯

ス
イ
ス
傭
兵
を
郊
外
に
集
結
さ
せ
、

ア
ン
リ
三
世
は
親
衛
隊
の
四
五
人
隊
で
身
辺
を
固
め
、

エ
ベ
ル
ノ
ン
公
を
新

知
ら
せ
を
受
け
る
と
、

の
命
令
に
従
わ
な
い
決
意
を
固
め
て
お
り
、

そ
し
て
ギ
l
ズ
公
に
パ
リ
に
来
な
い
よ
う
警
告
し
た
。
し
か
し
、
ギ
l
ズ
公
は
王

カ
ト
リ
l
ヌ
が
妥
協
工
作
を
進
め
る
た
め
に
パ
リ
に
来
る
よ
う
促
す
と
、
五
月
八
日
に
ソ
ワ

た
に
地
方
総
督
に
任
じ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
去
ら
せ
、

ソ
ン
を
立
っ
て
、
翌
日
パ
リ
に
入
り
、

王
の
面
前
で
民
衆
の
熱
狂
的
な
歓
迎
を
う
け
た
。
ア
ン
リ
三
世
は
非
常
な
屈
辱
を
味
わ
っ
た
が
、

一
部
の
顧
問
の
進
言
や
パ
ス
キ
エ
の
嘆
き
に
も
拘
わ
ら
ず
、

ギ
i
ズ
公
を
捕
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ギ

l
ズ
公
も
殺
さ
れ
る
の
で
は
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説

な
い
か
と
恐
れ
て
い
た
が
、

一
一
一
日
の
明
け
方
に
国

ア
ン
リ
三
世
も
ス
ペ
イ
ン
を
背
後
に
も
つ
ギ

l
ズ
公
、
パ
リ
市
民
に
疑
心
暗
鬼
で
、

王
軍
を
域
内
に
入
れ
た
。

論

こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
遂
に
五
月
一
一
一
日
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
が
始
ま
っ
た
。
伝
統
的
な
反
乱
の
拠
点
、
左
岸
か
ら
蜂
起
が
始
ま

り
、
ク
ル
セ
と
司
祭
の
ピ
ジ
ュ
ナ
の
指
揮
の
下
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
、

た
ち
ま
ち
パ
リ
中
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
々
が
蜂
起
し
、
「
職
人
は
道
具
を
投
げ
出
し
、
商
人
は
商
売
を
、
大
学
人
は
本
を
、
検
事
は
書
類
袋
を
、
弁
護
士
は
そ
の
制
帽

を
投
げ
出
し
、
長
官
や
判
事
で
さ
え
戟
槍
を
手
に
と
っ
た
o
」
パ
リ
高
等
法
院
第
六
長
官
ブ
リ
ソ
ン
の
よ
う
な
穏
健
派
カ
ト
リ
ッ
ク
の
者

ま
で
蜂
起
に
加
わ
り
、

リ
ー
グ
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
者
で
蜂
起
に
加
わ
っ
た
の
は
五
万
人
に
も
達
し
た
と
い
う
。
蜂
起
の
知
ら
せ
に
驚

い
た
ギ
l
ズ
公
は
プ
リ
サ
ク
伯
以
下
の
従
臣
を
送
っ
て
民
衆
を
指
揮
下
に
治
め
、

カ
ト
リ
l
ヌ
と
王
の
要
請
に
従
っ
て
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で

分
断
さ
れ
た
国
王
軍
を
ル

l
ヴ
ル
に
移
し
、
混
乱
の
収
拾
に
乗
り
出
し
た
。
翌
一
三
日
に
は
戦
火
は
お
さ
ま
り
、
カ
ト
リ
l
ヌ
は
ギ
l
ズ

公
と
の
妥
協
工
作
に
と
り
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
恐
怖
に
か
ら
れ
た
ア
ン
リ
三
世
は
夕
方
シ
ャ
ル
ト
ル
に
逃
げ
出
し
た
。
こ
の
蜂
起
は
ギ

l
ズ
公
、

ま
し
て
や
メ
ン
ド
!
サ
の
指
令
に
よ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、

サ
シ
・
パ
ル
テ
ル
ミ
ィ
の
熱
狂
が
恐
怖
や
全
般
的
不
満
を
背

且尽に、

一
六
人
委
員
会
の
一
突
き
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
ギ

l
ズ
公
と
一
六
人
委
員
会
は
パ
リ
を

手
に
入
れ
、

メ
ン
ド
l
サ
は
ア
ル
マ
ダ
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
障
害
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
フ
ェ
リ
ー
ベ
に
書
き
送
っ
た
。

ボ
ダ

γ
は
パ
リ
に
い
て
、
他
の
何
人
か
の
者
た
ち
と
と
も
に
「
異
端
」
と
し
て
捕
え
ら
れ
た
が
、
友
人
の

パ
リ
高
等
法
院
の
弁
護
士
で
熱
烈
な
リ

l
グ
の
支
持
者
ド

l
ジ
ェ
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
蜂
起
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
が
た
め

と
思
わ
れ
る
が
、
ド
l
ジ
ェ
が
ボ
ダ
ン
を
助
け
た
の
は
、
ボ
ダ
ン
を
リ
ー
グ
の
支
持
者
、
あ
る
い
は
正
統
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
み
た
か

こ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
に
、

ら
で
は
な
く
、

た
ん
に
友
人
と
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ド
l
ジ
ェ
は
後
に
リ

i
グ
を
支
持
し
た
ボ
ダ
ン
を
信
用
で
き
ず
、
友
人
を
使
っ
て

ボ
ダ
ン
は
そ
の
こ
と
に
神
聖
な
友
情
に
対
す
る
裏
切
り
を
感
じ
、
激
し
い
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
後
に
、
ポ

取
り
調
べ
さ
せ
て
お
り
、
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ダ
ン
は
自
ら
目
撃
し
、
危
険
な
め
に
も
あ
っ
た
こ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
を
、
神
が
リ
ー
グ
を
道
具
に
使
っ
て
こ
の
世
に
介
入
し
た
最
初
の

目
、
神
が
安
息
を
も
た
ら
す
聖
な
る
数
七
年
目
(
九
四
年
)

の
平
和
ま
で
続
く
内
戦
の
最
初
の
日
と
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
や
バ
り
を
手
に
入
れ
た
ギ
l
ズ
公
と
二
ハ
人
委
員
会
は
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
を
、

王
の
許
可
な
し
に
勝
手
に
カ
ト
リ
ッ
ク
を
滅
ぼ
そ
う

と
軍
隊
を
導
入
し
た
エ
ベ
ル
ノ
ン
公
初
め
国
王
顧
問
に
対
す
る
正
当
な
武
力
抵
抗
で
あ
っ
た
と
正
当
化
し
、

た
だ
ち
に
支
配
・
防
衛
体
制

一
九
日
の
市
会
で
、
市
長
に
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル

H
マ
ル
ト
、
助
役
に
ロ
ラ
ン
、

の
コ
ト
プ
ラ
ン
シ
ュ
と
デ
プ
レ
を
選
出
し
、
パ
リ
市
庁
を
一
六
人
委
員
会
で
固
め
た
。
一
六
人
委
員
会
が
握
っ
た
市
庁
は
高
等
法
院
の
市

五

O
人
区
長
官
、

の
確
立
に
入
っ
た
。
五
月
一
七
、

コ
ン
パ
ン

そ
れ
に
商
人

政
へ
の
介
入
を
排
除
し
て
、
パ
リ
防
衛
の
拠
点
バ
ス
チ
ー
ユ
を
ル
・
ク
レ
ル
ク
に
任
せ
、
軍
事
長
官
(
区
軍
事
長
官
、

一
六
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
リ
ー
ク
支
持
の
官
職
保
有
者
、
商
人
に
占
め
さ
せ

一
O
人
区
長
官
)
を
、
積
極
的
に
選
出
に
介
入
し
て
、

た
。
ま
た
、
外
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
て
、
「
パ
リ
市
民
の
名
に
お
い
て
」
ヴ
ァ
ン
サ
ン
ヌ
、

ポ
ン
ト
ワ

l
ズ、

ポ
ワ
ッ
シ

l

コ
ル
ベ
イ

ニエ、

ム
l
ラ
ン
と
い
っ
た
パ
リ
周
囲
の
防
衛
拠
点
を
占
領
し
、

ト
ロ
ワ

サ
ン
ス
、

ラ
ン
ス
、

ル

l

ア
ン

ア
ミ
ア
ン
と
い
っ
た
諸
都
市

(4) 

ギ
l
ズ
公
と
一
六
人
委
員
会
は
カ
ト
リ
ー
へ
そ
れ
に
ヴ
7

ロ
ワ
家
の
実
際
の
政
策
担

ベ
リ
エ
ヴ
ル
と
交
渉
に
入
り
、
七
月
に
ヌ
ム
1
ル
協
定
の
改
訂
版
の
妥
協
に
達
し
、
要
求
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
の

z
dテ
4

・
デ
ユ
ニ
オ
ン

ま
せ
た
。
ア
ン
リ
三
世
も
七
月
に
同
盟
王
令
で
屈
し
、
リ
ー
グ
と
と
も
に
ユ
グ
ノ

l
蝉
圧
に
あ
た
る
こ
と
、

に
相
互
援
助
同
盟
の
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
し
て
、

当
者
グ
ィ
ル
ロ
ワ
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
の
王

ジャ γ ・ボダシの生i医

位
継
承
権
を
否
認
し
、
そ
れ
を
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
に
認
め
る
こ
と
、

ト
リ
エ

γ
ト
公
会
議
の
決
議
を
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
す
る
こ
と
を
再
確

認
し
、
こ
の
王
令
を
王
国
基
本
法
だ
と
し
、
こ
の
王
令
に
署
名
し
な
い
者
を
反
逆
罪
だ
と
し
た
。
リ

l
グ
は
こ
れ
に
付
随
す
る
一
連
の
協

定
で
、
更
に
王
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
し
て
い
た
。
ギ
l
ズ
公
に
は
多
く
の
都
市
が
与
え
ら
れ
、
国
王
軍
全
軍
の
指
揮
権
が
認
め
ら
れ
、
王

国
総
代
官
の
地
位
が
約
束
さ
れ
、
リ
ー
グ
の
諸
公
に
は
地
方
総
督
の
地
位
が
約
束
さ
れ
た
。
プ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
に
は
王
位
継
承
者
と
し

て
、
王
と
同
様
に
そ
の
補
佐
官
に
免
責
特
権
が
認
め
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
中
の
同
業
組
合
の
親
方
の
任
命
権
が
与
え
ら
れ
、
ギ

l
ズ
枢
機
卿
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説

リ
ヨ
ン
の
大
司
教
エ
ピ
ナ
ク
に
は
国
璽
尚
書
の
地
位
が
約
束
さ
れ
た
。

一
六
人
委
員
会
に
は
、
彼
ら
が
無

リ
l
グ
が
更
に
王
か
ら
譲
歩
を
引

に
は
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
法
皇
領
、

視
す
る
こ
と
に
な
る
様
々
な
条
件
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
彼
ら
の
パ
リ
市
庁
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
、

論

き
出
す
べ
き
三
部
会
の
召
集
が
約
束
さ
れ
た
。

政
治
の
焦
点
は
、
九
月
一
五
日
に
ブ
ロ
ワ
に
召
集
さ
れ
る
三
部
会
に
移
っ
た
。
ギ
!
ズ
公
は
暗
殺
の
危
険
を
お
か
し
て
で
も
、
ア
ン
リ

三
世
に
対
す
る
勝
利
を
フ
ラ
ン
ス
全
土
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
宣
言
す
る
晴
舞
台
を
期
待
し
た
。
一
六
人
委
員
会
は
数
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

王
に
悪
し
き
ポ
リ
チ

l
ク
の
顧
問
を
免
職
し
、
今
す
ぐ
「
一
つ
の
宗
教
」
の
確
立
、
財
政
と
裁
判
の
腐
敗
の
是
正
、
税
の
軽
減

を
出
し
、

と
売
官
制
の
廃
止
か
ら
、
魔
女
の
迫
害
、
賭
博
、
売
春
、
劇
、
賛
沢
、
華
美
な
服
装
の
禁
止
ま
で
全
般
的
改
革
を
行
う
よ
う
、

誠
亡
の
焦
燥
感
を
も
っ
て
訴
え
、
期
待
し
た
。
そ
し
て
、
八
月
に
ア
ル
マ
ダ
敗
北
の
知
ら
せ
を
受
け
、
自
信
を
回
復
し
た
ア
ン
リ
一
一
一
世
も

こ
の
三
部
会
に
多
く
を
期
待
し
た
。
そ
れ
は
、
前
回
の
三
部
会
の
と
き
の
よ
う
に
、
自
ら
り
l
グ
の
指
導
者
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
l

フ
日
フ
ン
ス

グ
を
ぎ
ゅ
う
じ
り
、
そ
の
勢
力
を
利
用
し
て
財
政
一
再
建
初
め
地
に
落
ち
た
王
権
再
建
を
企
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
月
初
め
に
、
ア
ン
リ

三
世
は
突
然
、
何
の
理
由
も
告
げ
ず
に
、
国
務
卿
ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
、
財
務
長
官
ベ
リ
エ
ヴ
ル
以
下
全
大
臣
を
解
任
し
、
パ
リ
高
等
法
院
の
弁

護
士
モ
ン
ト
ロ
ン
以
下
あ
ま
り
国
政
経
験
の
な
い
者
た
ち
に
代
え
た
。
こ
の
突
然
の
解
任
は
、

カ
ト
リ

l
ヌ
を
遠
ざ
け
、

ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
を

ギ
l
ズ
公
と
通
じ
た
と
非
難
し
た
よ
う
に

こ
れ
ま
で
の
王
権
失
墜
の
責
任
を
カ
ト
リ

l
ヌ
と
彼
女
に
信
任
さ
れ
た
大
臣
た
ち
の
軟
弱
な

妥
協
外
交
に
み
る
怒
り
か
ら
で
あ
り
、
彼
自
ら
王
権
再
建
に
乗
り
出
す
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
に
、
三
部
会
の
開
会
演
説
で
彼
ら
を

攻
撃
す
る
よ
う
に
、
リ
ー
グ
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い
る
彼
ら
に
こ
れ
ま
で
の
失
政
の
責
任
を
す
べ
て
押
し
つ
け
、
彼
ら
を
ス
ケ
l
プ
ゴ

l
ト

に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

三
部
会
が
一

O
月
に
ブ
ロ
ワ
で
聞
か
れ
る
と
、
代
議
員
の
圧
倒
的
多
数
を
リ
ー
グ
が
占
め
て
い
た
。
出
席
し
た
代
議
員
四
一
一
名
(
第

一
身
分
二
二
四
名
、
第
二
身
分
九
六
名
、
第
一
二
身
分
一
八
一
名
)

の
う
ち
、
貴
族
身
分
で
折
半
し
た
だ
け
で
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
リ
ー
グ
で
あ
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り
、
各
身
分
の
議
長
は
第
一
身
分
の
ギ

l
ズ
枢
機
卿
、
第
二
身
分
の
ブ
リ
サ
ク
伯
、
第
三
身
分
の
ラ
・
シ
中
ベ
ル
H

マ
ル
ト
と
す
べ
て
リ

ー
グ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
身
分
間
の
対
立
を
減
じ
、
一
一
一
部
会
を
王
に
対
す
る
一
致
し
た
圧
力
の
場
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

で
も
ア
ン
リ
三
世
は
前
回
の
と
き
の
よ
う
に
三
部
会
の
操
作
に
と
り
か
か
っ
た
。
一

O
月
二
ハ
日
の
閉
会
演
説
で
、
彼
は
同
盟
王
令
に
従

っ
て
異
端
を
弾
圧
し
、
売
官
制
初
め
必
要
な
改
革
を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
し
て
「
余
の
権
威
の
も
と
に
あ
る
リ
l
グ
以
外
の
リ
ー
グ

は
す
べ
て
」
禁
止
し
、
そ
れ
を
企
て
る
者
を
反
逆
罪
と
し
て
罰
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
リ
l
グ
の
諸
公
は
憤
っ
て
席
を
立
ち
、

ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
と
り
ヨ
ン
の
大
司
教
は
反
逆
罪
の
箇
所
の
削
除
を
求
め
、

ア
ン
リ
三
世
も
屈
し
た
。
ま
た
、
聖
職
者
身
分
と
第
三
身
分

は
同
盟
王
令
を
王
令
で
は
な
く
、
王
国
基
本
法
だ
と
三
部
会
で
誓
約
す
る
こ
と
を
求
め
、

前
で
誓
約
し
た
。
そ
れ
で
も
、
三
身
分
の
代
議
員
は
王
を
疑
い
、

ア
ン
リ
三
世
は
屈
し
て
、

一
八
日
に
代
議
員
の

一
致
し
て
異
端
の
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
王
位
継
承
権
の
再
否
認
、
南
部
へ

の
侵
攻
、

八
七
年
の
戦
争
で
カ
ト
リ
ッ
ク
軍
を
裏
切
っ
て
、
今
は
な
き
兄
の
コ
ン
デ
公
に
つ
い
た
コ
ン
チ
公
、

ソ
ワ
ソ
ソ
伯
、

そ
れ
に
マ

チ
ニ
ョ
ン
元
帥
に
対
す
る
制
裁
を
求
め
、
圧
力
を
か
け
続
け
た
。
第
三
身
分
は
そ
れ
に
、

ア
ン
リ
三
世
が
最
も
期
待
し
、

リ
ー
グ
の
諸
公

も
戦
争
遂
行
の
た
め
に
協
力
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
王
の
財
政
再
建
の
問
題
で
圧
力
を
か
け
続
け
た
。
不
正
に
増
額
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ユ
税

を
七
六
年
の
額
に
も
ど
し
、
王
の
財
政
腐
敗
を
正
す
「
粛
清
法
院
」
、
つ
ま
り
三
部
会
主
導
の
二
四
名
の
評
定
官
(
一
二
部
会
の
三
身
分
か
ら
一
八

(4) 

か
ら
な
る
、
徴
税
請
負
人
や
徴
税
官
に
対
す
る
永
続
的
な
監
査
・
裁
判
機
関
の
設
立
を

要
求
し
、
要
求
が
入
れ
ら
れ
な
い
限
り
、
課
税
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
し
、
ブ
ロ
ワ
か
ら
立
去
る
と
脅
し
て
い
た
。

名
、
高
等
法
院
、
訴
願
審
査
官
、
貨
幣
院
か
ら
各
二
名
〉

ジャ γ ・ボダシの生涯

王
権
と
リ
l
グ
が
同
盟
し
、
南
部
へ
の
侵
攻
を
開
始
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ブ
ロ
ワ
か
ら
の
脅
威
に
対
応
し
て
、
ユ
グ
ノ
l
は
一
一

?
で
権
と
リ
ー
グ
の
対
立
が
深
ま
っ
た
ブ
ロ
ワ
と

月
に
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
で
政
治
会
議
を
聞
い
て
い
た
。
最
初
は
内
部
で
対
立
も
あ
っ
た
が
、

は
反
対
に
、
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
で
は
指
導
者
の
一
人
コ
ン
デ
公
の
死
も
幸
い
し
て
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
も
と
に
結
束
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
「
第
一
位
の
王
族
に
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
改
革
派
教
会
の
保
護
者
」
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
こ
そ
「
わ
れ
わ
れ
の
至
高
の
支
配
者
」

そ
れと
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説

認
め
ら
れ
、
財
源
と
官
職
任
免
権
が
与
え
ら
れ
た
。

ブ
ロ
ワ
で
は
、

一
一
一
月
に
入
る
と
‘

ア
ン
リ
三
世
と
ギ
l
ズ
公
の
実
質
上
の
王
を
決
め
る
「
勝
負
」
は
抜
き
差
し
な
ら
な
い
も
の
に
な

論

っ
て
い
た
。
三
部
会
が
強
圧
的
な
態
度
を
と
り
続
け
、
屈
辱
を
忍
ん
で
ギ
l
ズ
公
に
仲
裁
を
頼
ん
だ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
第
三
身
分
が
王
の

財
政
の
問
題
で
譲
ら
な
い
の
は
、

ギ
l
ズ
公
が
裏
で
糸
を
引
い
て
い
る
証
拠
だ
と
ア
ン
リ
三
世
は
信
じ
た
。
ま
た
、

サ
ヴ
ォ
ワ
公
が
イ
タ

リ
ア
に
お
け
る
唯
一
の
フ
ラ
ン
ス
領
、

ピ
エ
モ
ン
テ
の
サ
ル
ー
ツ
ォ
を
占
領
し
た
と
い
う
報
告
を
一
一
月
半
ば
に
受
け
、

ア
γ
リ
三
世
は

も
ち
ろ
ん
ス
ペ
イ
ン
と
同
盟
す
る
ギ

l
ズ
公
が
そ
そ
の
か
し
た
と
信
じ
た
し
、
そ
の
う
え
ギ
l
ズ
公
が
そ
れ
を
ユ
グ
ノ
ー
と
の
戦
争
を
避

け
る
た
め
に
王
が
そ
そ
の
か
し
た
と
い
う
噂
を
広
め
て
い
る
こ
と
に
、
二
重
の
屈
辱
を
う
け
た
。
そ
れ
に
、

オ
ル
レ
ア
ン
に
お
け
る
リ
l

グ
の
総
督
ア
ン
ト
ラ

l
グ
と
リ
l
グ
の
市
庁
の
対
立
が
、
前
者
は
ア
ン
リ
三
世
に
、
後
者
は
ギ

l
ズ
公
に
訴
え
て
、

ブ
ロ
ワ
に
持
ち
込
ま

れ
て
い
た
が
、

」
れ
が
秘
密
協
定
で
ギ

l
ズ
公
に
与
え
ら
れ
た
都
市
「
ド
ゥ
ル
ラ
シ

。
。
己
ユ
白
ロ
印
」
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
決
と
な
っ
た
。

ア
ン
リ
三
世
は
そ
れ
を
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
ド
ウ
ラ
ン
(
ロ
。
己
目

g印
)
だ
と
主
張
し
、
オ
ル
レ
ア
ン
を
明
け
渡
す
よ
う
迫
り
、
ギ
l
ズ
公
は
ヴ
ィ

ル
ロ
ワ
が
故
意
に
オ
ル
レ
ア
ン
(
円
。
ユ
巾
自
由
)
を
書
き
違
え
た
も
の
だ
と
主
張
し
、

オ
ル
レ
ア
ン
に
介
入
し
な
い
よ
う
激
し
く
追
っ
た
。

結
局
仲
裁
に
入
っ
た
カ
ト
リ
l
ヌ
の
説
得
に
よ
っ
て
、

ア
ン
リ
三
世
は
屈
し
た
。
こ
の
屈
厚
が
長
年
の
積
も
り
積
も
っ
た
屈
辱
感
に
火
を

っ
け
、

ア
ン
リ
三
世
は
一
一
一
月
一
一
一
一
一
日
に
四
五
人
隊
を
使
っ
て
ギ
l
ズ
公
を
暗
殺
し
、
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
、

ギ
l
ズ
枢
機
卿
、

エ
ル
ブ

l

フ
公
、

ギ
l
ズ
公
の
妻
子
、

ヌ
ム

l
ル
公
の
母
と
弟
、
そ
れ
に
リ
ヨ
ン
の
大
司
教
、
プ
リ
サ
ク
伯
と
い
っ
た
数
多
く
の
リ
ー
グ
の
諸
公
を

逮
捕
し
た
。
ま
た
、
宮
廷
裁
判
長
、

か
の
枢
機
卿
の
父
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
を
市
庁
舎
に
送
っ
て
、
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル

H
マ
ル
ト
、

ヌ
ィ
‘
J
a
、

ン
パ
ン
、

ド
ル
レ
ア
ン
と
い
っ
た
パ
リ
の
リ
ー
グ
を
逮
捕
し
た
。
翌
二
四
日
に
は
、

ギ
l
ズ
枢
機
卿
を
暗
殺
し
、
兄
弟
の
死
体
を
切
り
刻

み
、
焼
い
て

ロ
ワ

i
ル
川
に
捨
て
さ
せ
た
。

ア
ン
リ
三
世
は
勝
っ
た
と
思
っ
た
。
「
ギ
l
ズ
公
の
問
題
は
も
は
や
片
づ
き
ま
し
た
」
と
母
親
に
告
げ
、
「
今
こ
そ
余
が
王
だ
」
と
法
皇
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特
使
に
書
き
送
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
大
使
メ
ン
ド
l
サ
も
り
l
グ
は
壊
滅
し
た
と
思
っ
た
。
三
部
会
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
仕
事

王
の
行
為
の
正
当
性
を
問
題
に
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ト
リ
l
ヌ
は
そ
う
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
病
い
の
床
で
悲

嘆
に
く
れ
な
が
ら
、
法
皇
と
都
市
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
息
子
に
忠
告
し
た
。
リ
ー
グ
を
潰
す
つ
も
り
な
ら
、
今
こ
そ
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
と

を
続
け
、

和
解
し

一
気
に
軍
事
力
で
貴
族
と
都
市
の
リ
ー
グ
を
潰
す
べ
き
好
機
で
あ
っ
た
が
、

ア
ン
リ
三
世
に
は
マ
キ
ア
、
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
を
使
い
こ

与えて、

カ
ト
リ
l
ヌ
は
年
老
い
て
死
す
べ
き
病
に
ふ
し
て
お
り
、
'
和
解
を
遂
行
す
べ
き
ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
も
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
仕

い
な
か
っ
た
。
カ
ト
リ
l
ヌ
が
八
九
年
一
月
五
日
に
死
ん
だ
と
き
、
誰
も
あ
ま
り
喜
び
も
悲
し
み
も
し
な
か
っ
た
が
、
パ
ス
キ
エ

な
す
才
覚
は
な
く
、

が
恐
れ
た
よ
う
に
、
彼
女
が
長
年
「
驚
嘆
す
べ
き
労
苦
」
で
も
っ
て
守
っ
て
き
た
王
権
も
死
の
宣
告
を
う
け
て
い
た
。

パ
リ
で
は
、
「
暗
殺
者
の
暴
君
」
に
対
す
る
反
乱
が
始
ま
っ
て
い
た
。

は
一
六
人
委
員
会
の
戒
厳
令
に
も
拘
わ
ら
ず
、
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
説
教
師
は
新
し
い
へ
ロ
デ
に
対
す
る
復
讐
を
叫
び
、

一
一
一
月
二
四
日

rギ
l
ズ
公
暗
殺
の
知
ら
せ
が
届
く
と
、

ギ
l
ズ

公
の
壮
麗
な
葬
式
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、

教
会
に
は
暗
殺
の
場
面
を
想
像
で
描
い
た
恐
る
べ
き
絵
が
掲
げ
ら
れ
、
「
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ア

ロ
ワ
」
を
攻
撃
す
る
膨
大
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
さ
れ
て
い
た
。
民
衆
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
夜
と
な
く
昼
と
な
く
、
こ
の
真
冬
に
薄
い
白

主
と
そ
の
寵
臣
の
彫
像
を
破
壊
し
、
偽
善
者
、
無
神
論
者
、
魔
女
の
巣

布
を
ま
と
っ
た
だ
け
で
聖
行
進
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

性)

魔
女
の
証
拠
た
る
こ
匹
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
像
を
も
っ
十
字
架
を
発
見
し
、

「
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ア
ロ
ワ
」

窟
た
る
ヴ
ァ
ン
サ
ン
ヌ
を
襲
い
、

ジャシ・ポダγの生涯

を
魔
女
と
攻
撃
す
る
数
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
さ
れ
た
。
ま
た

ユ
グ
ノ
ー
や
ポ
リ
チ

l
ク
と
み
な
さ
れ
た
者
を
何
百
人
と
投
獄

し
、
そ
の
財
産
を
略
奪
し
て
い
た
。
少
し
誇
張
婦
の
あ
る
レ
ト
ワ
l

ル
に
よ
れ
ば
、
ど
ん
な
理
由
か
ら
で
あ
れ
、
笑
っ
た
者
は
そ
れ
だ
け

で
ユ
グ
ノ

l
や
ポ
リ
チ

l
ク
と
さ
れ
、
危
険
な
め
に
あ
っ
た
。

一
六
人
委
員
会
は
ギ
l
ズ
公
暗
殺
の
知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
た
だ
ち
に
区
軍
事
長
官
に
命
じ
て
戒
厳
令
を
し
き
、
革
命
政
権
樹
立
を
急
い

一
一
一
月
二
五
日
の
市
会
で
、
オ
マ
ル
公
を
パ
リ
市
総
督
に
選
出
し
、
ヴ
ィ
ル
キ
エ
を
解
任
し
た
。
こ
れ
は
国
王
の
任
免
権
に
対
す
る
挑

だ。

ノ、

リ
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説

戦
で
あ
り
、
高
等
法
院
首
席
長
官
ア
ル
レ
が
市
総
督
の
任
免
権
は
お
主
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
混
乱
時
に
は
高
等
法
院
が
代
行
で
き
る
だ
け

2
Y
セ
イ
ュ
・
デ
・
カ
ヲ

γ
ト

だ
と
反
対
し
た
が
、
脅
し
て
押
し
切
っ
た
。
そ
し
て
、
三
身
分
か
ら
な
る
四

O
人
委
員
会
(
聖
職
者
九
名
、
貴
族
七
名
、
第
三
身
分
二
四
名
)
、

コ
Y
セ
イ
ユ
・
ジ
ェ
ネ
ヲ
ル
・
ド
・
リ
ユ
ユ
オ

γ

す
ぐ
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
よ
っ
て
貴
族
の
リ
l
グ
支
持
の
保
守
的
な
高
等
法
院
長
官
や
司
教
を
加
え
ら
れ
て
総
評
議
会

両面

に
改
組
さ
れ
る
革
命
政
権
を
樹
立
し
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
を
王
国
総
代
官
に
選
出
し
、
革
命
を
全
国
の
都
市
に
広
め
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、

高
等
法
院
の
勢
力
が
強
く
浸
透
し
て
い
る
パ
リ
市
政
を
信
用
で
き
ず
、
四

O
人
委
員
会
の
パ
リ
市
政
担
当
の
下
部
機
関
と
し
て
、
民
放
を

扱
う
九
人
委
員
会
を
設
立
し
、
実
質
的
に
四

O
人
委
員
会
を
ぎ
ゅ
う
じ
る
一
六
人
委
員
会
を
公
然
と
制
度
化
し
た
。

一
一
一
月
三
二
日
の
市

会
で
は
、
革
命
政
権
の
財
源
と
し
て
、
パ
リ
で
は
タ
イ
ユ
税
を
廃
止
し
て
、
税
務
官
ロ
ラ
ン
(
貨
幣
院
の
評
定
官
で
パ
リ
市
助
役
の
ロ
ラ
ン
の
弟
)

を
最
高
責
任
者
と
す
る
自
発
的
献
金
制
に
し
、
パ
リ
近
焔
の
町
は
七
六
年
の
額
か
八
八
年
の
三
分
の
こ
の
額
の
タ
イ
ユ
税
を
パ
リ
市
に
納

め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
自
発
的
献
金
制
は
初
め
は
非
常
に
有
効
な
制
度
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
財
源
不
足
か
ら
強
制
と
な
り
、
金
持
ち

に
対
す
る
略
奪
の
美
名
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。

一
六
人
委
員
会
が
握
る
市
庁
は
こ
れ
ら
の
革
命
的
行
為
の
正
当
化
を
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
と
パ
リ
高
等
法
院
に
求
め
た
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
は
法
皇

の
権
限
を
代
行
し
て
答
え
、

八
九
年
一
月
一
七
日
に
七

O
人
の
博
士
の
満
場
一
致
で
、
国
王
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
王
国
に
対
す
る
裏
切
り

行
為
に
よ
っ
て
、
人
民
は
即
位
の
宣
誓
に
際
し
て
負
っ
た
服
従
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
武
力
抵
抗
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、

と
正
当
化
し

た
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
博
士
ブ
l
シ
ェ
と
「
ロ
ッ
サ
エ
ウ
ス
」
な
る
者
は
そ
の
決
定
を
詳
述
す
る
た
め
に
、
法
皇
至
上
主
義
の
も
と
に
モ
ナ

ル
コ
マ
キ
の
理
論
を
導
入
し
た
リ
l
グ
の
武
力
抵
抗
権
論
を
代
表
す
る
著
作
、
『
ア
ン
リ
三
世
の
正
当
な
廃
位
』
(
八
九
年
)
と
『
キ
リ
ス

ト
教
国
家
の
正
当
な
権
威
』
(
九

O
年
)

の
執
筆
に
と
り
か
か
っ
た
。

ブ
l
シ
ェ
は
こ
う
論
じ
た
。

国
王
廃
位
権
は
教
会
と
人
民
日
国
家

が
も
っ
。
キ
リ
ス
ト
教
君
主
は
キ
リ
ス
ト
の
代
理
た
る
法
皇
を
頂
点
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
H

教
会
の
一
員
で
あ
り
、
国
王
が
宗
教

(
ロ
l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
)
を
破
減
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
法
皇
に
代
表
さ
れ
る
教
会
が
国
王
を
解
任
し
、
人
民
を
服
従
か
ら
解
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放
す
る
権
利
を
も
っ
。
ま
た
、
国
王
は
人
民
に
よ
っ
て
人
民
の
福
祉
の
た
め
に
条
件
つ
き
で
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
国
王
が
設
立
の
条

件
に
違
反
す
る
と
き
に
は
、
主
権
者
た
る
人
民
H

国
家
の
代
表
た
る
三
部
会
が
国
王
を
解
任
し
、
人
民
を
服
従
か
ら
解
放
す
る
権
利
を
も

っ
。
教
会
と
人
民
日
国
家
は
協
力
し
あ
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
人
的
・
自
然
的
起
源
の
国
家
よ
り
神
的
起
源
の
教
会

の
方
が
優
位
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
教
会
の
判
定
だ
け
で
十
分
で
、
必
ず
し
も
三
部
会
の
判
定
は
必
要
と
し
な
い
。

ロ
ッ
サ

エ
ウ
ス
な
る
者
は
ト
ミ
ズ
ム
を
受
容
し
て

こ
う
論
じ
た
。
国
家
は
人
民
の
福
祉
の
た
め
に
自
然
に
生
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
権
者
た

る
人
民
は
即
位
の
宣
誓
に
際
し
て
自
ら
の
福
祉
の
た
め
に
思
い
通
り
の
制
限
を
君
主
に
課
す
こ
と
が
で
き
、
君
主
は
そ
の
目
的
や
制
限
に

主
権
者
た
る
人
民
は
服
従
か
ら
解
放
さ
れ
、
誰
で
も
暗
殺
の
権
利
を
も
っ
。
し
か
し
、
あ
ま

り
性
急
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
教
会
の
判
定
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
。
国
家
は
単
な
る
生
活
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
良
き
生
活
の
た
め
に

拘
束
さ
れ
、

こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
に
は
、

生
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
君
主
は
真
の
宗
教
の
維
持
と
異
端
の
弾
圧
と
い
う
目
的
に
拘
束
さ
れ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
に
は
、

キ
リ
ス

ト
の
代
理
た
る
法
皇
に
代
表
さ
れ
る
教
会
は
人
民
を
服
従
か
ら
解
放
す
る
権
利
を
も
ち
、
誰
も
が
暗
殺
の
権
利
、

い
や
義
務
を
負
う
、

と
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
叙
任
権
闘
争
以
来
の
聖
俗
二
元
論
的
法
皇
至
上
主
義
に
よ
っ
て
モ
ナ
ル
コ
マ
キ
の
武
力
抵
抗
権
論
に
操
作
を

加
え
、
法
皇
至
上
主
義
の
武
力
抵
抗
権
論
に
作
り
か
え
た
。

一
方
で
国
家
を
世
俗
化
し
、
人
民
主
権
の
選
挙
王
制
論
に
よ
る
世
俗
的
理
由

(4) 

か
ら
す
る
抵
抗
権
に
限
定
し
、
他
方
で
宗
教
的
理
由
か
ら
す
る
抵
抗
権
は
キ
リ
ス
ト
の
代
理
た
る
法
皇
の
も
と
に
あ
る
教
会
に
移
し
、

ジャ γ ・ボダγの生涯

リ
ス
ト
教
普
遍
共
同
体
の
理
念
の
も
と
に
法
皇
至
上
主
義
を
弁
証
し
た
。
こ
う
し
た
国
家
の
世
俗
化
、
人
民
主
権
の
選
挙
王
制
論
、
一
法
皇

ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
排
除
す
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

至
上
主
義
は
も
ち
ろ
ん
ポ
リ
チ

l
ク
の
王
権
神
授
説
、

サ
リ
カ
法
に
よ
る
王
朝
主
義
、

ー
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
リ
l
グ
と
ポ
リ
チ

l
ク
の
論
争
は
法
皇
至
上
主
義
の
武
力
抵
抗
権
論
対
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
王
権
神
授
説
を
最
大

の
争
点
と
し
、
あ
た
か
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
と
法
皇
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
八
世
が
争
っ
た
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
め
に
一
反
っ
た
か
の

よ
う
な
観
を
は
話
す
る
こ
と
に
な
る
。

キ
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説

そ
れ
に
対
し
て
、
パ
リ
高
等
法
院
は
一
六
人
委
員
会
の
脅
し
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
要
請
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ポ
リ
チ
ー

ク
の
拠
点
た
る
パ
リ
高
等
法
院
は
分
裂
し
、

一
部
の
者
が
異
端
の
王
を
も
つ
こ
と
へ
の
恐
怖
と
ア
ン
リ
三
世
に
対
す
る
不
満
か
ら
リ
l
グ

論

に
は
し
り
、
多
く
の
者
が
そ
れ
と
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
王
権
主
義
、

サ
リ
カ
法
に
よ
る
王
朝
主
義
の
聞
で
引
き
裂
か
れ
て
中
立
の
立
場
を
と

っ
て
い
た
が
、
首
席
長
官
ア
ル
レ
以
下
多
く
の
者
が
ま
だ
、
宗
教
問
題
の
な
い
ア
ン
リ
三
世
支
持
の
王
党
派
で
あ
っ
た
。

一
月
一
五
日
に

高
等
法
院
の
一
部
の
者
が
首
席
長
官
ア
ル
レ
の
家
に
集
ま
り
、
予
審
部
長
官
ル
・
メ
ー
ト
ル
が
ブ
ロ
ワ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
王
の
手
紙
、
ギ

ギ
i
ズ
枢
機
卿
の
暗
殺
を
正
当
化
し
、
パ
リ
の
蜂
起
を
非
合
法
化
す
る
命
令
の
登
録
を
企
て
て
い
る
の
を
知
る
と
、
翌
二
ハ
日

ー
ズ
公
、

に
一
六
人
委
員
会
は
バ
ス
チ
ー
ユ
の
指
揮
官
ル
・
ク
レ
ル
ク
率
い
る
一
団
で
高
等
法
院
を
襲
い
、

ア
ル
レ
以
下
二
二
名
の
王
党
派
の
者
を

バ
ス
チ
ー
ユ
に
投
獄
し
た
。
そ
し
て
、
「
パ
リ
市
及
び
そ
の
他
の
同
盟
都
市
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」
の
名
に
お
い
て
、

第
六
長
官
の
ブ
リ

ソ
ン
を
首
席
長
官
に
選
出
し
、
弁
護
士
長
に
投
獄
し
た
予
審
部
長
官
の
息
子
の
ル
・
メ
ー
ト
ル
と
ブ
ロ
ワ
で
囚
わ
れ
の
ド
ル
レ
ア
ン
を
、

検
事
総
長
に
投
獄
し
た
高
名
な
裁
判
官
モ
レ
を
選
出
し
た
。
こ
の
一
介
の
検
事
に
よ
る
正
義
の
殿
堂
襲
撃
は
非
常
な
衝
撃
を
与
え
、
高
等

法
院
の
裁
判
官
は
そ
の
多
く
が
順
次
王
が
移
し
た
ト
ゥ

l
ル、

シ
ャ
ロ
ン
に
逃
げ
、

残
っ
た
八
五
名
の
者
は
デ
ュ
・
ヴ
ェ
ー
ル
、

ウ

モ
レ
、

そ
れ
に
ブ
リ
ソ
ン
な
ど
そ
の
多
く
が
、
状
況
が
好
転
す
る
ま
で
リ
ー
グ
支
持
を
装
わ
ざ
る
を
え
ず
、

リ
ー
グ

レ
ト
ワ

l
ル

を
正
当
化
し
、
同
盟
王
令
へ
の
誓
約
を
諸
都
市
に
求
め
て
い
っ
た
。

四
O
人
委
員
会
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
と
パ
リ
高
等
法
院
の
決
定
を
そ
え
て
、
同
盟
王
令
へ
の
誓
約
を
各
都
市
に
求
め
、
二
月
の
初
め
ま
で
に

主
要
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
都
市
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
リ
ー
グ
に
つ
い
た
。
パ
リ
防
衛
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
で
は
、

ェ
、
サ
ン
リ
ス
、
モ

l
、

ル

l
ア

γ
、
ボ

ヴ

ム
l
ラ
ン
、

シ
ャ
ル
ト
ル
、

オ
ル
レ
ア
ン
と
い
っ
た
町
々
、
東
部
で
は
ア
ミ
ア
ン
初
め
ピ
カ
ル
デ
ィ
の
す
べ
て

の
都
市
、
ラ
ン
ス
、

ポ
ワ
チ
エ

ブ
ー
ル
ジ

ト
ロ
ワ
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
と
い
っ
た
町
々
、
中
央
部
で
は
、

ナ
ン
ト
、

ル
・
マ
ン
、

ラ
ン
ヌ
、

ュ
と
い
っ
た
町
々
、
南
部
で
は
ア
ジ
ャ
ン
、

ア
ル
ル
と
い
っ
た
町
々
が
リ
ー
グ
に
つ
い
た
。
国

ト
ゥ
ル
!
ズ
、

マ
ル
セ
イ
‘
ュ

エ
ク
ス
、

北法30(4・42)724
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王
側
に
残
さ
れ
た
の
は
、

ボ
ル
ド
ー
、

ロ
ワ

i
ル
川
流
域
の
ト
ゥ

1
ル
、
ブ
ロ
ワ
、
オ
モ
ン
元
帥
が
再
征
服
し
た
ア
ン
ジ
ェ
、

オ
ル
ナ
ノ
元
帥
守
る
ド
フ
ィ
ネ
の
町
々
だ
け
で
あ
り
、
リ
ヨ
ン
も
三
月
に
リ
!
グ
に
つ
い
た
。

マ
チ
ニ
ョ
ン
元
帥
守
る

こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
中
の
都
市
で
の
リ
ー
グ
支
配
は
ラ
ン
の
町
、
パ
リ
か
ら
北
東
に
一
三
-
一
キ
ロ
程
(
当
時
馬
で
二
日
の
行
程
)
離
れ

た
、
人
口
一
万
に
も
満
た
な
い
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
だ
が
、

リ
ー
グ
の
諸
公
の
拠
点
た
る
東
部
を
結
ぶ
、

ま
た
パ
ル
マ
公

の
ネ

l
デ
ル
ラ
ン
ト
と
パ
リ
を
結
ぶ
要
衝
の
町
ラ
ン
に
も
及
び
、
ボ
ダ
ン
は
リ
ー
グ
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
王
党
派
の
ラ
ン

徴
税
区
の
税
務
官
ア
ン
ト
ワ

l
ヌ
・
リ
シ
ャ

l
ル
の
覚
書
、
そ
れ
に
リ

l
グ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
り
、
筆
写
さ
れ
た
ボ
ダ
ン
の
手
紙
に

よ
っ
て
、
ラ
ン
に
お
け
る
リ

l
グ
支
配
の
時
代
の
ボ
ダ
ン
の
思
想
と
行
動
を
み
て
ゆ
こ
う
。

ラ
ン
の
町
で
は
、
ブ
ロ
ワ
の
一
一
一
部
会
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
修
道
院
長
ド
・
ビ
ュ
イ
イ
、
ヴ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
初
審
裁

判
所
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
、
そ
れ
に
裁
判
官
の
ル
グ
ラ
が
八
九
年
一
月
二

O
日
に
帰
っ
て
く
る
と
、
す
ぐ
に
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
修
道
院
一
長

ヨ

γ
セ
イ
ユ
・
ス
グ

ν

と
ド
フ
ェ
ー
ル
を
指
導
者
に
(
実
質
的
指
導
者
は
ド
フ
ェ
ー
ル
)
、
リ
l
グ
の
秘
密
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
(
彼
ら
は
帰
途
パ
リ
に
二
週

間
あ
ま
り
滞
在
し
て
お
り
、
彼
ら
が
ブ
ロ
ワ
で
見
た
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
に
よ
っ
て
状
況
が
圧
倒
的
に
リ
l
グ
に
有
利
に
展
開
し
て
い
る

性)

こ
と
を
知
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
一
六
人
委
員
会
が
ぎ
ゅ
う
じ
る
四

O
人
委
員
会
と
接
触
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
o
)

既
に
こ
れ
以
前
に

ジャシ・ボダγの生涯

中
・
下
級
聖
職
者
に
よ
る
教
会
の
リ

l
グ
が
形
成
さ
れ
、
説
教
や
聖
行
進
に
よ
っ
て
多
く
の
民
衆
を
リ

l
グ
側
に
つ
け
て
い
た
が
、
教
会

の
リ
ー
グ
か
ら
そ
の
軍
事
指
揮
者
で
あ
っ
た
教
会
参
事
会
員
ボ
ワ
ロ
、
そ
れ
に
司
教
裁
判
所
長
官
ボ
セ
、
教
会
参
事
会
員
の
ク
レ
ベ
ル
、

ド
レ
ト
ル
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
。
守
備
隊
で
は
、
既
に
多
く
の
隊
長
と
守
備
隊
兵
が
リ
l
グ
側
に
つ
い
て
い
た
が
、
そ
の
隊

長
の
一
人
守
フ
ラ
ン
シ
ュ
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
。
ま
た
、

ユベ

l
ル、

ド
フ
ェ
ー
ル
と
親
戚
の
テ
ュ
レ
、

そ
れ
に
ド
ラ
ン
シ
、
ド
ラ

メ
ー
ル
の
四
人
全
員
の
区
長
官
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
そ
の
下
に
大
部
分
の
百
人
区
長
を
リ

l
グ
側
に
つ
け
て
い
た
。
そ
れ
に
、

ド
フ
ェ
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ー
ル
が
長
官
を
務
め
る
ヴ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
初
審
裁
判
所
の
ル
グ
ラ
、
デ
ピ
ノ
ワ
、

ヴ
エ
ロ
ン
と
い
っ
た
少
数
の
、

し
か
し
指
導
部
を
形
成

す
る
裁
判
官
も
い
た
。
こ
れ
以
外
に
、
す
ぐ
に
中
立
的
立
場
を
と
っ
た
り
、
離
れ
る
者
に
、

ラ
ン
の
公
爵
H
司
教
デ
ュ
グ
ラ
や
地
方
貴
族

論

の
ロ
ク

l
ル
が
お
り
、
ラ
ン
の
秘
密
委
員
会
は
明
ら
か
に
、
パ
リ
の
一
六
人
委
員
会
の
指
令
に
忠
実
に
、
階
層
の
高
い
者
を
集
め
、
三
身

分
の
構
成
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

ラ
ン
の
秘
密
委
員
会
は
最
初
は
も
っ
ぱ
ら
上
・
中
級
聖
職
者
と
市
政
担
当
者
の
連
合
で
あ
っ
た
。
市
政
担
当
者
は
大
部
分
が
秘
密
委
員

会
に
つ
き
、
自
治
の
伝
統
に
立
っ
て
王
権
、
及
び
王
権
を
代
行
す
る
君
主
任
命
の
市
総
督
(
貴
族
)
と
代
官
(
第
三
身
分
)
に
反
旗
を
ひ
る
が

え
し
て
い
た
。
主
要
な
市
民
選
出
の
市
政
担
当
者
で
は
、

一
一
一
名
の
市
参
事
全
員
、

四
名
の
区
長
官
全
員
、
そ
れ
に
一
二
名
中
八
名
の
百

人
区
長
が
秘
密
委
員
会
に
つ
き
、
秘
密
委
員
会
が
市
政
を
握
っ
た
と
き
に
は
二
名
の
助
役
と
四
名
の
百
人
区
長
し
か
更
迭
す
る
必
要
が
な

国
王
官
職
保
有
者
で
秘
密
委
員
会
に
加
わ
っ
た
の
も
大
部
分
が
同
時
に
市
政
担
当
者
で
も
あ
る

ル
グ
ラ
は
市
参
事
で
も
あ
り
、
国
王
弁
護
士
の
テ
ュ
レ
は
区
長
官
で
も
あ
っ

か
っ
た
(
ラ
ン
の
町
に
は
市
長
職
は
な
い
な

者
で
あ
っ
た
。
ド
フ
ェ
ー
ル
は
市
会
の
議
長
で
も
あ
り

た
。
秘
密
委
員
会
の
も
う
一
つ
の
支
柱
は
教
会
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
教
会
の
リ

l
グ
と
の
関
係
で
は
、
秘
密
委
員
会
は
遅
れ
て
来
て
、

そ
の
上
層
部
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分
な
民
衆
的
基
盤
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
熱
狂
的
な
司
祭
や
民
衆
の
様
々
な
分
派

活
動
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
リ
シ
ャ

l
ル
は
秘
密
委
員
会
を
下
層
民
、
借
金
に
あ
え
ぐ
者
、
食
い
つ
ぶ
し
、
犯
罪
者
の
集
ま
り
と
決

め
つ
け
た
が
、
ラ
ン
の
秘
密
委
員
会
は
パ
リ
の
一
六
人
委
員
会
以
上
に
民
衆
的
基
盤
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
熱
狂
的
な
民
衆
の
運
動
と
対
立

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
秘
密
委
員
会
に
と
っ
て
司
祭
や
民
衆
の
分
派
活
動
よ
り
危
険
で
あ
っ
た
の
は
、
国
王
官
職
保
有
者
で
あ
っ
た
。
国

王
官
職
保
有
者
は
有
力
商
人
と
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
、
共
同
で
町
を
支
配
し
て
お
り
、

し
ば
し
ば
市
政
担
当
者
に
選
ば
れ
て
い
た
し
、

と
え
選
ば
れ
な
く
て
も
、
名
士
と
し
て
市
会
に
出
席
し
、
発
言
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
(
パ
リ
で
は
社
会
の
中
田
川
部
に
す
ぎ
な
い
国
王
検
事
や

弁
護
士
も
、
ラ
ン
の
よ
う
な
地
方
都
市
で
は
社
会
の
上
層
部
で
あ
り
、
名
士
と
し
て
扱
わ
れ
た
〉
0

こ
う
し
た
市
政
に
強
い
発
言
権
を
も
っ
国
王
官
職
保
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有
者
が
大
部
分
秘
密
委
員
会
に
加
わ
ら
ず
、

リ
ー
グ
を
支
持
す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
秘
密
委
員
会
が
市
政
を
握
っ
た
後
で
も
、

と
ボ
、
タ
ン
も
述
べ
て
い
る
。

派
の
国
王
官
職
保
有
者
が
二

O
O名
も
い
た
、

一

一

月

に

入

る

と

、

秘

密

委

員

会

は

ド

フ

ェ

ー

ル

を

指

導

者

に

、

プ

ラ

ン

シ

ュ

な

ど

を

執

行

部

に

、

説

得

に
よ
っ
て
支
持
者
の
拡
大
を
謀
り
、
支
持
者
に
武
器
を
手
渡
し
、
そ
の
訓
練
に
一

O
数
名
の
兵
隊
を
城
内
に
入
れ
た
。
パ
リ
か
ら
は
三
名

ボ
ワ
ロ
、
テ
ュ
レ
、

ル
グ
ラ
、

の
使
節
が
派
遣
さ
れ
、
大
量
の
リ
l
グ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
司
祭
や
修
道
土
、
と
く
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士

の
説
教
師
ジ
ャ
コ
ブ
は
公
然
と
暗
殺
者
の
暴
君
、
魔
女
の
暴
君
「
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ア
ロ
ワ
」
に
対
す
る
憎
悪
と
反
乱
を
あ
お
り
、
民
衆

ν
ア

P

ス

ト

一
部
の
守
備
隊
兵
と
民
衆
は
武
装
し
て
「
現
実
主
義
者
」
と
呼
ぶ
王
党
派
の
国
王
官
職
保
有
者
を
襲
い
、

は
聖
行
進
を
繰
り
返
し

夜
も
騒
い
で
い
た
o

も
は
や
住
民
の
三
分
の
二
、
あ
る
い
は
四
分
の
三
が
リ
ー
グ
側
に
つ
い
て
い
る
、

と
リ
シ
ャ

l
ル
に
は
み
え
た
。
こ

う
し
た
強
力
な
勢
力
を
背
景
に
、

ま
た
抑
制
の
き
か
な
い
民
衆
対
策
か
ら
も
、

秘
密
委
員
会
は
ラ
ン
に
お
け
る
バ
リ
ケ
ー
ド
の
目
、
「
民

衆
の
情
念
」
対
策
か
ら
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
、
国
王
権
力
を
代
行
す
る
総
督
と
代
官
、

そ
れ
に
リ
l
グ
に
反
対
す
る
国
王
官
職
保
有
者
を

捕
え
、
市
政
を
ぎ
ゅ
う
じ
る
陰
謀
を
急
い
だ
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ン
の
総
督
ド
・
マ
ル
リ
と
代
官
マ
ル
タ
ン
は
何
の
手
も
う
と
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
市
政
に
発
言
権
を
も
っ
国
王

(4) 

官
職
保
有
者
も
大
部
分
は
中
立
を
標
u

惜
し
、
動
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
リ
ー
グ
を
支
持
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
オ
マ
ル
公

ジャ Y ・ボダγの生涯

や
カ
ン
プ
レ
の
総
督
ド
・
パ
ラ
ニ
か
ら
リ

l
グ
に
つ
く
よ
う
手
紙
を
う
け
た
が
、
無
視
し
た
。
パ
リ
の
総
評
議
会
の
指
令
や
パ
リ
高
等
法

院
の
二
月
四
日
の
決
定
に
従
っ
て
同
盟
王
令
を
受
け
入
れ
よ
と
い
う
検
事
総
長
の
命
令
も
、
無
視
し
た
。
ボ
ダ
ソ
も
リ
ー
グ
を
疑
い
、

「
こ
れ
ほ
ど
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
首
席
長
官
以
下
多
く
の
者
が
投
獄
さ
れ
、
パ

リ
高
等
法
院
の
決
定
に
手
続
上
の
問
題
が
残
る
こ
と
、

リ
ー
グ
は
パ
リ
高
等
法
院
を
襲
う
と
い
う
「
ひ
ど
い
不
法
行
為
」
に
よ
っ
て
、
故

意
に
内
戦
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
残
る
こ
と
、

そ
れ
に
君
主
に
対
し
て
、

た
と
え
暴
君
で
あ
ろ
う
と
、 王

党
昼
も

北法30(4・45)727



説

「
自
然
の
愛
情
」
を
も
っ
て
お
り
、
王
が
リ

i
グ
と
和
解
し
、
「
全
世
界
の
花
」
パ
リ
を
破
滅
さ
せ
な
い
努
力
を
す
る
期
待
が
残
る
こ
と
、

こ
れ
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
国
王
側
と
し
て
動
く
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
国
王
軍
の
指
揮
官
ロ
ン
グ
ヴ
ィ
ル
公
か
ら

北法30(4・46)728

論

リ
ー
グ
を
逮
捕
し
、
ラ
ン
の
町
を
国
王
側
に
確
保
せ
よ
と
い
う
手
紙
を
繰
り
返
し
う
け
た
が
、
無
視
し
た
。
ラ
ン
の
郊
外
に
は
国
王
側
の

カ
ル
ダ
イ
ヤ
ッ
ク
男
爵
の
千
数
百
の
軍
隊
が
お
り
、
一
部
の
熱
烈
な
王
党
派
の
者
は
カ
ル
ダ
イ
ヤ
ッ
ク
と
連
絡
を
つ
け
て
い
た
が
、
そ
れ

で
も
無
視
し
た
。
彼
ら
は
、

リ
シ
ャ

l
ル
が
激
し
く
攻
撃
す
る
よ
う
に
、

(

9

}

V

J

H

リ

ス

ト

ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
通
っ
て
い
た
」
ボ
ダ
ン
も
「
最
た
る
王
権
主
義
者
」
と
攻
撃
さ
れ
、
襲
わ
れ
た
経
験
を
も
ち
、
「
最
も
強
力
な
党
派

に
つ
か
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま
う
」
、
生
命
や
自
由
、
財
産
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
に
と
り
つ
か
れ
て

い
た
。
彼
ら
の
臆
病
さ
を
激
し
く
攻
撃
し
、
ラ
ン
の
町
に
リ
ー
グ
支
配
を
招
い
た
責
任
を
告
発
す
る
リ
シ
ャ

l
ル
と
て
同
じ
で
あ
り
、
後

恐
怖
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
。

「
ポ
リ
チ

i
ク
で
疑
わ
し
い
カ

し
て
、
に
平
和
が
も
ど
っ
た
時
代
に
『
覚
書
』
の
な
か
で
威
勢
の
よ
い
言
葉
を
弄
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
正
当
性
が
分
裂
し
た
状
況
、
そ

モ
ン
テ

l
ニ
ュ
の
い
う
、
決
断
が
危
険
を
招
く
状
況
で
、
何
の
行
動
も
と
れ
ず
、
不
安
の
う
ち
に
、
何
か
が
訪
れ
て
く
れ
る
の
を

待
っ
て
い
た
。

王
党
派
の
支
配
者
の
軟
弱
な
態
度
に
秘
密
委
員
会
は
自
信
を
増
し
、

カ
ル
ダ
イ
ヤ
ッ
ク
の
軍
隊
が
郊
外
か
ら
去
っ
た
二
月
一
六
日
の
夜

一
六
日
の
夜
半
、
域
内
に
多
く
の
ユ
グ
ノ
ー
が
結
集
し
、
代
官
マ
ル
タ

γ
と
組
ん
で
、
町
を

か
ら
翌
一
七
日
の
朝
に
か
け
て
蜂
起
し
た
。

カ
ル
ダ
イ
ヤ
ッ
ク
の
軍
隊
に
明
け
渡
し
、
「
熱
烈
な
良
き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」
虐
殺
の
陰
謀
を
企
て
て
い
る
と
い
う
情
報
を
流
し
な
が
ら
、

♂
ア
ュ
レ
、

ボ
ワ
ロ
以
下
秘
密
委
員
会
の
執
行
部
は
各
三
二
、

四
O
名
の
従
者
を
つ
れ
て
捜
索
を
開
始
し
、

町
の
要
所
を
お
さ
え
た
。
彼
ら

は
、
彼
ら
の
期
待
以
上
に
、

す
ぐ
に
民
衆
が
武
装
し
て
騒
ぎ
だ
し
た
の
に
恐
れ
(
民
衆
は
夜
間
で
は
略
奪
の
混
乱
を
引
き
起
す
か
ら
〉
、

民
衆
を

抑
え
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
か
せ
な
が
ら
、
夜
明
け
を
待
っ
た
。
そ
し
て
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大
聖
堂
の
鐘
の
音
を
合
図
に
、

ン
サ
ン
修
道
院
長
の
激
励
の
言
葉
を
受
け
て
、
彼
ら
は
総
督
を
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
が
指
令
を
送
っ
て
い
た
王
宮
に
抗
致
し
て
軟
禁
し
、
総

サ
ン
・
ヴ
ア



督
の
承
認
の
も
と
に
、
代
官
以
下
二
五
名
の
リ
l
グ
に
反
対
す
る
主
党
派
の
者
を
陰
謀
の
か
ど
で
王
塔
に
投
獄
し
た
。
こ
の
二
五
名
の
囚

人
は
国
王
官
職
保
有
者
二
二
名
、
市
政
担
当
者
四
名
、
商
人
)
名
で
(
国
王
官
職
と
市
政
の
両
方
を
兼
任
し
て
い
る
の
が
二
名
い
る
て
も

っ
ぱ
ら
弁
護
士
・
検
事
組
合
、
書
記
・
執
達
吏
組
合
に
所
属
す
る
国
王
官
職
保
有
者
(
一
八
名
)
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
弁
護
士
や
検
事
な

ど
数
名
の
国
王
官
職
保
有
者
は
ラ
ン
の
町
か
ら
逃
げ
て
も
い
た
。
ド
フ
ェ
ー
ル
は
王
塔
を
訪
れ
、
今
こ
そ
、
激
し
い
ル
サ
ン
チ
マ
ン
で
憎

ん
で
い
た
義
兄
弟
の
マ
ル
タ
ン
を
倒
し
、
自
分
が
町
の
支
配
者
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

民
衆
が
投
獄
者
の
虐
殺
を
叫
び
、
牢
獄
襲
撃
を
試
み
る
混
乱
の
な
か
で
、
市
政
を
握
っ
た
秘
密
委
員
会
は
区
長
官
の
も
と
に
戒
厳
令
を

し
き
、
支
配
・
防
衛
体
制
の
確
立
を
急
い
だ
。
四
人
の
区
長
官
と
守
備
隊
長
ゃ
フ
ラ
ン
シ
ュ
の
も
と
に
戒
厳
令
体
制
を
続
け
、
彼
ら
の
許
可

な
し
に
夜
間
外
出
し
た
り
、
城
外
に
出
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
い
つ
で
も
家
宅
捜
索
、
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
総
督
は
二

O
名
の
監

視
兵
を
つ
け
て
司
教
館
に
監
禁
し
、
二
五
名
の
囚
人
は
守
備
隊
に
よ
っ
て
監
視
し
、
そ
の
裁
判
は
ル
グ
ラ
、
デ
ピ
ノ
ワ
、
ヴ
エ
ロ
ン
で
国

め
、
そ
の
裁
判
正
当
化
の
た
め
に
パ
リ
高
等
法
院
か
ら
コ
ミ
セ

1
ル
を
招
く
こ
と
に
し
た
。
市
政
担
当
者
の
選
出
に
は
積
極
的
に
介
入

し
、
首
席
参
事
を
ル
グ
ラ
で
固
め
、
二
名
の
助
役
と
四
名
の
百
人
区
長
を
ラ
シ
ャ
商
人
の
シ
ャ
ト
ラ
ン
、
ブ
ロ
ン
デ
ル
以
下
秘
密
委
員
会

支
持
者
に
代
え
た
。
ま
た
、
新
た
に
市
会
の
下
に
各
百
人
区
か
ら
三
名
、
ず
つ
の
四
二
人
委
員
会
を
設
け
、
多
く
は
リ

i
グ
支
持
者
で
固
め

(4) 

た
。
外
か
ら
の
防
衛
で
は
、
貧
民
を
城
壁
の
強
化
に
就
け
、
守
備
隊
を
四
隊
、
四
八
名
に
編
成
変
え
し
、
新
た
に
六

O
名
の
軍
隊
を
設
け

ジャソ・ポダγの生1佳

る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
市
政
に
必
要
な
財
源
は
、
タ
イ
ユ
税
を
廃
止
し
て
(
減
額
の
決
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
と
い
う
条
件
つ
き
で
だ
が
)
、
必

要
に
応
じ
て
課
さ
れ
る
自
発
的
献
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
に
し
、
そ
の
責
任
者
に
ル
グ
ラ
、
ボ
ワ
ロ
、
百
人
区
長
ブ
ロ
ン
デ
ル
を
あ
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は
囚
人
の
財
産
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
パ
リ
高
等
法
院
の
コ
ミ
セ
l
ル

を
招
く
費
用
四

O
O
エ
キ
ミ
そ
の
た
め
に
弁
護
士
オ
ル
ベ
l
ル
を
パ
リ
に
派
遣
す
る
旅
費
一
五
エ
キ
ミ
城
壁
強
化
の
費
用
一

O
O
エ

て
た
。
四
八
名
の
守
備
隊
の
費
用
(
日
に
八
エ
キ
ュ
)

キ
ュ
、
六

O
名
の
軍
隊
の
費
用
月
に
二

O
O
エ
キ
ュ
、

し
め
て
七
一
五
エ
キ
ュ
が
早
速
課
さ
れ
た
。



説5命

リ
ー
グ
に
つ
く
宣
言
を
発
す
る
こ
と
に
は
失
敗
し
た
。
サ
ン
・
ヴ
ア
ン
サ
ン
修

道
院
長
は
ギ

l
ズ
公
配
下
の
旗
手
で
、
ギ

l
ズ
公
の
死
後
領
地
に
帰
っ
て
い
た
地
方
貴
族
ブ
シ
ア
グ
ア
ン
ヌ
を
お
し
た
が
、
司
祭
や
民
衆

の
間
に
強
力
な
党
派
を
築
い
て
い
た
町
の
有
力
者
の
商
人
ラ
ビ
ッ
シ
ュ
、
ブ
シ
ァ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
兄
弟
が
国
王
軍
に
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

し
か
し
、
肝
心
か
な
め
の
、
代
り
の
総
督
を
選
出
し
、

ラ
ピ
ッ
シ
ュ
の
激
し
い
反
対
に
あ
い
、
押
し
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
機
会
は
、
三
月
に
入
る
と
ラ
ン
の
周
囲
に
も
た
れ
こ
め

始
め
た
戦
雲
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

マ
ル
ル
に
拠
る
カ
ン
ブ
レ
の
総
督
。
ハ
ラ
ニ
、

イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
戦
場
に
野
心
を
か
け

る
、
あ
の
ユ
グ
ノ

l
点
殺
で
有
名
な
モ
ン
リ
ュ
ッ
ク
の
私
生
児
が
八

O
Oの
騎
兵
と
一
ニ

0
0
0の
歩
兵
を
率
い
て
、
(
ビ
ュ
シ
・
レ
・
)
ピ

エ
ー
ル
ポ
ン
で
自
滅
状
態
の
カ
ル
ダ
イ
ヤ
ッ
ク
を
破
っ
て
ラ
ン
地
方
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
一
一
月
中
旬
に
、
秘
密
委
員

会
は
何
よ
り
も
バ
ラ
ニ
の
寧
隊
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
、
リ
ー
グ
に
つ
く
宣
言
を
急
い
だ
。

三
月
二
一
日
に
ラ
ン
の
町
は
市
民
総
会
を
聞
き
(
こ
れ
は
臨
時
の
市
民
総
会
で
あ
る
。
正
規
の
市
民
総
会
は
年
一
回
、
復
活
祭
の
日
に
閃
か
れ
る
〉
、

リ
ー
グ
に
つ
く
宣
言
を
行
っ
た
。
町
の
す
べ
て
の
四
辻
で
ら
っ
ぱ
が
吹
き
鳴
ら
さ
れ
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大
聖
堂
の
前
に
司
教
以
下
全
聖

職
者
、
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
以
下
全
官
職
保
有
者
、
そ
れ
に
全
市
民
が
正
装
し
て
集
う
な
か
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
土
が
「
ヴ
ァ
ロ
ワ
の
暴

君
」
に
反
乱
し
、
す
み
や
か
に
リ
ー
グ
に
つ
く
こ
と
を
求
め
る
説
教
を
行
っ
た
後
、
市
民
総
会
が
聞
か
れ
た
。
ま
ず
、
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル

が
演
説
を
行
い
、
他
の
都
市
と
と
も
に
リ

l
グ
に
つ
き
、
「
ア
ン
リ
・
ド
・
グ
ア
ロ
ワ
狩
り
」
に
加
わ
る
よ
う
勧
告
し
た
。
そ
の
後
で
、
ボ

しダ
7こ立ン
O~ ヵ:

一寸

ノ大
t、
共

王
国
の
検
事
で
あ
っ
て

王
の
検
事
で
は
な
い
」
と
い
う
資
格
で
、
同
盟
王
令
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
勧
め
る
演
説
を

ボ
ダ
ン
は
こ
れ
以
前
の
三
月
一
九
日
、
パ
リ
高
等
法
院
の
一
一
一
月
一
日
の
決
定
に
従
っ
て
同
盟
王
令
を
受
け
入
れ
よ
と
い
う
検
事
総
長
の

二
回
目
の
命
令
を
受
け
た
日
に
は
、

リ
ー
グ
支
持
に
態
度
を
変
え
て
い
た
。
ア
ン
リ
三
世
が
リ
!
グ
と
和
解
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
た
る
国
民

を
守
ろ
う
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ナ
グ
ァ

I
ル
王
に
接
近
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
「
ア
ン
リ
三
世
は
人
民
す
べ
て
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
自
分

北法30(4・48)730



の
た
め
に
滅
ぼ
す
目
的
し
か
も
っ
て
い
な
い
」
と
、
最
終
的
に
ア
ン
リ
一
一
一
世
に
幻
滅
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
急
い
で
パ
リ
高
等
法
院
の
命

令
に
従
う
よ
う
、
司
教
や
ド
フ
ェ
ー
ル
に
説
い
て
ま
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
関
係
で
秘
密
委
員
会
に
依
頼
さ
れ
、
ポ
ダ
ン
が
市
民
総
会
で
演

説
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ボ
ダ
ン
は
住
民
相
互
の
疑
心
暗
鬼
を
取
り
除
き
、
虐
殺
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
人
民
の
救
済
が
最
高
の
法
白
色

5

3
H
E
Z
E
-
M同
刊
日
出
-
巾

H
E
Z」
と
い
う
最
高
規
範
に
従
っ
て
、
リ
ー
グ
を
支
持
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
そ
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
全
土
が
王
権

フ
ラ
ン
ス
全
土
の
反
乱
を
罰
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
「
全
体
の
反
乱
は
反
乱
と
は
呼

に
対
し
て
反
乱
し
て
お
り
、

べ
な
い
」
か
ら
、
リ
ー
グ
を
支
持
し
て
も
反
逆
罪
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
論
じ
た
。
更
に
、

」
の
反
乱
は
そ
の
原
因
が
君
主
の
側
の
不

法
に
あ
り
、

そ
れ
に
「
法
皇
と
枢
機
卿
会
議
に
よ
っ
て
権
威
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
ソ

正
当
で
あ
る
と
論
じ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
強
固
な
守
り
」
高
等
法
院
、

ル
ボ
ン
ヌ
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
お
り
、

王
党
派
の
リ
シ
ャ

l
ル
は
ボ
ダ
ン
の
演
説
を
「
ま
っ
た
く
長
た
ら
し
く
て
混
乱
し
」
、
「
ま
っ
た
く
聞
く
に
耐
え
な
い
」
と
憤
慨
し
、

オミ

リ
チ

l
ク
た
る
「
彼
の
良
心
に
反
し
て
」
、

臆
病
さ
か
ら
リ
l
グ
に
お
べ
っ
か
を
使
っ
た
も
の
と
み
な
し
、

め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

記
録
に
と
ど
め
る
必
要
を
認

ボ
ダ
ン
が
慎
重
に
パ
リ
高
等
法
院
首
席
長
官
ブ
リ
ソ
ジ
宛
て
の
手
紙
で
は
触
れ
な
か
っ
た
、
演
説
の
最
後
の
場

面
は
記
録
に
残
す
必
要
を
認
め
た
。
ボ
ダ
ン
は
最
後
に
、
前
夜
二
五
名
の
囚
人
を
虐
殺
し
よ
う
と
牢
獄
襲
撃
を
試
み
た
り
l
グ
の
熱
狂
分

性)

子
に
対
す
る
攻
撃
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ダ
ン
を
絞
首
刑
に
せ
よ
と
い
う
激
し
い
怒
号
が
起
り
、
演
説
を
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
修
道
院
長
の
と
り
な
し
で
混
乱
が
ど
う
に
か
お
さ
ま
っ
た
後
に
、
ま
ず
名
士
が
身
分
と
地
位
に
従
っ
て
順
番

に
、
そ
れ
か
ら
全
市
民
が
一
緒
に
同
盟
王
令
に
誓
約
し
た
。
そ
れ
を
祝
っ
て
、
大
砲
を
う
ち
、
花
火
を
な
ら
し
、
楽
器
を
ひ
き
、
テ
・
デ
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ウ
ム
を
唱
和
し
な
が
ら
の
聖
行
進
が
繰
り
返
さ
れ
、
翌
日
か
ら
全
住
民
の
文
書
に
よ
る
同
盟
王
令
に
対
す
る
誓
約
・
署
名
も
な
さ
れ
、
V 

'-

う
し
て
ラ
ン
の
町
は
リ
ー
グ
に
つ
い
た
。

王
党
派
の
囚
人
を
裁
く
た
め
に
招
か
れ
た
パ
リ
高
等
法
院
の
三
名
の
コ
ミ
セ

l
ル

ボ
ダ
ン
は
四
月
四
日
の
市
民
総
会
で
も
、

(
予
審
部



説

長
官
ル
ジ
ュ
エ

l
ル
と
評
定
官
の
デ
ト
ラ
プ
、
ド
ラ
ク
l
ル
)
歓
迎
の
演
説
を
依
頼
さ
れ
、
混
乱
を
引
き
起
し
た
。
ま
ず
、

の
代
表
た
る
予
審
部
長
官
ル
ジ
ュ
エ

l
ル
が
、
法
と
正
義
が
国
家
の
支
柱
で
あ
る
こ
と
、
彼
ら
が
囚
人
を
裁
く
た
め
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン

コ
ミ
セ

l
ル

E命

及
び
ラ
ン
地
方
の
法
と
正
義
全
般
を
扱
う
た
め
に
パ
リ
の
総
評
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
た
こ
と
、
そ
し
て
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
と
と
も
に
、

暴
君
の
ア
ン
リ
・
ド
・
ヴ
ァ
ロ
ワ
と
す
べ
て
の
異
端
を
追
放
し
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
聞
で
確
保
さ
れ
る
平
和
」

を
実
現
す
る
よ
う
訴

え
た
。
そ
の
後
で
、

ボ
ダ
ン
が
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
「
長
々
と
」
論
じ
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
と
パ
リ
の
総
評
議
会
を
称
え
、
三
名
の
コ

セ
ー
ル
の
長
旅
を
ね
ぎ
ら
い
、
そ
し
て
将
来
の
王
権
再
建
の
た
め
に
尽
力
し
て
下
さ
る
よ
う
祈
る
と
、
ボ
ダ
ン
を
異
端
だ
と
糾
弾
す
る
激

し
い
怒
号
が
起
り
、
演
説
を
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ボ
ダ
ン
は
リ
ー
グ
か
ら
は
王
党
派
と
疑
わ
れ
、
王
党
派
か

孤
立
し
て
し
ま
い
、

ら
は
リ
l
グ
と
疑
わ
れ
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
城
」
の
よ
う
に
訪
れ
る
人
と
て
な
く
、
ま
す
ま
す
内
面
へ
の
亡
命
を
強
い

ら
れ
、
神
と
神
の
法
の
貫
徹
し
た
自
然
の
膜
想
の
う
ち
に
心
の
安
ら
ぎ
を
得
ょ
う
と
、
神
学
、
倫
理
学
、
自
然
学
の
著
作
に
専
念
し
た
。

ネ
セ
シ
47
・
フ
ォ
ル
セ

ボ
ダ
ン
が
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
れ
が
状
況
の
「
強
制
的
必
要
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
リ
ー
グ
の
秘
密
委
員
会

が
市
政
を
握
り
、
民
衆
が
王
党
派
の
疑
い
あ
る
者
を
襲
い
、
そ
し
て
恐
る
べ
き
パ
ラ
ニ
の
軍
隊
が
ラ
ン
の
町
に
入
っ
て
、
王
党
派
を
略

奪
、
虐
殺
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
状
況
で
は
、

「
最
も
強
力
な
党
派
に
つ
か
な
け
れ
ば
、

す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま
う
」
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、

リ
ー
グ
を
支
持
す
る
こ
と
が
「
ど
う
し
て
も
必
要
」
だ
と
思
え
た
。

「
最
た
る
王
権
主
義
者
」
と
攻
撃
さ
れ
る
自
分
だ
け

で
な
く
、

「
現
実
主
義
者
」
と
攻
撃
さ
れ
る
こ

O
O名
に
も
の
ぼ
る
王
党
派
の
官
職
保
有
者
の
生
命
や
自
由
、

財
産
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
自
ら
率
先
し
て
リ
ー
グ
を
支
持
し
、
彼
ら
も
リ
ー
グ
支
持
に
態
度
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も

必
要
だ
と
思
え
た
。

か
か
る
状
況
で
は
、

リ
ー
グ
を
支
持
す
る
こ
と
も
、
「
人
民
の
救
済
が
最
高
の
法
」
と
い
う
最
高
規
範
、

そ
し
て
、

あ
る
い
は
「
強
制
的
必
要
は
決
し
て
人
間
法
の
追
求
に
服
さ
な
い
」
と
い
う
例
外
規
範
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
た
。

こ
れ
は
国
王
官
職
保
有
者
で
も
、
官
職
は
主
権
者
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
く
(
主
権
者
は
任
免
権
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
て
国
家
H

王
国
に
帰
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属
す
る
も
の
で
あ
り
、
君
主
個
人
に
で
は
な
く
て
「
祖
国
」
に
仕
え
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、
問
題
は
な
い
と
思
え
た
。
そ
の
う
え
、

フ

ラ
ン
ス
中
の
都
市
が
既
に
リ
l
グ
を
支
持
し
、

ボ
ル
ド
ー
を
除
く
他
の
高
等
法
院
が
す
べ
て
リ
!
グ
を
支
持
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
最

も
権
威
あ
る
パ
リ
高
等
法
院
が
リ
ー
グ
を
支
持
す
る
よ
う
命
じ
て
き
た
こ
と
は
、

た。

ま
す
ま
す
彼
の
良
心
に
安
心
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

リ
シ
ャ

l
ル
は
ボ
ダ
ン
が
ポ
リ
チ

l
ク
た
る
自
己
の
良
心
に
反
し
て
、
状
況
の
強
制
だ
け
か
ら
リ
l
グ
を
支
持
し
た
と
考
え
、
そ
の
臆

病
さ
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
「
二
つ
の
水
を
泳
ぐ
」
態
度
を
激
し
く
批
判
し
た
。
リ
シ
ャ
!
ル
は
、
ボ
ダ
ン
が
秘
密
委
員
会
か
ら
王
党
派

と
疑
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
偉
大
な
著
作
家
、
偉
大
な
ポ
リ
チ
l
ク
の
理
論
家
と
し
て
の
名
声
を
、
多
く
の
官
職
保
有
者
を
リ
l
グ
に
つ

け
る
べ
き
「
く
る
み
落
し
棒
L

と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
利
用
価
値
の
故
に
安
全
を
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
|
|
熱
狂
的
な
司
祭
や
民

衆
か
ら
は
、
そ
う
し
た
利
用
価
値
な
ど
お
構
い
な
し
に
、
激
し
く
攻
撃
さ
れ
て
い
た
が

1
i
、
鋭
く
見
抜
い
て
い
た
。
後
に
ベ
イ
ル
も
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
る
ボ
ダ
ン
が
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
と
驚
き
を
表
明
し
て
い
る
ド
・
ト
ゥ
に
従
っ
て
、

ボ
ダ
ン
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た

る
自
己
の
良
心
に
反
し
て
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
と
考
え
、
再
び
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
教
義
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
を
敵
よ
り
も
仕
末

に
悪
い
「
ニ
コ
デ
モ
の
徒
」
と
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
シ
ャ

i
ル
は
ボ
ダ
ン
の
事
例
を
「
聡
明
な
人
と
て
常
に
完
全
な
判

性)

リ
ー
グ
を
支
持
し
て
偉
大
な
著
作
家
、

ラ
ン
の
町
か
ら
逃
亡
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
批
判
し
た
。

偉
大
な
ポ
リ
チ
l
ク
の

断
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
「
人
間
の
判
断
力
の
弱
さ
」
の
教
訓
と
し

ジャシ・ポダγの生涯

理
論
家
と
し
て
の
名
声
を
失
う
よ
り
は

確
か
に
リ
シ
ャ

l
ル
の
批
判
は
あ
た
っ
て
い
よ
う
。
ボ
ダ
ン
が
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
状
況
の
強
制
か
ら
で
あ

北法30(4・引)733

り
、
そ
こ
に
理
由
づ
け
た
弁
明
は
、
如
何
に
そ
れ
に
誠
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
臆
病
さ
や
恐
怖
心
の
正
当
化
で
も
あ
ろ
う
。
生
命
が
か

か
っ
た
状
況
で
の
臆
病
さ
は
殉
教
精
神
の
欠
如
し
か
意
味
せ
ず
、
こ
れ
は
ポ
リ
チ

l
ク
に
一
般
的
な
態
度
で
あ
り
、
リ
シ
ャ

l
ル
も
ラ
ン

の
町
か
ら
逃
亡
せ
‘
ず
、

リ
ー
グ
を
支
持
し
た
と
は
い
え
、

ボ
ダ
ン
の
場
合
に
は
理
論
家
と
し
て
の
責
任
は
残
ろ
う
。



説

し
か
し
、

ボ
ダ
ン
が
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
の
は
状
況
の
強
制
だ
け
か
ら
で
は
な
い
。
パ
リ
に
残
っ
た
高
等
法
院
の
者
た
ち
も
ボ
ダ
ン
と

同
じ
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
リ
高
等
法
院
の
最
も
激
し
い
リ
l
グ
攻
撃
者
デ
ュ
・
ヴ
ェ
ー
ル
や
穏
健
な
ブ
リ
ソ

論

ン
は
病
気
の
父
や
自
分
と
家
族
の
生
命
の
安
全
を
理
由
に
パ
リ
か
ら
逃
亡
で
き
な
い
旨
弁
明
し
、

た
と
え
リ
l
グ
を
支
持
し
て
も
、
そ
れ

は
状
況
の
強
制
に
よ
る
表
面
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、

パ
リ
に
残
っ
た
方
が
よ
り
王
に
貢
献
で
き
る
と
弁
明
し
て
い
た
。
こ
れ
は
ボ
ダ
ン
が

『
国
家
論
』
で
、
反
乱
が
強
力
で
、
鎮
圧
で
き
る
見
込
み
が
な
い
と
き
に
、
国
王
官
職
保
有
者
が
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
勧
め
て
い
た
対

応
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
、

っ
た
く
な
い
し
、

ボ
ダ
ン
に
は
こ
う
し
た
発
想
は
な
い
。
ボ
ダ
ン
が
ラ
ン
の
町
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
考
え
た
形
跡
は
ま

ア
ン
リ
三
世
に
貢
献
す
る
気
な
ど
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
ポ
ダ
ン
は
リ
ー
グ
の
理
論
や
目
的
に
同
意
し
た
わ
け
で
は
決

し
て
な
い
が
、
状
況
の
強
制
に
よ
る
表
面
的
以
上
に
リ
l
グ
を
支
持
し
て
い
た
。
こ
の
相
異
を
生
み
だ
し
た
の
は
ア
ン
リ
三
世
に
対
す
る

態
度
で
あ
る
。
ポ
リ
チ
l
ク
も
多
く
の
者
が
ア
ン
リ
三
世
の
奇
矯
な
行
動
を
軽
蔑
し
、
腐
敗
し
た
宮
廷
や
官
僚
制
を
改
革
し
な
い
ば
か
り

か
、
増
税
、
売
官
を
続
け
る
政
策
を
批
判
し
、
今
日
の
混
乱
の
責
任
の
多
く
を
ア
ン
リ
三
世
に
帰
し
て
い
た
が
、
ア
ン
リ
三
世
を
暴
君
と

規
定
す
る
者
は
ま
ず
い
な
か
っ
た
。
宗
教
の
問
題
の
な
い
ア
ン
リ
三
世
の
場
合
に
は
、

た
と
え
王
に
値

モ
ン
テ
l
ニ
ュ
が
言
う
よ
う
に
、

し
な
く
て
も
、
法
律
が
尽
く
す
べ
き
王
と
党
派
を
決
定
し
て
い
た

(
2
セ

l
』
一
巻
三
章
、
一
三
巻
一
章
)
0

ポ
リ
チ
!
ク
最
大
の

と
こ
ろ
が
、

理
論
家
ボ
ダ
ン
は
既
に
ラ
テ
ン
語
版
の
『
国
家
論
』
で
、

ア
ン
リ
三
世
が
神
の
報
復
を
受
け
る
べ
き
暴
君
で
あ
り
、

ア
ン
リ
三
世
が
神

法
・
自
然
法
に
違
反
し
て
統
治
し
て
い
る
こ
と
に
神
は
怒
り
、
報
復
と
し
て
宗
教
戦
争
を
起
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

カ1

こ
こ
に
遂
に
明
確
に
そ
う
規
定
し
た
。

ボ
ダ
ン
は
旧
約
(
ヨ
ブ
記
と
サ
ム
エ
ル
記
)
を
権
威
に
、
神
に
よ
っ
て
裁
き
に
決
定
さ
れ
た
君
主
の
指
標
を
、
そ
の
人
民
と
官
職
保
有

ま
っ
た
く
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
そ
の
君
主
と
顧
問
の
判
断
力
が
奪
わ
れ
て
、
ひ
ど
く
馬
鹿
げ

者
か
ら
畏
敬
の
念
が
奪
わ
れ
て
、

た
統
治
を
続
け
る
こ
と
の
二
点
に
見
出
し
た
。
ア
ン
リ
一
一
一
世
の
統
治
は
ま
さ
に
こ
の
二
点
に
合
致
し
て
お
り
、

ア
ン
リ
三
世
が
犯
し
た
売

北法30(4・52)734



官
、
淫
蕩
、
魔
術
、
宗
教
を
装
う
偽
善
、
そ
れ
に
ブ
ロ
ワ
で
の
公
的
信
義
違
反
と
殺
人
と
い
っ
た
罪
の
た
め
に
、
神
は
怒
り
、
遂
に
直
接

こ
の
世
に
介
入
し
、
直
接
の
責
任
者
た
る
君
主
だ
け
で
な
く
、
国
民
全
体
に
報
復
を
開
始
し
た
と
考
え
た
。

「
私
は
こ
こ
に
よ
り
高
い
、
よ
り
普
遍
的
な
原
因
を
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
神
が
王
や
大
領
主
を
罰
し
、
そ
の
後
継
者
が
正
し
く
歩
む
よ
う
恐
る
べ
き
実
例

を
示
し
始
め
、
そ
し
て
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
:
:
:
主
杖
は
神
の
御
手
次
第
で
あ
り
、
神
が
い
っ
、
誰
に
王
杖
を
与

え
、
奪
う
か
は
御
心
次
第
で
す
。
」

「
戦
争
は
も
う
五
年
続
き
、
王
公
ぞ
貴
族
は
そ
の
大
部
分
が
死
に
、
都
市
は
互
い
に
襲
わ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
住
民
自
身
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
何
故
な
ら
、
神
が
地
上
に
正
義
を
実
現
し
に
、
天
上
か
ら
降
り
て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
最
後
に
は
、
神
が
御
心
の
ま
ま
に
我
・
4

に
壬
を
与
え
て

(
悶
)

下
さ
る
で
し
ょ
う
。
」

「
す
べ
て
を
よ
く
、
十
分
に
考
察
し
た
結
果
、
か
か
る
事
態
は
神
の
真
の
裁
き
で
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
:
:
:
フ
ラ
ン
ス
全
体
に
対
す
る
裁

き
で
あ
り
、
王
や
諸
公
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
互
い
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
な
都
市
、
要
塞
や
城
、
村
や
村
落
は
一
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ま
で

続
く
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
反
乱
、
殺
致
、
争
い
、
反
目
が
繰
り
返
さ
れ
、
最
も
身
分
の
高
い
者
か
ら
最
も
低
い
者
ま
で
誰
も
が
襲
わ
れ
、
財
産
を
奪
わ
れ

る
で
し
ょ
う
。
:
:
:
こ
の
戦
争
は
も
う
五
年
終
わ
ら
ず
、
大
部
分
の
貴
族
が
こ
の
戦
争
で
死
に
た
え
、
国
力
は
驚
く
ほ
ど
弱
ま
り
、
弱
体
化
す
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
最
後
に
、

mfわ
が
王
閤
を
愛
し
、
決
し
て
見
捨
て
給
わ
な
い
神
が
御
心
の
ま
ま
に
、
人
間
が
考
え
る
の
と
は
ま
っ
た
く
別
の

主
を
我
々
に
与
え
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。
」

(4) 

ボ
ダ
ン
は
八
八
年
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
を
神
の
最
初
の
直
接
介
入
だ
と
考
え
た
。
そ
れ
故
、
自
ら
も
危
険
な
め
に
あ
っ
た
バ
リ
ケ
ー
ド

ジャ γ ・ボ夕、シの生涯

(
多
く
の
者
は
憎
ん
で
い
る
が
)

の
日
が
「
喜
こ
ば
し
い
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
」
な
の
で
あ
る
。
「
喜
ば
し
い
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日

は
会
山
中
放
な

奔
流
の
よ
う
に
パ
リ
の
最
た
る
塵
芥
ど
も
を
追
っ
払
い
、
す
べ
て
の
町
を
荒
ら
し
ま
わ
る
宮
廷
の
強
盗
ど
も
や
害
虫
ど
も
に
追
撃
を
か
け
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た
0

」
そ
し
て
、
神
の
報
復
た
る
こ
の
戦
争
は
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
か
ら
(
数
え
で
)
六
年
目
(
九
一
一
一
年
)

ま
で
続
き

ノ、

年
と目
予に
言平
し不日
Tこ_ 0) 
o~ 前

ぶ
れ
と
な
る
大
変
革
が
起
き
、
神
が
安
息
を
も
た
ら
す
聖
な
る
数
七
年
目
(
九
四
年
)

に
神
の
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
、

ボ
ダ
ン
は
直
接
の
責
任
者
た
る
ア
ン
リ
三
世
が
神
の
報
復
に
よ
っ
て
「
近
々
、

不
可
避
的
に
」
死
に
、

ヴ
ア
ロ
ワ
家
が
終
わ
る

ま
た
、



説

こ
と
を
予
言
し
た
。
こ
の
こ
と
は
数
の
学
か
ら
も
確
認
さ
れ
、

ア
ン
リ
三
世
は
フ
ラ
ン
ク
最
初
の
王
(
と
、
当
時
信
じ
ら
れ
て
い
た
)

こ
れ
は
王
個
人
に
と
っ
て
も
王
国
に
と
っ
て
も
厄
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

ア
ラ
モ
ン
以
来
六
三
番
目
(
六
三

τ七
×
九
)
の
王
で
あ
り
、

論

ア
ン
リ
三
世
が
暗
殺
さ
れ
、
予
言
が
成
就
す
る
と
、
「
王
の
死
は
人
間
の
裁
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
神
の
御
手
に
よ
る
」
と
し
、
「
投

務
で
危
険
な
暴
君
」
、
ネ
ロ
や
カ
リ
ギ
ュ
ラ
の
よ
う
な
暴
君
の
死
を
神
に
感
謝
し
、
ア
ン
リ
三
世
が

と
を
向
明
け
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ン
リ
三
世
の
王
位
継
承
者
に
つ
い
て
は
、
ボ
ダ
ン
は
神
の
御
心
次
第
だ
と
考
え
た
が
、

『
国
家
論
』

の
警
告
を
無
視
し
た
こ

と
に
か
く
ナ
ヴ
ア

ー
ル
王
ア
ン
リ
以
外
の
者
だ
と
考
え
た
。

リ
ー
グ
が
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
王
位
継
承
に
反
対
し
て
い
る
の
は
、

て
い
な
い
」
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
王
位
継
承
に
神
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
、

と
ボ

ダ
ン

に「
は神
思に
え対
たおす
O~ る

恐
れ
を
も
っ

ボ
ダ
ン
は
神
の
報
復
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
状
況
を
判
断
し
て
お
り
、

l
l従
っ
て
、
そ
の
認
識
方
法
は
神
に
選
ば
れ

た
ご
く
少
数
の
知
恵
者
に
の
み
可
能
な
予
言
で
あ
る
|
|
、
リ
ー
グ
は
こ
の
恐
る
べ
き
正
義
の
神
の
道
具
、
死
刑
執
行
人
に
す
ぎ
ず
、
神

の
正
義
が
こ
の
世
に
実
現
さ
れ
る
ま
で
の
間
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
、
耐
え
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
神
の
報
復
と
い
う
観
点
は
一
方

こ
の
よ
う
に
、

で
ア
ン
リ
一
一
一
世
だ
け
で
な
く
、
神
の
正
義
の
欠
如
し
た
人
聞
の
現
実
一
般
に
対
す
る
激
し
い
批
判
に
駆
り
立
て
、
他
方
で
状
況
追
臨
に

し
、
状
況
が
り

i
グ
に
有
利
な
の
は
神
が
リ
l
グ
を
神
の
正
義
の
欠
如
し
た
人
間
に
対
す
る
鞭
、
死
刑
執
行
人
と
し
て
使
っ
て
い
る
か
ら

リ
ー
グ
の
や
る
こ
と
は
す
べ
て
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
臼
で
あ
れ
、

で
あ
り
、

ア
ン
リ
三
世
の
暗
殺
で
あ
れ
、
神
の
報
復
の
行
為
と
し
て
正
当

化
さ
せ
た
。

八
九
年
三
月
一
一
一
日
に
リ

l
グ
に
つ
く
と
、
秘
密
委
員
会
が
握
る
ラ
ン
の
市
会
は
外
か
ら
の
防
衛
体
制
確
立
を
急
い
だ
。
ド
・
ピ
ュ
イ

ゾ

l
指
揮
す
る
五

O
名
の
軽
騎
兵
と
デ
ュ
・
メ
ニ
ル
指
揮
す
る
一
ニ

O
名
の
火
縄
銃
騎
兵
か
ら
な
る
軍
隊
を
作
り
、
ラ
ン
に
つ
く
よ
う
命
ず

る
文
書
を
持
た
せ
て
、
ラ
ン
地
方
の
町
と
領
主
の
も
と
に
送
り
つ
け
た
。
四
月
八
日
に
バ
ラ
ニ
の
強
力
な
軍
隊
が
ラ
ン
地
方
に
入
っ
て
ク フ
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レ
ピ
の
町
や
農
村
で
略
奪
と
暴
行
の
限
り
を
尽
く
す
と
、
そ
の
作
業
も
順
調
に
進
み
、
バ
一
フ
ニ
が
オ
マ
ル
公
の
待
つ
サ
ン
リ
ス
に
向
け
て

立
つ
一
八
日
ま
で
に
、

ラ
ン
地
方
の
ク

i
シ
や
す
ぐ
に
再
び
国
王
側
に
つ
く
ク
レ
ピ
の
町
を
除
く
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
町
、

ヴ
ェ
ル
マ
ン

ド
ワ
地
方
監
督
官
ラ
・
ボ
ブ
初
め
多
く
の
領
主
が
ラ
ン
に
つ
い
た
。
そ
し
て
、
軍
隊
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
多
大
な
金
(
軍
隊
の
前
払

い
金
一
二
五

O
エ
キ
ュ
、
各
兵
に
月
々
一

O
エ
キ
ュ
、
そ
れ
に
パ
ラ
ニ
の
軍
隊
を
養
っ
た
多
大
な
パ
ン
と
ブ
ド
ウ
酒
)
は
ま
す
ま
す
、
自

発
的
献
金
と
い
う
美
名
の
「
金
持
ち
に
対
す
る
略
奪
」
、

逃
亡
し
た
住
民
の
財
産
没
収
、

修
道
院
の
世
俗
財
産
没
収
、

そ
れ
に
ラ
ン
に
つ

か
な
い
町
や
領
主
に
対
す
る
略
奪
に
頼
っ
て
い
っ
た
。

ラ
ン
の
町
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
以
来
、
秘
密
委
員
会
は
ま
す
ま
す
司
祭
と
民
衆
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
民
衆
は
説

教
師
ジ
ャ
コ
ブ
の
激
越
な
説
教
に
熱
狂
し
、
毎
日
司
祭
や
修
道
士
と
と
も
に
聖
行
進
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
リ
ジ
ャ

l

ル
が

「
醜
悪
な
る
ル
シ
フ
ェ
ル
」
と
恐
れ
る
守
備
隊
兵
ク
ル
ト
な
る
者
を
指
揮
者
と
す
る
武
装
集
団
や
様
々
な
武
装
集
団
を
作
り
、
総
督
と
二

五
名
の
囚
人
の
虐
殺
を
企
て
、
彼
ら
の
破
門
の
儀
式
を
と
り
行
な
い
、
王
党
派
の
疑
い
あ
る
者
を
監
視
し
、
そ
の
財
産
を
略
奪
し
、
あ
る

場
合
に
は
教
会
の
牢
獄
に
投
獄
し
た
り
、
虐
殺
す
る
こ
と
ま
で
し
て
い
た
。
リ
シ
ャ
l
ル
の
よ
う
な
金
持
ち
は
危
険
で
、
彼
は
「
誰
も
信

用
で
き
な
い
時
代
」
「
こ
の
不
幸
な
時
代
」
を
嘆
き
な
が
ら

用
心
深
く
毎
日
聖
行
進
に
加
わ
り
、

そ
の
時
々
に
五

O
エ
キ
ュ
、
六

O
エ

凶

キ
ュ
と
課
さ
れ
る
自
発
的
献
金
と
い
う
名
の
略
奪
に
応
じ
て
い
た
。
ボ
ダ

γ
も
四
月
二
八
日
に
、
下
級
執
達
吏
の
ジ
ャ
ン
な
る
者
に
よ
っ

ジャ γ ・ボダγの生涯

て
嫌
疑
を
受
け
た
。
ラ
ン
の
町
が
リ
ー
グ
に
つ
く
以
前
の
一
月
二
八
日
に
、

ア
ン
リ
三
世
の
名
前
の
も
と
に
作
成
し
て
い
た
訴
状
の
釈
明

ボ
ダ

γ
は
「
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
王
兼
ポ
ー
ラ
ン
ド
壬
ア
ン
リ
」
の
権
威
に
よ
っ
て
命
令
を
発
し
た

こ
と
は
一
度
も
な
く
、
王
国
総
代
官
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
権
威
に
よ
っ
て
命
令
を
発
し
て
お
り
、
訴
状
を
書
き
変
え
る
と
釈
明
し
、
許
さ
れ

わ
a

↑
民
衆
の
聞
に
強
力
な
党
派
を
築
い
て
い
た
ラ
ピ
ッ
シ
ュ
や
ク
ル
ト
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
、
司
教
、
サ
ン
・
ヴ
ア

を
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ン
サ
ン
修
道
院
長
初
め
秘
密
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
「
疑
わ
し
い
者
」
と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
て
い
た
。
官
職
を
自
分
た
ち
の
間
で
独
占
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し
、
囚
人
を
い
つ
ま
で
も
処
刑
せ
ず
、

王
党
派
の
疑
い
あ
る
者
を
厳
し
く
追
及
せ
ず
、
そ
の
兄
弟
が
国
王
軍
に
い
る
ブ
シ
ア
ヴ
ア
ン
ヌ
を

総
督
に
据
え
よ
う
と
し
、

四
月
一
九
日
に
は
彼
ら
の
襲
撃
に
よ
っ
て
危
険
に
な
っ
た
総
督
を
安
全
に
そ
の
領
地
ま
で
送
り
と
ど
け
た
こ
と

論

に
対
す
る
不
満
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
疑
わ
し
い
者
を
一
網
打
尽
に
す
べ
き
、

ス
ペ
イ
ン
の
異
端
審
問
の
導
入
の
主
張
が
入
れ
ら
れ
な

い
不
満
も
あ
っ
た
。
四
月
末
に
は
、
彼
ら
は
秘
密
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
初
め
四
、

五
百
名
の
王
党
派
の
疑
い
あ
る
者
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
再
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
を
訴
え
、
秘
密
委
員
会
と
武
装
し
て
対
立
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

五
月
八
日
に
、
ラ
・
ヌ
!
の
軍
隊
が
ス
ダ
ン
に
結
集
し

ラ
ン
の
町
に
お
け
る

ラ
ン
の
方
に
向
っ
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
く
と

リ
ー
グ
の
内
部
対
立
は
外
か
ら
の
脅
威
に
よ
っ
て
お
さ
ま
っ
た
。
パ
リ
高
等
法
院
の
コ
ミ
セ

l
ル
の
仲
裁
で
和
解
が
な
り
、
翌
九
日
に
共

通
の
敵
に
協
力
し
て
あ
た
る
こ
と
、

そ
れ
に
違
反
す
る
者
に
は
一

O
O
エ
キ
ュ
の
罰
金
を
科
す
旨
、
町
の
す
べ
て
の
四
辻
に
張
り
出
さ
れ

た
。
再
び
激
し
い
戦
争
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。
ブ
ロ
ワ
の
行
為
の
思
わ
ぬ
結
果
に
征
然
自
失
し
て
い
た
ア
ン
リ
一
一
一
世
も
、

マ
イ
エ
ン

ヌ
公
が
妥
協
の
交
渉
に
応
じ
な
い
ば
か
り
か
、

ト
ヮ
l
ル
に
近
い
シ
ャ
ト
l
ル
ノ
ま
で
侵
攻
し
、
民
衆
蜂
起
と
呼
応
し
て
ト
ヮ
l
ル
占
領

の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
る
の
を
知
る
と
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
と
和
解
す
る
以
外
に
道
が
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
も
三
月
四

日
の
宣
言
で
、

ア
ン
リ
三
世
に
和
解
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

四
月
三
日
に
和
解
の
同
意
が
な
り
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
は

ユ
グ
ノ

l
軍
を
ア
ン
リ
一
一
一
世
に
仕
え
さ
せ
、

そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
デ
コ
プ
レ
シ
H

モ
ル
ネ
が
そ
の
総
督
に
任
命
さ
れ
る
ソ
ミ
ュ

l
ル
の

町
を
手
に
入
れ
た
。
四
月
三

O
日
に
二
人
の
王
が
プ
レ
シ

H

レ
H
ト
ヮ

l
ル
で
会
見
し
、
遂
に
和
解
が
成
立
し
、
連
合
軍
は
パ
リ
に
向
け

て
進
撃
を
開
始
し
た
。

ロ
ン
グ
ヴ
ィ
ル
公
と
ラ
・
ヌ
ー
は
オ
マ
ル
公
、

オ
マ
ル
公
の
後
任
の
パ
リ
市
総
督
メ

l
ン
ヴ
ィ
ル
、

そ
れ
に
パ
ラ

ニ
が
包
囲
す
る
、
再
び
国
王
側
に
つ
い
た
パ
リ
防
衛
の
拠
点
サ
ン
リ
ス
に
向
け
て
進
撃
し
、

モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
、
プ
リ

サ
ク
伯
の
い
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
向
け
て
、

コ
リ
ニ

l
の
息
子
の
シ
ャ
チ
ヨ
ン
は
シ
ャ
ル
ト
ル
に
向
け
て
進
撃
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後

を
ア
ン
リ
三
世
、

ナ
ヴ

7
1
ル
王
の
主
力
軍
が
ま
っ
す
ぐ
パ
リ
に
向
け
て
進
撃
を
開
始
し
た
。
人
々
や
、

主
力
軍
は
国
王
顧
問
サ

γ
シ
が
連
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れ
て
来
た
一
万
数
千
の
ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ
傭
兵
を
加
え
、
多
く
の
貴
族
も
国
王
側
に
つ
い
て
、
一
二
万
に
も
ふ
く
れ
、
軍
事
状
況
は
逆
転
し

て
い
た
。

二
門
の
大
砲
に
守
ら
れ
た
丘
の
町
ラ
ン
で
は
、
市
会
は
城
壁
の
強
化
に
あ
た
り
、
そ
の
た
め
の
金
二

O
O
エ
キ
ュ
を
市
民
に
課
し
、

ラ
・
ヌ
!
の
軍
隊
に
呼
応
し
て
内
部
か
ら
の
反
乱
が
起
き
な
い
よ
う
、
二
五
名
の
囚
人
と
疑
わ
し
い
者
の
監
視
を
強
め
た
。
激
し
い
対
立

の
あ
っ
た
総
督
に
は
、
防
衛
体
制
確
立
の
必
要
か
ら
、
ラ
ビ
ッ
シ
ュ
が
お
れ
て
、
ブ
シ
ア
ヴ
ア
ン
ヌ
を
招
く
こ
と
に
し
、

オ
マ
ル
公
、

五
月
一
一
日
に
ラ
・
ヌ

l
の
軍
隊
が
ラ
ン
の
町
を
素
通
り
し
、

ン
グ
ヴ
ィ
ル
公
の
待
つ
ラ
・
フ
ェ
ー
ル
に
向
う
と
、
リ
ー
グ
の
戦
勝
祈
願
の
説
教
と
聖
行
進
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
リ
ス
の

戦
い
の
結
果
は
、
ま
ず
一
九
日
に
、
戦
場
と
な
っ
た
サ
ン
リ
ス
の
近
く
の
村
か
ら
流
れ
て
き
た
百
姓
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
リ
ー
グ
軍

イ
エ
ン
ヌ
公
に
そ
の
任
命
を
嘆
願
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

の
敗
北
と
解
っ
た
。
翌
二

O
日
に
は
正
獲
な
知
ら
せ
が
届
き
、

メ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
は
死
に
、

オ
マ
ル
公
、
パ
ラ
ニ
は
負
傷
し
、

リ
ー
グ
の
大

軍
が
潰
走
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
サ
ン
リ
ス
で
の
敗
北
、

そ
れ
に
続
く
強
大
な
国
王
軍
の
パ
リ
接
近
の
知
ら
せ
は
リ
l
グ、

と
く
に

そ
の
国
王
官
職
保
有
者
た
る
指
導
部
を
恐
怖
に
陥
れ
た
。
リ
ー
グ
の
指
導
部
は
「
も
は
や
時
は
失
な
わ
れ
た
」
と
信
じ
、
長
官
ド
フ
ェ

l

ル
は
秘
密
委
員
会
の
集
会
を
禁
止
し
、
パ
リ
高
等
法
院
の
コ
ミ
セ

l
ル
は
二
五
名
の
囚
人
を
釈
放
し
、
パ
リ
に
帰
る
こ
と
を
主
張
し
、
市

凶

会
は
王
党
派
の
疑
い
あ
る
者
の
財
産
没
収
を
禁
止
し
、

一
八
名
の
囚
人
の
釈
放
を
認
め
、
残
り
の
代
官
マ
ル
タ
ン
以
下
七
名
の
囚
人
も
パ

ジャ γ ・ボダγの生涯

五
月
二
九
日
に
は
指
導
者
た
る
ド
フ
ェ
ー
ル
が
親
戚
の
国
王
官
職
保
有
者
た
ち

と
と
も
に
ラ
ン
の
町
か
ら
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
に
、
厳
し
い
監
視
体
制
が
し
か
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
数
名
の
国
王
官
職
保

リ
に
連
れ
て
帰
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

有
者
が
続
き
、
憲
兵
司
令
官
っ
き
警
吏
や
守
備
隊
、
軍
隊
か
ら
も
脱
走
者
が
続
い
た
。
先
に
リ
ー
グ
に
つ
い
た
ク
レ
ピ
や
グ

l
シ
の
町
、

グ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
地
方
監
督
官
ラ
・
ボ
ブ
や
地
方
貴
族
も
国
王
の
処
罰
を
恐
れ
て
国
王
側
に
つ
き
、
ラ
・
フ
ェ
ー
ル
の
町
と
と
も
に
ラ
ン

に
敵
対
し
た
。
国
王
側
に
攻
撃
さ
れ
て
い
た
リ
l
グ
の
町
マ
ル
ル
か
ら
は
援
軍
を
求
め
て
き
た
が
、
援
軍
を
送
る
、
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ てrロ
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説

た
。
民
衆
は
相
変
わ
ら
ず
ジ
ャ
コ
ブ
の
説
教
に
熱
狂
し
、
司
祭
や
修
道
士
と
と
も
に
聖
行
進
を
繰
り
返
し
、
市
会
の
命
令
を
無
視
し
て
疑

わ
し
い
者
を
襲
い
、
そ
の
財
産
を
略
奪
し
て
競
売
に
付
し
て
い
た
が
、
指
導
部
は
も
は
や
機
能
し
な
か
っ
た
。

ボ
ダ
ン
も
ラ
ン
の
町
が
防
衛
上
の
有
利
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
国
王
側
に
征
服
さ
れ
、
生
命
や
自
由
、
財
産
、
官
職
を
失
な
う
だ
ろ
う
と
恐

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
王
側
に
つ
く
つ
も
り
は
な
く
、
リ
ー
グ
の
拠
点
パ
リ
、
そ
の
銀
行
業
と
洋
乱
さ
の
た
め
に
危
険
だ
が
、
神
に
対

す
る
恐
れ
、
貧
し
い
者
・
不
具
者
に
対
す
る
慈
悲
、
公
正
な
正
義
の
三
点
で
神
に
守
ら
れ
、
決
し
て
征
服
さ
れ
な
い
と
信
じ
た
町
パ
リ
に

逃
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
ボ
ダ
ン
は
決
し
て
状
況
の
強
制
だ
け
か
ら
リ
l
グ
を
支
持
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
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論

も
は
や
ア
ン
リ
一
一
一
世
の
勝
利
は
確
実
だ
と
思
わ
れ
た
。
サ
ン
リ
ス
で
の
勝
利
に
続
い
て
、

ヌ
ヴ
ァ
ル
で
サ
ヴ
ェ

l
ズ
の
箪
隊
を
破
り
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
そ
ン
パ
ン
シ
エ
公
が
ブ
リ
サ
ク
の
農
民
軍
を
破
り
、
多
く
の
貴
族
が
国

王
側
に
つ
き
、
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
逃
げ
帰
っ
た
パ
リ
の
町
は
四
万
の
国
王
軍
が
包
囲
し
て
い
た
。
一
六
人
委
員
会
が
握
る
パ
リ
の
町
は
、

逃
げ
腰
で
、
頼
り
に
な
ら
な
い
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
い
ら
だ
ち
、
食
料
欠
乏
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
慎
重
な
レ
ト
ワ

l
ル
ま
で
含
む
一
ニ

O

シ
ャ
チ
ヨ
ン
は
シ
ャ
ル
ト
ル
の
近
く
の
ボ

l

O
名
も
の
ポ
リ
チ

l
グ
を
投
獄
し
l
i
l
ポ
リ
チ

I
グ
の
方
も
、

そ
れ
が
リ
ー
グ
に
協
力
し
な
か
っ
た
こ
と
の
証
し
に
な
る
と
し
て
、
喜
ん

で
投
獄
さ
れ
た
が
|
|
ヘ
二
四
時
間
防
衛
体
制
で
持
ち
こ
た
え
て
い
た
。
し
か
し
、
パ
リ
が
陥
ち
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は

武
力
を
用
い
ず
に
パ
リ
を
と
り
た
い
と
す
る
二
人
の
王
の
意
図
に
よ
っ
て
遅
れ
て
い
た
が
、
遂
に
七
月
末
に
パ
リ
の
武
力
征
服
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
知
ら
せ
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
の
城
内
か
ら
、
一
人
の
若
い
ド
ミ
ニ
コ
会
土
、
が
、
バ
ス
チ
ー
ユ
に
投
獄
さ
れ
て
い
る
高
等
法
院

首
席
長
官
ア
ル
レ
の
手
紙
を
も
っ
て
王
の
キ
ャ
ン
プ
を
訪
れ
、

柄
引
八
月
一
日
に
ア
ル
レ
の
秘
密
の
伝
言
を
伝
え
る
と
称
し
て
王
と
二
人
だ

け
に
な
る
と
、

ナ
イ
フ
で
切
り
つ
け
た
。
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ク
レ
マ
ン
は
そ
の
場
で
切
り
殺
さ
れ
、
火
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の
灰
は
セ

i
ヌ
川

に
捨
て
ら
れ
た
が
、

ヴ
ア
ロ
ワ
家
最
後
の
王
ア
ン
リ
三
世
は
そ
の
傷
が
も
と
で
八
月
三
日
に
死
ん
だ
。
パ
リ
中
が
こ
の
知
ら
せ
に
狂
喜
し

た
。
奇
跡
が
起
っ
た
。
暴
君
が
死
に
、

リ
ー
グ
は
救
わ
れ
た
。
説
教
師
は
か
の
神
の
霊
感
を
受
け
た
殉
教
者
を
称
え
、
殉
教
者
の
肖
像
は



の

モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
夫
人
は
殉
教
者
の
母
親
と
思
わ
れ
る
百
姓
女
に
祝
宴
を
は
っ
た
。
ブ

l
シ
ェ
は
書
き
あ
げ
た
ば
か
り

ア
ン
リ
三
世
に
対
す
る
武
力
抵
抗
権
論
が
実
現
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
急
い
で
異
端
の
ア
ン
リ
・
ド
・
ナ
ヴ
ァ

l
ル
に
対

ロ
ッ
サ
エ
ウ
ス
な
る
者
は
ア
ン
リ
一
一
一
世
暗
殺
の
興
奮
の
う
ち
に
、
誰
で
も
教
会
が
異
端
と
宣
告
し
て
い
る
ア
ン

い
や
義
務
を
も
っ
と
論
じ
た
。

市
中
に
あ
ふ
れ
、

す
る
議
論
を
付
け
加
え
、

リ
・
ド
・
ナ
ヴ
7
1
ル
を
暗
殺
す
る
権
利
、

ア
ン
リ
三
位
の
後
を
継
い
だ
の
は
ア
ン
リ
三
位
と
は
対
称
的
な
、
ユ
グ
ノ
!
の
ナ
ヴ
ァ
!
ル
王
ア
ン
リ
で
あ
っ
た
。
ア
ン
リ
三
世
が
人

生
を
苦
し
む
繊
細
な
教
養
人
、
反
宗
教
改
革
に
深
く
魅
せ
ら
れ
た
修
道
土
だ
と
す
れ
ば
、
人
生
を
楽
し
む
野
育
ち
の
騎
士
、
カ
ル
グ
ィ
ニ

ズ
ム
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
な
い
政
治
家
の
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
り
で
あ
っ
た
。
ア
ン
リ
回
世
は
八
月
四
日
に
即
位
の
宣
言
を
発
し
、
ボ
リ

チ
ー
ク
の
支
持
を
と
り
つ
け
る
た
め
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
を
保
護
し
、
宗
教
問
題
解
決
の
た
め
に
六
カ
月
以
内
に
全
キ
リ
ス
ト
教
国
宗
教
会

議
か
全
国
宗
教
会
議
を
召
集
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
ラ
・
ヌ

l
、
シ
ャ
チ
ヨ
ン
、
デ
ュ
プ
レ
シ
H

モ
ル
ネ
は
王
の
も
と
に
残
っ
た
が
、

ラ
・
ト
レ
モ
ワ

l
ル
は
、

ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
接
近
し
、

ユ
グ
ノ
ー
に
は
支
配
地
域
で
し
か
礼
拝
の
自
由
も
官
職
に
つ
く
権

利
も
認
め
な
い
王
に
疑
い
と
不
満
を
抱
き
、

ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
と
ポ
ワ
テ
ュ
の
軍
隊
を
連
れ
て
去
っ
て
い
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
貴
族

は
、
国
王
の
改
宗
を
条
件
に

ロ
ン
グ
グ
ィ
ル
公

オ
モ
ン
元
帥
と
残
っ
た
が
、

モ
ン
パ
シ
シ
エ
公
、

コ
ン
チ
公
、

ピ
ロ
ン
元
帥
、

(4.) 

ル
ノ
ン
公
、

ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
公
、
国
璽
尚
書
モ
シ
ト
ロ
ン
は
異
端
の
王
の
も
と
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。
行
政
府
の
あ
る
ト
ゥ

l
ル
で
は
、

ジャシ・ボダνの生涯

と
こ
の
グ
ア
ン
ド

l
ム
枢
機
卿
が
異
端
の
王
を
認
め
な
い
ア
ン
リ
一
一
一
世
の
廷
臣
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
「
第
三
の
党
派
」
を
作
り
、
五
位

ユ
グ
ノ
!
が
疑
っ
て
い
た
よ
う
に
、
改
宗
し
て
国
民
と

を
ね
ら
う
工
作
を
始
め
て
い
た
。
ア
ン
リ
四
世
は
、

モ
ン
テ

l
ニ
ュ
が
見
抜
き
、

和
解
す
る
用
意
は
あ
っ
た
が
、
今
内
外
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
を
失
う
こ
と
は
自
殺
行
為
で
あ
っ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
は
た
だ
ち
に
二

O

万
ポ
ン
ド
の
銀
貨
、

七
万
ポ
ン
ド
の
火
薬
と
弾
薬
、

そ
れ
に
ウ
ィ
ロ
ピ
ィ
卿
率
い
る
四

0
0
0
の
軍
隊
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。

四
万
も
い
た
国
王
軍
は
半
分
に
減
っ
て
し
ま
い
、

ア
ン
リ
四
世
は
八
日
に
七

0
0
0
の
軍
隊
を
率
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
援
助
を
受
け
に
デ

ニ乙

-J¥  L 、
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説

ィ
エ
ッ
プ
へ
向
け
て
出
発
し
、
残
り
の
部
隊
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
援
軍
に
道
を
聞
け
る
た
め
に
シ
ャ
ン
パ

l
ニ
ュ
に
向
け
て
出
発
さ
せ
た
。

国
王
側
が
分
裂
し
た
な
ら
ば
、

八
月
五
日
に
、
囚
わ
れ
の
プ
ル
ボ

リ
ー
グ
側
も
分
裂
し
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
王
国
総
代
官
と
し
て
、

論

ン
枢
機
卿
を
シ
ャ
ル
ル
一

O
肢
と
宣
言
し
、
過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
の
再
統
合
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
年
老
い
た
囚
わ
れ
の
ジ

ャ
ル
ル
一

O
世
(
翌
九
O
年
五
月
八
日
死
亡
〉
が
当
座
の
飾
り
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
自
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
リ
ー
グ
の
諸
公
は
行
動
を
開
始

し
た
。
ア
ン
リ
三
世
の
義
兄
に
あ
た
る
ロ
レ

l
ヌ
公
は
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
、
ト
ゥ
!
ル
を
占
領
し
、
息
子
の
ア
ン
リ
に
王
位
を
求
め
、
そ
れ
が

駄
目
で
も
シ
ャ

γ
パ
l
ユ
ュ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
ね
ら
っ
た
。
ア
ン
リ
一
一
一
世
の
叔
父
に
あ
た
る
サ
ヴ
ォ
ワ
公
は
王
位
を
主
張
し
、

プ
ロ
ヴ

ア
ン
ス
に
侵
入
し
て
き
た
。
ア
ン
リ
一
一
一
世
の
義
弟
た
る
メ
ル
ケ

i
ル
公
は
ブ
ル
タ

l
ニ
ュ
で
独
立
の
公
国
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。

て
、
ア
ン
リ
三
世
の
義
兄
に
あ
た
る
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ェ
リ
ー
ベ
二
世
は
、
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
と
フ
ラ
ン
ス
の
両
面
作
戦
で
ネ
l
デ
ル
ラ
ン

ト
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
る
パ
ル
マ
公
や
国
王
顧
問
イ
デ
ィ
ア
ケ
ス
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
を
決
定
し

シ
ャ
ル
ル
一

O
世
生
存
中
は
自
分
を
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
保
護
者
に
任
命
す
る
こ

と
、
そ
し
て
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
死
後
、
娘
の
イ
サ
ベ
ル
と
結
婚
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
公
爵
を
王
位
に
つ
け
、
婚
資
金
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
ル
と

た
。
フ
ェ
リ
ー
ベ
は
大
使
の
メ
ン
ド

l
サ
を
通
じ
て
、

フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
を
与
え
る
こ
と
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

八
五
年
に
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
の
破
門
と
王
位
継
承
権
否
認

エ
タ

l
ノ
枢
機
卿
を
送
っ
て
、

リ
ー
グ
に
対
す
る
て
こ
入
れ
を
や
め
、
法
皇
特
使
ガ

フ
ラ
ン
ス
に
平
和
を
も
た
ら
す
よ
う
説
得
さ
せ
た
|
|
ベ
ラ
ル
ミ

l
ノ
を
伴
つ

を
行
っ
た
法
皇
シ
ク
ス
ト
ー
ソ
ス
五
世
は
す
ぐ
に
ス
ペ
イ
ン
の
勢
力
強
化
を
恐
れ
て
、

ア
ン
リ
四
世
に
改
宗
し
、

て
パ
り
に
や
っ
て
来
た
ガ
エ
タ

l
ノ
の
方
は
法
皇
の
命
に
反
し
て
、

リ
ー
グ
に
て
こ
入
れ
す
る
が
|
|
。
同
じ
く
ス
ペ
イ
ン
の
勢
力
強
化

を
恐
れ
る
、

イ
タ
リ
ア
唯
一
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
残
光
を
残
し
た
自
由
都
市
国
家
ヴ
ェ
ニ
ス
も
法
阜
の
保
護
の
も
と
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
国
で

唯
一
ア
ン
リ
四
世
を
認
め
、
法
皇
と
ア
ン
リ
四
肢
の
仲
介
に
あ
た
ろ
う
と
し
た
。

そ
し
て
、
パ
リ
で
は
、

一
六
人
委
員
会
は
、
も
と
も
と
兄
ギ

1
ズ
公
の
よ

一
六
人
委
員
会
と
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
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そ

し



う
に
は
人
気
が
な
く
、
太
り
す
ぎ
で
、
動
作
の
鈍
い
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
不
信
感
を
も
っ
て
お
り
、
パ
リ
の
金
を
浪
費
し
て
軍
事
的
敗
北
続

き
で
、
高
等
法
院
を
拠
点
と
す
る
ポ
リ
チ
ー
ク
を
弾
圧
し
な
い
こ
と
に
ま
す
ま
す
不
満
を
募
ら
せ
、
ス
ペ
イ
ン
に
接
近
し
だ
し
た
。
シ
ャ

ル
ル

-
O世
の
即
位
に
よ
っ
て
再
び
王
権
の
機
関
と
な
っ
た
パ
リ
高
等
法
院
は
王
権
に
よ
る
秩
序
回
復
に
乗
り
出
し
、
王
権
に
対
す
る
破

王
権
の
承
認
な
し
に
勝
手
に
集
会
を
も
ち
、
財
産
を
没
収
し
、
襲
撃
・
投
獄
す

壊
分
子
と
考
え
る
一
六
人
委
員
会
に
対
決
し
、
九
月
に
、

る
こ
と
を
禁
止
す
る
決
定
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、

一
六
人
委
員
会
は
彼
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
捕
え
ら
れ
れ
ば
高
等
法
院
を
脅
し
て
釈
放

さ
せ
、

一
一
月
に
は
高
等
法
院
長
官
，
フ
ラ
ン
ク
メ
ニ
ル
を
投
獄
し
、
見
せ
し
め
に
社
会
階
層
の
低
い
五

O
名
近
く
の
ポ
リ
チ
l
ク
を
一
処
刑

し
、
パ
リ
を
支
配
し
て
い
る
の
が
彼
ら
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
つ
け
た
。
そ
し
て
、

一
六
人
委
員
会
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
ポ
リ
チ

l
ク
の
拠

点
た
る
パ
リ
高
等
法
院
を
粛
清
し
て
、
「
熱
烈
な
良
き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」
た
る
彼
ら
に
代
え
、

U
Y

ヤ

Y
プ
ル

-
F
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ス

ら
か
ら
な
る
か
つ
て
の
火
刑
裁
判
所
「
粛
清
法
院
」
の
設
立
を
求
め
、

全
般
的
ポ
リ
チ
l
ク
粛
清
の
た
め
に
彼

ス
ペ
イ
ン
と
の
同
盟
の
強
化
を
求
め
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
同
公
は

一
六
人
委
員
会
と
パ
リ
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
そ
の
不
法
行
為
に
は
目
を
つ
む
っ
た
が
、

者
の
指
導
者
で
は
な
く
、
国
王
代
理
で
あ
り
、

シ
ャ
ル
ル
一

O
世
の
即
位
に
よ
っ
て
も
は
や
反
乱

一
六
人
委
員
会
の
統
治
へ
の
介
入
を
認
め
る
つ
も
り
は
な
く
、

二
一
月
に
総
評
議
会
を
廃

止
し
Tこ。

性)

暴
君
に
対
す
る
「
天
の
一
撃
」
と
異
端
の
「
ベ
ア
ル
ン
人
し
退
散
の
知
ら
せ
が
八
月
一

O
Bす
ぎ
に
届
く
と
、
ラ
ン
の
町
は
歓
喜
し
、

ジャ γ ・ボダYの生涯

祝
宴
を
は
っ
た
o

リ
シ
ャ
!
ル
の
よ
う
な
リ
ー
グ
に
反
対
の
者
も
、
疑
わ
れ
な
い
よ
う
に
祝
宴
に
加
わ
り
、
笑
っ
た
o

ボ
ダ
ン
は
彼
の
予

言
が
成
就
す
る
と
、
「
校
摘
で
危
険
な
暴
君
」
の
死
を
神
に
感
謝
し
、
ア
ン
リ
三
世
が
『
国
家
論
』
の
警
告
を
無
視
し
た
こ
と
を
噌
っ
た
。

ア
ン
リ
一
一
一
世
の
王
位
継
承
者
に
つ
い
て
は
、
ボ
ダ
ン
は
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
(
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
)
を
支
持
し
た
。
こ
れ
は
神
の
介
入
と

い
う
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
ま
た
リ
ー
グ
の
理
論
に
同
意
し
た
か
ら
で
も
決
し
て
な
い
。
確
か
に
ボ
ダ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
る
こ
と

そ
れ
だ
け
が
諸
公
と
都
市
の
支
持
を
可
能
に
し
、
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
を
重
視
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
る
こ

が
伝
統
で
あ
り
、

北法30(4・61)743



説

と
が
王
国
基
本
法
だ
と
か
、
三
部
会
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
る
新
し
い
王
を
選
出
で
き
る
な
ど
、
認
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て

フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
が
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
八
世
に
勝
利
し
た
三
世
紀
近
く
も
背
に
解
決
済
み
だ
と
考
え
る
、
法
皇
至
上
主
義
に
よ
る
介

ゃ、

言命

入
な
ど
認
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
し
、

ま
た
、

サ
リ
カ
法
の
枠
を
は
ず
し
て
、

ア
ン
リ
三
世
か
ら
(
女
系
で
)
何
親
等
か
を
論
ず
る
リ

北法30(4・62)744

ー
グ
の
諸
公
の
主
張
な
ど
認
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
、

王
位
継
承
の
王
国
基
本
法
は
あ
く
ま
で
も
サ
リ
カ
法
に
基

づ
く
法
的
制
度
で
あ
り
、

王
位
は
父
系
で
最
も
近
い
男
性
、
兄
弟
で
は
長
子
に
、
世
襲
権
に
よ
っ
て

(
相
続
権
で
は
な
く
、
従
っ
て
分
割

で
き
な
い
)
自
動
的
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
問
題
の
叔
父
と
甥
で
は
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

ボ
ダ
ン
は
ラ
テ
ン
語
版
の
『
国
家
論
』
で
こ
う
解
決
し
て
い
た
。
直
系
の
世
襲
の
場
合
に
は
、

父
世
襲
権
の
概
念
を
使
う
法
学
者
の
多
数
意
見
に
従
っ
て
、
長
子
の
息
子
た
る
甥
が
優
先
す
る
。
し
か
し
、
傍
系
の
場
合
に
は
、
父
が
も

っ
て
い
な
い
権
利
の
代
父
世
襲
権
な
ど
あ
り
え
ず
、
そ
の
一
族
の
長
が
世
襲
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
父
系
で
何
代
目
か
が
問
題
で
、
叔

父
は
常
に
甥
よ
り
一
代
早
い
の
で
、
叔
父
が
優
先
す
る
、
と
。
ブ
ル
ボ
ン
家
の
王
位
継
承
は
傍
系
の
場
合
で
あ
り
、
従
っ
て
聖
王
ル
イ

か
ら
何
代
目
か
が
問
題
で
あ
り
、
プ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
は
ご
三
代
目
」
(
実
際
は
九
代
目
)
、

一
応
ロ

l
マ
法
の
代

既
に
見
た
よ
う
に
、

(
ル
イ
九
世
)

ナ
、
ヴ
ァ

l
ル
王
ア
ン
リ
は

「
一
四
代
目
」
で
あ
り
、
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
が
王
位
継
承
権
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
代
父
世
襲
権
論
に
よ
っ
て
ナ
ヴ
7
1
ル
王
の
王
位

継
承
権
を
主
張
し
て
い
る
連
中
は
、
ボ
ダ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
法
と
理
性
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
、

も
っ
て
利
益
や
昇
進
を
期
待
し
て
い
る
」
輩
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
宗
教
の
公
爵
を
王
位
に
つ
け
、

但
し
、

ボ
ダ
ン
も
年
老
い
た
囚
わ
れ
の
や
フ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
(
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
)
が
当
座
の
飾
り
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、

ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
が
世
襲
権
を
放
棄
し
、

が
七
六
年
の
ブ
ロ
ワ
の
三
部
会
で
会
い
、
そ
の
寛
容
王
令
の
存
続
と
平
和
の
主
張
に
好
感
を
も
っ
た
そ
ン
パ
ン
シ
エ
公
が
王
位
を
継
承
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
。
ブ
ル
ボ
ン
叙
機
卿
が
死
ね
ば
ナ
ヴ
7
1
ル
王
ア
ン
リ
が
王
位
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
、
リ
ー
グ
の
総
評
議
会
も

聖
王
ル
イ
か
ら
同
じ
ご
三
代
目
」
の
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
(
ル
イ
二
世
)
、

ボ
ダ
ン



モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
に
同
意
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

そ
の
旨
プ
リ
ソ
ン
に
書
き
送
っ
た
。
し
か
し
、

で
い
る
こ
と
を
そ
の
後
知
り
、
平
和
の
機
会
が
遠
の
い
た
こ
と
を
嘆
い
た
。

モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
が
既
に
死
ん

か
く
し
て
、
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
、
当
座
の
飾
り
た
る
プ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
(
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
)
の
後
は
困
難
な
問
題
と
な
り
、
神
の
介

入
と
王
国
基
本
法
の
二
つ
の
観
点
に
引
き
裂
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
一
方
で
、
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
を
シ
ャ
ル
ル
マ

l

ニ
ュ
の
よ
う
な
、
神
の

保
護
を
う
け
た
「
宗
教
と
国
家
の
保
護
者
」
と
称
賛
し
、
マ
イ
エ
シ
ヌ
公
が
三
部
会
で
王
に
選
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
神
託
と
し
て
受
け

入
れ
る
用
意
が
あ
っ
た
。
他
方
で
、
ナ
ヴ

7
1
ル
王
ア
ン
リ
が
改
宗
し
、
諸
公
や
都
市
と
和
解
し
て
平
和
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
受
け
入

れ
る
用
意
が
あ
っ
ね
「
し
か
し
、
誰
が
王
位
を
継
ぐ
か
よ
り
も
、
と
に
か
く
内
戦
が
終
結
し
、
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
の
方
に
関
心
が
移
っ

て
い
た
。
神
の
報
復
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
現
実
を
み
て
い
た
ボ
ダ
ン
も
、
直
接
の
責
任
者
た
る
暴
君
ア

γ
リ
三
世
に
対
す
る
神
の
報
復

が
終
っ
た
以
上
、
神
の
正
義
の
実
現
と
い
う
観
点
は
弱
ま
り
、

そ
れ
と
同
時
に
外
国
、

と
く
に
世
界
最
強
と
恐
れ
る
ス
ペ
イ
ン
の
介
入
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
戦
に
強
い
危
機
意
識
、
平
和
へ
の
強
い
願
望
を
抱
き
だ
し
た
。
九

O
年
前
半
に
は
、
無
断
で
出
版
さ
れ
た

手
紙
に
ふ
れ
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
も
し
そ
れ
ら
の
手
紙
が
こ
の
ま
っ
た
く
残
酷
な
戦
争
に
正
し
く
て
宰
わ
せ
な
解
決
策
を
も
た
ら

す
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
書
く
こ
と
し
か
し
な
い
で
し
ょ
う
o

イ
ン
ク
が
な
く
な
れ
ば
、
私
の
血
で
書
く
で
し
ょ

h
r
そ
し
て
、
「
外
国
人

性)

の
餌
食
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
君
主
政
体
の
再
建
が
不
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

ま
す
ま
す
危
機
意
識
を
募
ら
せ
て
ゆ
く
こ

ジャ γ ・ポダγの生涯

と
に
な
る
。

リ
ー
グ
の
指
導
部
は
解
体
状
況
で
、
金
は
な
く
、
軍
隊

五
人
の
騎
兵
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
。
ボ
ダ
ン
も
ラ
ン
の
町
が
防
衛
上
の
有
利
さ
に
も
拘
わ
ら
、
ず
、
国

ラ
ン
の
町
は
暴
君
に
対
す
る
「
天
の
一
撃
」
に
歓
喜
し
て
い
た
が
、

し
か
し
、

北法30(4・63)745

は
一
回
、

王
側
に
征
服
さ
れ
、
生
命
や
自
由
、
財
産
、
官
職
を
失
う
だ
ろ
う
と
恐
れ
、
パ
リ
に
逃
げ
る
こ
と
を
考
え
続
け
て
い
た
。
ラ
シ
の
ま
わ
り

シ
ョ

l

ニ、

ク

l
シ、

サ
ン
・
ゴ
パ
ン
と
い
っ
た
町
と
リ
l
グ
側
に
つ
く
ラ
ン
ス
、

で
は
、
国
王
側
に
つ
く
ク
レ
ピ
、
ラ
・
フ
ェ
ー
ル



説

ヴ
ァ
イ
イ
、

ピ
ェ

l
ル
ポ
ン
と
い
っ
た
町
、
が
、
各
々
の
町
で
四
、

ソ
ワ
ソ
ン
、

五

O
名
の
軍
隊
を
も
っ
て
小
競
合
、
略
奪
合
戦

マ
ル
ル
、

論

を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
八
月
二
一
日
に
は
、
ラ
ン
の
町
は
ク
レ
ピ
の
軍
隊
指
揮
官
ラ
・
フ

l
コ
デ
ィ
エ

I
ル
の
襲
撃
を
受
け
、
郊
外
が
略

奪
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
ラ
ン
の
軍
隊
と
守
備
隊
兵
は
農
民
を
加
え
た
九

O
数
名
で
域
外
に
打
っ
て
出
た
が
、
一

O
数
名
が
殺
さ
れ
、
二

O
数
名
が
負
傷
し
、
四

O
数
名
が
捕
虜
に
な
っ
た
。

ラ
ン
の
町
は
防
衛
・
臨
戦
体
制
の
再
建
を
急
い
だ
。
秘
密
委
員
会
の
指
導
部
が
八
月
末
に
、
逃
亡
し
た
指
導
者
ド
フ
ェ
ー
ル
の
後
任
の

地
位
と
市
代
官
の
職
を
求
め
て
混
乱
を
引
き
起
す
野
心
的
な
裁
判
官
ル
グ
ラ
を
抑
え
て
、
区
長
官
の
テ
ュ
レ
、

ユベ

l
ル
、
裁
判
官
の
ル

グ
ラ
、
デ
ピ
ノ
ワ
の
集
団
指
導
制
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
か
ら
、
作
業
は
順
調
に
進
ん
だ
。

(
野
心
的
な
ル
グ
ラ
は
集
団
指
導
制
に
我
慢
が
な
ら

ず
、
最
高
指
導
者
の
地
位
と
市
代
官
の
織
を
求
め
て
テ
ュ
レ
、
ユ
ベ
ー
ル
止
対
立
を
引
き
起
し
、
秘
密
委
員
会
不
満
派
の
指
導
者
ラ
ビ
ッ
シ
ュ
の
娘
と
再
婚
し
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
取
り
入
っ
て
勢
力
強
化
を
謀
り
、
混
乱
を
引
き
起
し
続
け
る
が
。
)
秘
密
委
員
会
が
握
る
市
会
は
総
督
ブ
シ
ァ
ヴ
7

ン
ヌ
の
下
に
三

O
O名
の
火
縄
銃
守
備
隊
を
作
り
、
城
壁
に
近
い
家
を
強
制
的
に
取
壊
し
、
そ
し
て
、
金
の
欠
乏
の
た
め
に
、

メ
ニ
ル
指
揮
下
の
六

O
名

の
軍
隊
(
か
つ
て
は
八

O
名
い
た
)

を
再
興
し
、
略
奪
合
戦
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
。
九
月
中
旬
以
来
、
ラ
ン
の
ま
わ
り
で
は
慢
性
的
戦
争
状

態
と
な
り
、
国
王
側
の
町
と
リ
l
グ
側
の
町
が
小
規
模
な
略
奪
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
各
々
連
合
し
て
四
、

五
百
の
軍
隊
で

大
規
模
な
略
奪
合
戦
を
展
開
し
て
い
た
。

一
O
月
一
六
日
に
は
ピ
ェ

I
ル
ポ
ン
の
町
が
国
王
側
連
合
軍
に
征
服
さ
れ
、

一
八
日
に
は
ラ

フ
ェ
ー
ル
の
町
が
リ
ー
グ
側
連
合
軍
に
征
服
さ
れ
、
略
奪
・
暴
行
の
限
り
、
が
尽
く
さ
れ
た
。
ラ
ン
の
公
爵
日
司
教
デ
ュ
グ
ラ
、

ン
ド
ワ
地
方
監
督
官
ラ
・
ボ
ブ
、
総
督
ブ
シ
ァ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
兄
弟
ム
シ
ー
な
ど
数
多
く
の
地
方
貴
族
が
領
地
を
守
る
た
め
に
、
休
戦
協
定

ヴ
ェ
ル
マ

を
結
ぶ
よ
う
働
き
か
け
た
が
、
「
ポ
リ
チ

l
ク
」
と
攻
撃
さ
れ
る
だ
け
で
、
効
果
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
市
会
は
民
衆
と
協
力
し
て
、
軍
隊
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
金
の
調
達
と
疑
わ
し
い
者
の
し
め
つ
け
に
あ
た
っ
た
。
初
め
の

頃
は
有
効
で

b
っ
た
自
発
的
献
金
も
こ
の
頃
で
は
あ
ま
り
効
果
が
な
く
(
俗
人
八
O
O
エ
キ
ュ
、
教
会
八

O
O
エ
キ
ュ
の
向
発
的
献
金
を
課
し
た
が
、
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教
会
は
拒
否
し
、
俗
人
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
集
ま
ら
な
か
っ
た
)
、
市
会
は
再
び
逃
亡
し
た
住
民
の
財
産
没
収
を
決
定
し
、
疑
わ
し
い
者
も
最
初
の
警

告
で
五

O
エ
キ
ュ
の
罰
金
、
二
回
目
で
追
放
と
財
産
没
収
と
決
定
し
、
民
衆
が
そ
れ
を
勝
手
に
執
行
し
、
疑
わ
し
い
者
を
投
獄
し
、
そ
の

財
産
を
没
収
し
た
。
と
く
に
、
デ
ィ
エ
ッ
プ
の
近
く
の
ア
ル
ク
の
戦
い
で
の
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
敗
北
の
知
ら
せ
が
届
き
(
一

O
月
二
一
日
)
、

ピ
ェ

l
ル
ポ
ン
の
町
、
が
国
王
側
に
征
服
さ
れ
た
こ

O
月
二
ハ
日
)
後
に
厳
し
く
執
行
さ
れ
、
用
心
深
い
リ
シ
ャ

l
ル
を
含
め
五
名
が
投

獄
さ
れ
、
二
名
が
追
放
さ
れ
、
そ
の
家
具
が
一
人
四
、
五

O
エ
キ
ュ
で
競
売
さ
れ
た
。
ま
た
、
八
月
末
以
来
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
初
め
多
く

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
カ
ト
リ
ッ
ク
再
統
合
の
王
令
に
従
っ
て
、
ラ
ン
に
戻
る
こ
と
を
希
望
し
て

の
逃
亡
し
た
官
職
保
有
者
が
生
活
苦
か
ら
、

き
た
が
、
市
会
は
認
め
ず
、
逆
に
そ
の
財
産
を
没
収
し
、

ド
フ
ェ
ー
ル
は
三

O
O
エ
キ
ュ
ま
き
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
金
は
足
り
ず
、

軍
隊
は
略
奪
集
団
、
物
だ
け
で
な
く
、
身
代
金
一
人
五
、
六

O
エ
キ
ュ
ま
き
あ
げ
る
た
め
に
住
民
も
略
奪
す
る
集
団
と
化
し
、

敵
の
町
の
近
隣
の
農
村
を
荒
ら
し
て
い
た
。
ラ
ン
の
町
で
は
取
り
入
れ
や
交
易
が
困
難
な
た
め
に
す
べ
て
の
物
価
が
あ
が
り
、
冬
に
近
づ

お
互
い
に

く
と
木
材
と
木
炭
の
値
上
が
り
が
ひ
ど
か
っ
た
。
市
会
は
一
一
月
一
九
日
に
は
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
八

O
O
O
エ
キ
ュ
ま
で
の
貨
幣
鋳
造

権
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
訴
え
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
一
一
月
九
日
に
、
有
能
な
説
教
師
を
求
め
る
ラ
ン
の
町
の
求
め
に
応
じ
て
、

ト
ゥ
ル

l
ズ
生
ま
れ
の
た
め
ル
・
ト
ロ
ザ
ム
と
呼
ば
れ
る

(4) 

イ
エ
ズ
ス
会
士
が
数
人
の
助
手
を
連
れ
て
、
パ
リ
か
ら
や
っ
て
き
た
。
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
土
は
背
が
低
く
、
薮
院
み
で
、
風
采
の
あ
が
ら

ジャン・ボダγの生涯

な
い
三
五
歳
位
の
男
で
あ
っ
た
が
、

ト
ヴ
ル

l
ズ
高
等
法
院
の
弁
護
士
で
、
自
称
神
学
博
士
で
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
通
じ
た
博
学

ル
・
ト
ロ
ザ
ム
は
ラ
ン
に
着
く
と
た
だ
ち
に
行
動
を
開
始
し
た
。
ラ
ン
に
着
い
た
翌
日
か
ら
説
教
を
始
め
、

六
人
委
員
会
と
ポ
リ
チ

l
ク
の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
パ
リ
の
事
情
そ
の
ま
ま
に
、
神
聖
な
リ
ー
グ
に
反
対
し
、
異
端
の
暴
君
を
支
持
す

ポ
リ
チ

l
ク
」
の
摘
発
、
虐
殺
を
訴
え
た
(
「
廷
臣

B
与
2
5
P
B与
2
2
5」
と
い
う
言
葉
は
、
お
そ
ら
く
廷
臣

で
雄
弁
な
男
で
あ
っ
た
。

る
「
こ
の
忌
ま
わ
し
い
廷
臣
、

の
服
装
の
詰
め
物
に
出
来
す
る
、
ア
ン
リ
四
世
支
持
者
、
ポ
リ
チ
l
p
に
対
す
る
蔑
称
)
0

ま
た
、

サ
ン
・
ニ
コ
ラ
修
道
院
で
助
手
と
と
も
に
子
供
の
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説

教
育
に
と
り
か
か
り
、
文
芸
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
問
答
を
教
え
、
大
人
、
と
く
に
婦
人
の
た
め
に
黒
衣
騎
罪
信
徒
会
を
設
立
し
、
毎
日
朝

晩
ミ
サ
を
あ
げ
、
毎
週
聖
行
進
を
行
い
、
そ
れ
を
新
し
い
聖
歌
や
多
く
の
ロ

1
ソ
ク
で
荘
厳
な
も
の
に
し
た
。
彼
は
彼
の
荘
厳
な
礼
拝
で

神
の
啓
示
を
受
け
る
少
女
に
は
そ
の
啓
示
を
と
き
、
悪
魔
に
取
り
つ
か
れ
た
娘
に
は
悪
魔
被
い
を
や
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
司
祭
と
民
衆

論

の

心

を

捉

え

、

今

や

ル

グ

ラ

と

の

婚

姻

関

係

に

よ

っ

て

秘

密

委

員
会
に
も
足
場
を
も
っ
た
ラ
ピ
ッ
シ
ュ
の
党
派
と
結
合
し
て
、
強
力
な
党
派
を
築
い
た
。
ラ
ン
の
総
督
。
フ
シ
ア
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
秘
密
委
員

翌
九

O
年
一
月
に
は
「
予
言
者
」
「
聖
人
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

会
と
さ
え
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
の
に

ル
・
ト
ロ
ザ
ム
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
党
派
が
強
力
に
な
っ
た
の
を
見
て
嫌
気
が
さ
し
、

末
に
ダ
ル
シ
を
後
任
に
つ
け
て
領
地
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
お
か
げ
で
危
険
な
め
に
あ
っ
た
。
ル
・
ト
ロ
ザ
ム
は
彼
の
や
り
方
に
ボ

ダ
ン
が
反
対
し
て
い
る
と
い
う
ア
ダ
ム
・
ジ
ロ
!
な
る
者
の
訴
え
に
基
づ
き
、

ボ
ダ
ン
は
九

O
年
一
月
二

O
日
頃
に
、

ボ
ダ
ン
の
処
罰
を
考
え
た
が
、

「
ボ
ダ
ン
の
名
声
」
を
慮

っ
て
、

ボ
ダ
ン
が
禁
書
、

か
か
る
漬
神
を
許
す
こ
と
は
こ
の
町
に
神
の
怒
り
を
招

と
く
に
魔
術
に
関
す
る
禁
書
を
数
多
く
も
っ
て
お
り
、

と
裏
か
ら
秘
密
委
員
会
に
働
き
か
け
た
。
ボ
ダ
ン
は
捕
え
ら
れ
、
審
聞
を
う
け
、
家
宅
捜
索
を
う
け
た
。
家
宅
捜
索

の
結
果
、
魔
術
に
関
す
る
本
が
発
見
さ
れ
、
彼
が
『
魔
女
論
』
で
勧
告
し
て
い
た
通
り
に
、
家
の
前
で
燃
や
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
ひ
ど
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
現
下
の
フ
ラ
ン
ス
王
兼
ナ
ヴ
ァ
l
ル
王
」
と
し
た
ア
ン
リ
・
ド
・
ブ
ル
ボ
ン
の
家
系
図
も
発
見

さ
れ
た
が
、
幸
い
ボ
ダ
ン
の
自
筆
で
は
な
く
、

家
宅
捜
索
の
聞
に
自
分
に
恨
み
を
も
っ
者
が
入
れ
た
の
だ
と
言
い
逃
れ
た
。

(
出
版
さ
れ

た
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
も
こ
の
と
き
発
見
さ
れ
、
押
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
0
)

こ
う
し
て
、

ボ
ダ
ン
は
ど
う
に
か
犠
牲

に
な
る
こ
と
を
免
れ
、
今
後
リ
ー
グ
に
反
対
す
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
死
刑
に
す
る
と
言
い
渡
さ
れ
て
、
釈
放
さ
れ
た
。
ボ
ダ
ン
は
こ

の
事
件
で
生
命
の
危
険
を
感
じ
、
九
二
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
土
ポ
セ
ヴ
ィ
l
ノ
に
よ
っ
て
「
異
端
」
と
断
罪
さ
れ
る
こ
と
と
相
侠
っ
て
、

エ
ズ
ス
会
に
激
し
い
憎
悪
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
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ラ
ン
の
ま
わ
り
で
は
、
冬
の
間
小
康
状
態
に
あ
っ
た
略
奪
合
戦
が
二
月
末
か
ら
再
開
さ
れ
、
市
会
は
疑
わ
し
い
者
を
し
め
つ
け
、
軍
隊

の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
六

O
O
エ
キ
ュ
の
金
、
二

O
樽
の
ブ
ド
ウ
酒
、
二

O
ア
ネ
の
小
麦
を
強
制
的
に
ま
き
あ
げ
た
。
三
月
に
入
る

と
、
ク
レ
ピ
の
軍
隊
が
郊
外
に
出
没
し
、
国
王
軍
に
追
わ
れ
た
パ
ヲ
ニ
の
軍
隊
が
郊
外
で
略
奪
・
暴
行
の
限
り
を
尽
く
し
て
去
り
、
そ
し

て
何
日
間
も
槍
の
形
を
し
た
告
星
が
天
に
輝
き
続
け
、
ラ
ン
の
町
は
恐
れ
た
。
そ
こ
へ
、
パ
リ
西
方
の
イ
ヴ
リ
で
の
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
と
エ

グ
モ
ン
ト
公
率
い
る
ス
ペ
イ
ン
寧
の
連
合
箪
大
敗
の
知
ら
せ

(
三
月
一
八
日
)
、
パ
リ
近
郊
の
町
占
領
の
知
ら
せ

(
四
月
八
日
)
、

そ
し
て

国
王
軍
パ
リ
包
囲
の
知
ら
せ

(
四
月
一
八
日

実
際
の
包
関
は
五
月
に
入
っ
て
か
ら
だ
が
)
が
届
く
と
、
ラ
ン
の
町
は
恐
怖
に
お
の
の
い
た
。

ル
・
ト
ロ
ザ
ム
は
異
端
の
ベ
ア
ル
ン
人
、
そ
れ
を
支
持
す
る
ポ
リ
チ

i
ク
の
「
廷
臣
ど
も
」
を
攻
撃
し
、
神
に
守
ら
れ
た
神
聖
な
リ
ー
グ

の
方
が
勝
利
し
、
す
ぐ
に
援
軍
が
来
る
と
励
ま
す
説
教
を
繰
り
返
し
、
荘
厳
な
聖
行
進
を
繰
り
返
し
た
。
市
会
は
ラ
ン
地
方
の
農
村
の
穀

物
を
す
べ
て
ラ
ン
域
内
に
運
び
込
む
こ
と
を
命
じ
、
そ
し
て
逃
亡
し
た
住
民
の
妻
、
そ
れ
に
異
端
の
ベ
ア
ル
ン
人
の
こ
と
を
良
く
言
う

者、

シ
ャ
ル
ル
一

O
世
を
王
と
認
め
な
い
者
を
追
放
し
、

そ
の
財
産
を
没
収
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
実
行
し
た
。
ラ

γ
の
町
の
恐
怖
は
三

月
三
一
日
に
マ
イ
エ

γ
ヌ
公
の
将
軍
で
前
の
パ
リ
市
総
督
ロ

l
ヌ
、
そ
し
て
四
月
九
日
に
オ
マ
ル
公
が
ラ
ン
に
現
わ
れ
る
と
鎮
ま
っ
た
。

し
か
し
、
今
度
は
秘
密
委
員
会
内
部
の
対
立
、
秘
密
委
員
会
と
貴
族
の
対
立
を
も
た
ら
し
た
。

ロ
l
ヌ
は
ラ
ン
の
町
に
二
八

O
O
エ
キ
ュ

性)

の
援
助
を
求
め
、

ル
グ
ラ
は
そ
れ
に
尽
力
し
て
、

ル
グ
ラ
に
つ
い
て
い
た
何
人
か
も
官

マ
イ
エ
ソ
ヌ
公
か
ら
ラ
ン
の
代
官
に
任
命
さ
れ
、

ジャ γ ・ボダγの生涯

職
を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
秘
密
委
員
会
内
部
に
激
し
い
嫉
妬
を
も
た
ら
し
、
と
く
に
ル
グ
ラ
と
区
長
官
の
テ
ュ
レ
の
激
し
い
対
立
を
生
み

出
し
た
。
テ
ュ
レ
は
他
の
区
長
官
と
デ
ピ
ノ
ワ
の
同
意
の
も
と
に
、
秘
密
委
員
会
で
ル
グ
ラ
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、

ル
グ
ラ
を
治
安
判

事
か
ら
解
任
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
ま
た
四
二
人
委
員
会
を
廃
止
し
、
各
聖
堂
区
一
名
、
ず
つ
の
一
二
名
と
秘
密
委
員
会
の
一
二
名
で
二
四

人
委
員
会
に
代
え
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
四
二
人
委
員
会
の
廃
止
の
理
由
は
公
職
の
経
験
の
な
い
「
下
層
民
」
も
選
出
さ
れ
、
そ
の
連
中

が
市
会
で
騒
々
し
く
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ル
グ
ラ
と
気
脈
を
通
ず
る
ル
・
ト
ロ
ザ
ム
、
ラ
ピ
ッ
シ
ュ
の
党
派
の
者
を
市
会
か
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説

ら
排
除
し

ル
グ
ラ
の
勢
力
を
抑
え
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
に
代
わ
る
一
一
一
名
の
選
出
は
介
入
と
混
乱
の
う
ち
に
な
さ

論

れ
、
結
局
二
一
名
中
一

O
名
は
か
つ
て
の
四
二
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ボ
ダ
ン
も
承
認
を
求
め
ら
れ
、
署
名
し
た
貨
幣
鋳
造
を
四
月
九
日
か
ら
始
め
た
が
、

オ
マ
ル
公
か
ら
そ
の
う
ち
六

O
O
O
エ
キ
ュ

ラ
ン
の
町
は
先
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
か
ら
許
可

が
出
、

を
ま
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
解
る
と
、
そ
の
材
料
た
る
教
会
や
修
道
院
の
銀
器
が
集
ま
ら
な
い
の
を
放
置
し
、
オ
マ
ル
公
は
怒
っ
て
、
四

人
の
金
銀
細
工
師
を
投
獄
し
た
。
ラ
ン
の
総
督
ダ
ル
シ
は
オ
マ
ル
公
と
組
ん
で
、
軍
隊
を
城
内
に
入
れ
、
市
政
の
実
権
を
秘
密
委
員
会
か

ら
奪
お
う
と
企
て
た
が
、
テ
ュ
レ
率
い
る
四
人
の
区
長
官
と
争
い
を
起
し
た
。
こ
う
し
た
対
立
、
混
乱
は
四
月
一
一
六
日
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公

が
ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
以
下
顧
問
と
七
、

八
百
の
騎
兵
を
連
れ
て
ラ
ン
を
訪
れ
る
と
、
公
の
仲
裁
で
ど
う
に
か
鎮
ま
っ
た
。

六
月
に
入
っ
て
も
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
十
分
な
金
も
軍
隊
も
な
く
、

一
万
五

0
0

か
と
い
っ
て
パ
ル
マ
公
の
介
入
を
促
す
で
も
な
く
、

O
の
国
王
軍
に
包
囲
さ
れ
た
パ
リ
救
出
に
向
う
気
配
を
見
せ
な
か
っ
た
。
彼
は
た
だ
パ
ル
マ
公
の
介
入
を
待
ち
な
が
ら
、
地
方
の
小
競

七
、
八
百
の
騎
兵
と
二

O
O
O
の
歩
兵
を
率
い
て
、
ラ
ン
地
方
の
国
王
側
の
町

ク
レ
ピ
攻
略
に
従
事
し
た
o

ク
レ
ピ
の
町
は
六
月
一
一
一
一
日
に
占
領
さ
れ
、
ラ
ン
の
住
民
も
加
わ
っ
て
略
奪
・
暴
行
の
限
り
が
尽
さ
れ
、
町

合
、
略
奪
合
戦
に
従
事
し
て
い
た
。
六
月
三
日
か
ら
は
、

は
破
壊
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
略
奪
口
聞
の
市
が
ラ
ン
の
町
で
た
っ
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
こ
の
ク
レ
ピ
占
領
に
よ
っ
て
ラ
ン
の
町
か
ら

二
O
O
O
エ
キ
ュ
を
ま
き
あ
げ
|
|
ラ
ン
の
町
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
軍
隊
の
た
め
に
一

O
Oア
ネ
の
小
麦
、

一
O
Oア
ネ
の
燕
麦
、

地
仰
の
ブ
ド
ウ
酒
も
提
供
し
て
い
た
1

1
、
更
に
ラ
ン
の
ま
わ
り
の
幾
つ
か
の
町
か
ら
攻
撃
し
な
い
代
償
金
六

O
O
エ
キ
ュ
ず
つ
を
ま
き
あ

げ
る
と
、
六
月
一
九
日
に
他
の
地
方
の
小
競
合
に
従
事
す
る
た
め
に
ラ
ン
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。

ハ
リ
で
は
、
事
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
た
。

一
六
人
委
員
会
と
パ
リ
市
総
督
ヌ
ム

l
ル
公
率
い
る
五
千
の
イ
ヴ
リ
敗
残
兵
と
五
万

の
武
装
住
民
の
英
雄
的
な
闘
い
に
よ
っ
て
ど
う
に
か
持
ち
こ
た
え
、

五
月
八
日
の
ブ
ル
ボ
ン
枢
機
卿
(
シ
ャ
ル
ル
一

O
世
)

の
死
以
来
ア

ン
リ
四
世
に
接
近
し
だ
し
た
ポ
リ
チ
ー
ク
の
陰
謀
も
抑
え
こ
ん
で
い
た
が
、
物
資
は
底
を
つ
き
、
物
価
は
天
文
学
的
数
字
に
跳
ね
上
り
、

北法30(4・68)750
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餓
死
者
は
続
出
し
、
説
教
師
が
毎
日
朝
晩
ふ
り
ま
く
熱
狂
的
な
言
葉
で
生
き
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
。
か
か
る
危
険
な
状
態
、
窮
状
が
パ

リ
の
指
導
部
や
姉
の
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
夫
人
か
ら
訴
え
ら
れ
て
も
、
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
地
方
で
の
成
功
と
い
う
「
良
き
知
ら
せ
」
を
送
る

だ
け
で
、
パ
リ
救
出
に
向
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
八
月
七
日
に
は
、
パ
リ
の
指
導
部
は
絶
望
し
、
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
こ
う
書
き
送
つ

私
達
を
押
し
つ
ぶ
し
て
い
る
禍
が
ず
っ
と
以
前
に
私
達
に
喜
ぶ
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
な

Tこ。

「
閣
下
の
数
々
の
幸
運
な
成
功
の
知
ら
せ
は

か
っ
た
な
ら
ば
、
私
達
を
非
常
に
喜
ば
せ
も
し
た
で
し
ょ
う
。
:
:
:
し
か
し
、
事
態
は
も
う
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
で
す
。
私
達
は
こ
れ

ま
で
ず
っ
と
無
駄
に
希
望
を
抱
き
続
け
ま
し
た
の
で
、
も
は
や
希
望
を
も
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も
長
い
こ
と
待
ち
続
け
ま

し
た
の
で
、

も
は
や
悲
惨
な
滅
亡
と
崩
壊
し
か
望
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
」
パ
ル
マ
公
は
フ
ェ
リ
ー
ベ
の
命
令
に
も
拘
わ
ら
ず
、

作
戦
に
よ
っ
て
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
再
征
服
に
失
敗
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
介
入
に
乗
り
気
で
な
く
、
よ
う
や
く
八
月
に
入
っ
て

か
ら
介
入
し
た
。
八
月
一
六
日
に
一
万
五

O
O
Oの
軍
隊
を
率
い
て
ラ
ン
に
到
着
し
、
ラ

γ
の
町
を
あ
げ
て
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
翌

一
七
日
に
ソ
ワ
ソ

γ

そ
し
て
モ

l
に
向
い
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
と
後
発
部
隊
を
待
っ
た
。
八
月
二
六
日
に
バ
ル
マ
公
と
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の

二
万
五

0
0
0
の
連
合
寧
は
モ
ー
か
ら
パ
リ
に
向
け
て
進
軍
し

ア
ン
リ
四
世
は
連
合
軍
に
対
峠
す
る
た
め
に
一
部
包
囲
を
解
き
、
パ
リ

は
よ
う
や
く
息
を
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

性)

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
軍
隊
、
が
六
月
に
ラ
ン
地
方
か
ら
去
る
と
、
ラ
ソ
の
ま
わ
り
の
町
で
は
金
が
な
く
、
農
村
の
荒
廃
を
憂
慮
し
て
、

ジャソ・ボダγの生涯

協
定
を
結
ぶ
気
運
が
高
ま
っ
た
。
ラ
ン
の
町
も
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
多
額
の
金
を
ま
き
あ
げ
ら
れ
て
金
が
な
く
、
農
村
の
荒
廃
が
物
価
高
や

農
村
か
ら
の
徴
税
不
可
能
と
い
う
事
態
に
は
ね
か
え
っ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
八
月
二
七
日
に
休
戦
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
同
意
し
た
。

し
か
し
、
軍
隊
を
か
か
え
て
い
る
限
り
、
休
戦
協
定
を
結
ば
せ
る
こ
つ
の
理
由
は
相
入
れ
ず
、
軍
隊
に
金
を
支
払
え
な
い
以
上
、
農
村
の

略
奪
を
認
め
る
し
か
な
く
、
九
月
の
収
穫
期
に
入
る
と
、
国
王
側
と
パ
ル
マ
公
・
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
連
合
軍
が
対
峠
し
て
戦
雲
が
立
ち
込
め

た
こ
と
と
相
侠
っ
て
、
ラ
ン
の
ま
わ
り
で
も
両
派
の
町
が
再
び
小
競
合
、
略
奪
合
戦
を
始
め
た
。
九
月
一
七
日
に
は
ラ
ン
の
町
が
攻
撃
さ

両
面

休
戦

;jt法30(4・69)751



説

れ
た
。
そ
の
日
は
偶
々
、
区
長
官
テ
ュ
レ
に
ヤ
ク
ザ
と
罵
ら
れ
、
殴
ら
れ
た
守
備
隊
兵
が
総
督
ダ
ル
シ
の
支
持
の
も
と
に
、
テ
ュ
レ
を
襲

っ
て
重
傷
を
負
わ
せ

(
九
月
二
四
日
死
亡
て
そ
の
守
備
隊
兵
を
処
刑
し
よ
う
と
す
る
市
当
局
と
守
ろ
う
と
す
る
守
備
隊
が
対
立
し
、
警
備

コ
ン
ピ
エ

l

ニ
ュ
の
総
督
ユ
ミ
エ

l
ル
は
ク

l
シ
の
町
と
組
ん
で
、
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
城
門
を
爆
破
し
、

論

の
手
薄
な
日
で
あ
っ
た
。

の
町
を
占
領
す
る
こ
と
を
企
て
た
。
し
か
し
、

王
門
の
鉄
柵
に
と
り
つ
け
た
城
門
爆
破
器
が
二
っ
と
も
壊
れ
て
い
て
点
火
せ
ず
、
怒
っ
た

兵
隊
た
ち
は
ラ
ン
の
町
に
発
砲
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
音
に
敵
が
侵
入
し
た
も
の
と
驚
き
、

ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大
聖
堂
と
サ
ン
・
マ

ル
タ
ン
修
道
院
の
大
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、
総
督
ダ
ル
シ
率
い
る
守
備
隊
兵
は
城
門
、
城
壁
に
走
り
、
区
長
官
率
い
る
住
民
は
家
宅
捜
索
を
行

ぃ
、
ボ
ダ
ン
を
含
め
三
四
、

五
名
を
投
獄
し
た
。
こ
の
三
四
、

五
名
の
投
獄
者
は
九
月
一
一
一
一
一
日
に
、
逃
亡
者
の
妻
子
や
ル
・
ト
ロ
ザ
ム
に

反
対
す
る
聖
職
者
な
ど
一
二
、
三
名
が
ラ
ン
か
ら
追
放
さ
れ
、
代
官
刑
事
補
佐
官
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
検
事
と
い
っ
た
国
王
官
職
保
有

者
と
商
人
、
教
会
参
事
会
員
の
金
の
あ
る
一
八
名
は
五

O
エ
キ
ュ
か
ら
五

O
O
エ
キ
ュ
ま
で
の
保
証
金
を
払
っ
て
釈
放
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
ボ
ダ
ン
は
三
名
の
未
亡
人
と
と
も
に
無
条
件
で
釈
放
さ
れ
た
。
ボ
ダ
ン
は
ま
だ
秘
密
委
員
会
か
ら
は
特
別
扱
い
を
受
け
て
い
た
。

ラ
ン
の
町
は
一
一
月
一
日
に
も
ク

l
シ
の
町
の
軍
隊
に
攻
撃
を
受
け
、
防
衛
・
臨
戦
体
制
の
確
立
の
た
め
に
金
集
め
に
専
念
し
た
。
総

督
ダ
ル
シ
率
い
る
三

O
O名
の
守
備
隊
兵
は
略
奪
に
も
出
れ
ず
、
俸
給
の
支
払
い
が
ず
っ
と
な
い
こ
と
に
不
満
を
述
べ
て
い
た
。

し
、
金
は
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
俗
人
に
一
四

O
O
エ
キ
ュ
、
聖
職
者
に
七

O
O
エ
キ
ュ
の
自
発
的
献
金
を
課
し
た
が
、
も
は
や
誰
も
払
お

う
と
は
し
な
か
っ
た
し
、
払
え
な
か
っ
た
。
農
村
か
ら
強
制
的
に
タ
イ
ユ
税
を
徴
収
し
よ
う
と
係
官
を
派
遣
し
た
が
、
農
民
は
大
部
分
が

都
市
に
逃
げ
て
お
ら
ず
、
豚
や
牛
を
数
頭
手
に
入
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
も
は
や
長
び
く
略
奪
合
戦
、
ボ
ダ
ン
の
い
う
「
戦
争
と
い
う
よ

り
は
、
我
々
破
産
し
つ
つ
あ
る
者
を
破
滅
す
べ
き
;
・
・
ひ
ど
い
市
民
い
じ
め
」
に
よ
っ
て
、
農
村
は
荒
廃
し
、
交
易
は
滞
り
、
物
価
は
上

ル
グ
ラ
の
指
導
下
に
、
逃
亡
し
た
者
と
追
放
さ
れ

り
、
地
代
は
入
ら
ず
、
ラ
ン
の
町
と
ま
わ
り
の
農
村
は
破
産
状
態
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

た
者
の
財
産
没
収
を
組
織
化
し
た
が
、
も
は
や
親
戚
や
友
人
が
隠
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、

ほ
と
ん
ど
没
収
で
き
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
結

ラ
ン
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局
、
成
功
し
た
の
は
、
住
民
に
週
一
回
の
城
壁
強
化
の
夫
役
を
課
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

節
が
訪
れ
、
五

O
O名
の
兵
隊
と
イ
タ
リ
ア
人
の
銀
行
家
ザ
メ
引
受
け
の
四

O
O
O
エ
キ
ュ
の
為
替
手
形
の
提
供
を
申
し
入
れ
て
き
た
。

巧
み
に
国
王
軍
と
の
戦
争
を
避
け
な
が
ら
、
パ
リ
解
放
と
い
う
目
的
を
達
成
し
た
パ
ル
マ
公
は
、
帰
国
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ネ
l
デ
ル
ラ

ン
ト
か
ら
パ
リ
ま
で
の
道
を
聞
け
て
お
く
た
め
に
、
そ
の
途
次
の
町
に
自
分
の
軍
隊
を
振
り
わ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
ラ
ン
の
町
は
た
だ

ち
に
パ
ル
マ
公
の
提
案
に
同
意
し
た
が
、
後
に
四

0
0
0
エ
キ
ュ
の
為
替
手
形
は
引
き
出
せ
な
い
こ
と
が
解
り
、
金
に
は
な
ら
な
か
っ

一
月
三
日
に
パ
ル
マ
公
の
使

た。

一
一
一
月
一
四
日
に
は
、
パ
ル
マ
公
を
国
境
ま
で
見
送
っ
た
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
ラ

γ
に
到
着
し
、

一
八

O
名
の
フ
ラ
ン
ス
兵
と
三

0
0

名
の
パ
ル
マ
公
が
残
し
て
い
っ
た
外
国
兵
を
城
内
に
入
れ
、
兵
隊
に
タ
イ
ユ
税
で
の
俸
給
の
支
払
い
と
毎
月
一
二
ミ
ュ
イ
の
小
麦
、
毎
日

二
樽
の
ブ
ド
ウ
酒
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
。
ラ
ン
の
町
は
金
が
な
く
、
外
国
兵
を
域
内
に
入
れ
る
こ
と
を
渋
っ
た
が
、
兵
隊
に
は
支
払
い

は
し
な
い
、
ラ
ン
地
方
の
す
べ
て
の
徴
税
権
を
ラ
ン
の
町
が
も
ち
、
ブ
ド
ウ
酒
一
一
樽
二
エ
キ
ュ
の
新
し
い
関
税
を
か
け
る
こ
と
の
同
意
を

と
り
つ
け
、
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
要
求
に
応
じ
た
。
外
国
兵
を
域
内
に
入
れ
た
こ
と
で
、
し
か
も
狼
雑
に
騒
ぎ
、
略
奪
品
の
分
配
を
め
ぐ
っ

て
喧
嘩
を
起
す
に
及
ん
で
、
非
常
な
不
満
が
起
っ
た
が
、
九
一
年
二
月
二
日
に
ラ
ン
の
ま
わ
り
の
外
国
兵
が
集
ま
っ
て
ク
l
シ
の
町
を
お

と
し
、
ラ
ン
の
防
衛
・
臨
戦
体
制
の
確
立
に
有
効
な
こ
と
が
解
り
、
不
満
は
鎮
ま
っ
た
。

性)

九
一
年
二
月
以
来
、
ラ
ン
の
町
で
は
平
穏
な
日
々
が
続
い
た
。
リ
シ
ャ

i
ル
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
の
住
民
は
戦
争
に
疲
れ
て
、
「
誰
も
が

ジャシ・ボダシの生涯

時
間
を
止
め
」
、
「
眠
り
」
の
時
を
過
ご
し
た
。
秘
密
委
員
会
は
ラ
ン
の
町
、
が
危
険
な
こ
と
、
そ
の
た
め
に
先
に
課
し
た
一
四

O
O
エ
キ
ュ

の
自
発
的
献
金
の
支
払
い
が
急
な
こ
と
を
訴
え
た
が
、
誰
も
聞
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ラ
ン
の
ま
わ
り
で
は
リ
ー
グ
側
が
圧
倒
的
に
優
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勢
で
、
ラ
ン
の
町
が
襲
わ
れ
る
危
険
は
な
く
、
国
王
軍
は
二
月
以
来
、
ラ
ン
の
町
か
ら
遠
く
離
れ
、
関
心
の
な
い
、
パ
リ
の
穀
物
倉
た
る

の

包

囲

に

従

事

し

て

い

た

。

五

月

初

め

に

、

夏

に

ル
ヴ
ィ
エ

l
ル
(
六
月
六
日
陥
落
)

ジ
ャ
ル
ト
ル
(
四
月
一
九
日
陥
落
)
、

そ
し
て

国
王
戴
冠
の
町
ラ
ン
ス
で
三
部
会
を
開
催
す
る
旨
の
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
手
紙
が
届
く
と
、
人
々
は
「
こ
の
戦
争
も
も
う
す
ぐ
終
り
だ
」
と



説

語
り
合
っ
た
。
ボ
ダ
ン
は
人
々
が
今
年
中
に
平
和
が
訪
れ
る
と
語
り
合
う
の
を
聞
き
、
自
分
の
予
言
が
は
ず
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら

も
、
戦
争
が
ま
だ
二
年
間
終
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
外
国
人
の
餌
食
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、

君
主
と
人
民
の
つ

論

な
ぎ
目
た
る
貴
族
の
多
く
が
死
に
絶
え
、
省
主
政
体
の
再
建
が
不
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ま
す
ま
す
戦
争
に
対
す
る
危
機
感
を

募
ら
せ
て
い
た
。
五
月
一
六
日
に
ラ
ン
の
町
は
代
議
員
に
ル
グ
ラ
と
死
亡
し
た
テ
ュ
レ
に
代
っ
て
区
長
官
に
選
ば
れ
た
国
王
弁
護
士
ド
ネ

を
選
び
、
二
人
は
旅
費
五

O
エ
キ
ュ
を
も
ら
い
、
総
督
の
代
理
委
任
状
と
秘
密
の
訓
令
を
も
っ
て
、
六
月
五
日
に
ラ
ン
ス
に
向
っ
た
。
し

か
し
、
ラ
ン
ス
に
着
く
と
す
ぐ
に
、
三
部
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
パ
リ
の
代
議
員
の
多
数
を
二
ハ

人
委
員
会
が
占
め
、
そ
の
嘆
願
書
は
一
六
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
三
部
会
を
六
年
毎
開
催
し
、
三
部
会
の

承
認
な
し
に
は
、
国
王
は
宣
戦
布
告
も
講
和
も
、
課
税
も
な
し
え
ず
、
ま
た
国
王
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
、
異
端
を
弾
圧
す
る
と
い
う
王

国
基
本
法
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
王
が
こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
は
、
人
民
は
服
従
の
誓
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
ス
ペ
イ
ン
と
通
ず
る
一
六
人
委
員
会
を
恐
れ
1
1
i
ラ
ン
ス
で
は
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
に
近
す
、
ぎ
、
パ
ル
マ
公
介
入
の
恐
れ
も
あ
っ
た

た
と
え
王
に
選
ば
れ
る
に
し
て
も
か
か
る
過
激
な
条
件
の
も
と
で
王
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

ま
た
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は

部
会
を
中
止
し
た
。

八
月
初
め
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
軍
隊
で
増
強
し
た
国
王
箪
が
ピ
カ
ル
デ
ィ
に
向
っ
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
く
と
、

ラ
ン
の
町
で
は
再

び
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
八
月
一
八
日
に
は
、
ラ
ン
か
ら
四
、

五
0
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
ノ
ワ
イ
ヨ
ン
の
町
が
陥
ち
た
と
い
う
知
ら
せ

が
入
り
、
緊
張
は
い
や
が
う
え
に
も
高
ま
っ
た
。
広
場
の
マ
リ
ア
像
の
髪
の
花
飾
り
が
壊
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
、

ユ
グ
ノ

ー
が
城
内
に
侵
入
し
た
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
。
ラ
ン
の
町
は
ま
わ
り
に
い
た
リ
ー
グ
の
軍
隊
は
す
べ
て
域
内
に
招
き
入
れ
、
食
料
と

ブ
ド
ウ
酒
を
提
供
し
、
俸
給
の
支
払
い
を
約
束
し
、
次
々
と
自
発
的
献
金
を
課
し
た
。
金
は
相
変
わ
ら
ず
集
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
逃
亡
し

た
長
官
ド
フ
ェ
ー
ル
の
財
産
八

O
四
エ
キ
ュ
を
没
収
で
き
、
ど
う
に
か
急
場
を
し
の
い
だ
。
よ
う
や
く
一

O
月
末
に
な
っ
て
、
国
主
軍
が

北法30(4・72)754



遠
く
離
れ
、
パ
リ
経
済
の
拠
点
ル

l
ア
ン
を
包
囲
し
て
い
る
こ
と
が
解
り
、
緊
張
は
解
け
た
。

一
一
月
一
二
日
以
来
、

リ
ー
グ
の
諸
公
が
法
皇
の
甥
モ
ン
テ
マ
ル
チ
ア

l
ノ
公
率
い
る
法
皇
軍
を
迎
え
る
た
め
に
、
続
々
と
ラ
ン
の
町

望
も
大
き
く

一
六
人
委
員
会
か
ら
、
法
皇
に
対
す
る
期
待
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
そ
れ
だ
け
失

「
悪
し
き
ポ
リ
チ

l
ク
の
法
皇
」
と
批
判
さ
れ
た
前
任
者
(
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
併
)
と
は
異
な
っ
て
、
即
位
直
後
か
ら
リ

に
集
ま
っ
て
き
た
o

法
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
四
位
は
、

ー
グ
に
肩
入
れ
し
た
。
月
々
一
万
五

O
O
O
エ
キ
ュ
を
援
助
し
、
法
皇
特
使
ラ
ン
ド
リ
ア

l
ノ
を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
、
甥
の
モ
ン
テ
マ

ル
チ
ア

l
ノ
公
率
い
る
法
皇
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
リ
ー
グ
に
約
束
し
、
金
の
援
助
を
除
い
て
、
誠
実
に
実
行
し
た
。
法
皇
特
使
ラ
ン
ド

リ
ア

l
ノ
は
五
月
に
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
、

王
党
派
の
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
と
聖
職
者
に
今
す
ぐ
異
端
の
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
も
と
か
ら
離
れ
、

正
統
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
の
選
任
に
協
力
せ
よ
、

と
い
う
法
皇
の
手
紙
を
公
表
し
た
。
そ
し
て
、

八
月
に
モ
ン
テ
マ
ル
チ
ア

l
ノ
公
率
い

る
法
皇
軍
が
フ
ラ
ン
ス
に
向
け
て
出
発
し
た
。
リ
ー
グ
の
諸
公
は
非
常
な
期
待
の
も
と
に
、

」
の
法
皇
軍
を
迎
え
に
ラ
ン
に
出
向
い
て
来

て
い
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
夫
人
、

ギ
l
ズ
公
夫
人
、
若
き
ギ

l
ズ
公
、

マ
イ
エ
ゾ
ヌ
公
の
顧
問
の
ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
、
ジ
ア

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
、

ナ
ン
以
下
多
く
の
貴
族
が
集
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
気
の
的
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
で
は
な
く
、

か
の
王
者
た
る
偉
大
な
殉
教
者
の
息

子
、
若
き
ギ
l
ズ
公
で
あ
り
、

ラ
ン
の
住
民
の
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
。
ラ
ン
の
町
は
若
き
ギ

l
ズ
公
が
ト
ゥ

l
ル
の
城
か
ら
脱
出
し

テ
・
デ
ウ
ム
を
唱
和
し
て
荘
厳
な
聖
行
進
を
行
い
、

性)

た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
八
月
一
八
日
で
さ
え

祝
火
を
あ
げ
て
い
た
。

ジャ γ ・ボダソの生涯

一
六
人
委
員
会
が
パ
リ
高
等
法
院
首
席
長
官
ブ
リ
ソ

ン
、
そ
れ
に
パ
リ
高
等
法
院
評
定
官
ラ
ル
シ
ェ
と
パ
リ
裁
判
所
評
定
官
タ
ル
デ
ィ
フ
の
三
人
を
処
刑
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
マ
イ
エ

ン
ヌ
公
は
一
六
人
委
員
会
の
度
重
な
る
不
敵
な
行
為
に
激
怒
し
た
が
、
決
断
力
の
な
さ
と
一
六
人
委
員
会
、
パ
リ
の
町
に
対
す
る
恐
怖
か

J¥  

)
一
月
一
八
日
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
パ
リ
の
ロ
ラ
ン
兄
弟
の
訪
問
を
受
け
、

ら
、
パ
リ
に
行
く
こ
と
を
膳
踏
し
た
ο

ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
と
ジ
ァ
ナ

γ
の
、
今
す
ぐ
行
動
し
な
け
れ
ば
、

一
六
人
委
員
会
が
ス
ペ
イ
ン
と
組
ん

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
権
威
は
打
砕
か
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
助
言
で
、
パ
リ

r向
お
う
と
し
た
が
、

一
六
人
委
員
会
の
脅
し

で
権
力
を
握
り
、

ヲ
て
こ

北法;30(4・73)755



説

の
手
紙
が
届
い
て
陥
附
し
た
。
二
六
日
に
ヌ
ム

l
ル
公
夫
人
の
使
者
が
訪
れ
、

一
六
人
委
員
会
が
更
に
高
等
法
院
の
粛
清
を
企
て
て
お

り
、
急
い
で
パ
リ
に
来
て
欲
し
い
と
訴
え
る
と

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
決
断
し

ラ
ン
を
立
っ
て
パ
リ
に
向
っ
た
。

論

パ
リ
で
は
、
包
囲
中
一
時
お
さ
ま
っ
て
い
た
一
六
人
委
員
会
と
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
対
立
が
九

O
年
八
月
の
解
放
以
来
再
び
激
化
し
て
い

た。

一
六
人
委
員
会
は
、
パ
リ
救
出
に
来
ず
、
パ
ル
マ
公
が
去
る
や
コ
ル
ベ
イ
ュ
、

ラ
ン
と
パ
リ
を
取
巻
く
町
を
取
返
さ
れ
た
マ
イ
エ

γ

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
を
「
女
郎
と
寝
る
し
か
能
の
な
い

ヌ
公
に
怒
り
、

シ
ャ
ル
ト
ル
が
占
領
さ
れ
た
と
き
に
は
、
説
教
師
は
怒
り
の
あ
ま
り
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
総
評
議
会
を
再
興
し
、
今
い
る
ポ
リ
チ

l
ク
の
顧
問
に
代
え
て
、
総
評
議
会

の
助
言
で
統
治
を
行
う
こ
と
、
パ
リ
高
等
法
院
を
粛
清
し
て
彼
ら
一
六
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
代
え
、
彼
ら
か
ら
な
る
「
粛
清
法
院
」

太
っ
た
豚
」
と
ま
で
罵
っ
た
。
そ
し
て
、

を
設
立
す
る
こ
と
、

そ
れ
に
ス
ペ
イ
ン
、
法
皇
と
の
同
盟
の
強
化
を
繰
り
返
し
訴
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
一
六
人
委

員
会
の
要
求
を
一
切
無
視
し
、
パ
リ
の
市
政
を
一
六
人
委
員
会
か
ら
と
り
あ
げ
る
た
め
に
介
入
し
、
市
長
に
大
評
定
院
の
長
官
で
訴
願
審

査
官
の
ブ

l
シ
ェ
と
三
名
の
助
役
も
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
派
で
固
め
た
|
|
一
六
人
委
員
会
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
パ
リ
か
ら
去
る
と
、
二
名
の

助
役
の
選
出
に
疑
義
が
あ
る
と
し
て
や
り
直
さ
せ
、
と
り
返
し
た
が

1
1
0
一
六
人
委
員
会
の
指
導
者
で
前
パ
リ
市
長
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル
H

マ
ル
ト
、
助
役
ロ
ラ
ン
、

プ
レ
ヴ
ォ
、

ド
ル
レ
ア
ン
は
一
六
人
委
員
会
を
離
れ
、
理
論
家
の
ド
ル
レ
ア
ン
は
一
六
人
委
員
会
を
暴
力
に
よ

っ
て
他
人
の
財
産
と
官
職
を
ね
ら
う
盗
人
と
野
心
家
の
集
ま
り
と
決
め
つ
け
、

ポ
リ
チ
ー
ク
と
並
ん
で
一
六
人
委
員
会
を
リ
ー
グ
の
破
壊

分
子
と
激
し
く
攻
撃
し
た
(
『
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
与
え
る
第
二
の
警
告
』
九
O
年)。

一
六
人
委
員
会

は
こ
の
時
期
も
っ
ぱ
ら
野
心
的
な
弁
護
士
、
検
事
な
ど
下
級
官
職
保
有
者
(
四
六
名
中
二
四
名
)

と
法
皇
至
上
主
義
の
司
祭
(
七
名
)

集
ま
り
と
な
り
、
初
期
に
は
一
六
名
い
た
上
級
官
職
保
有
者
と
大
商
人
は
、

ブ
リ
ソ
ン
に
私
的
敵
意
を
も
っ
ク
ロ
メ
な
ど
わ
ず
か
五
名
に

減
っ
て
い
た
。

九
一
年
に
入
る
と
、

一
六
人
委
員
会
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
対
抗
し
、
独
自
に
法
皇

ス
ペ
イ
ン
と
直
接
交
渉
を
始
め
た
。
法
皇
グ
レ
ゴ

北法30(4・74)756
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リ
ウ
ス
一
四
世
か
ら
は
励
ま
し
の
言
葉
と
資
金
援
助
の
約
束
ま
で
で
あ
っ
た
が
、

ン
の
軍
事
的
・
経
済
的
援
助
に
対
し
、
一
六
人
委
員
会
は
フ
ェ
リ
ー
ベ
の
王
位
選
出
、
あ
る
い
は
王
女
イ
サ
ベ
ル
と
若
き
ギ
l
ズ
公
の
王

位
選
出
に
協
力
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
九
月
二

O
日
に
そ
の
旨
誓
約
し
た
手
紙
を
フ
ェ
リ
ー
ベ
に
送
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
特
使
マ
テ
オ
神
父
と
の
交
渉
で
は
、

ス
J¥  

イ

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
国
王
側
の

手
に
渡
っ
た
そ
の
手
紙
の
一
通
を
ア
ン
リ
四
位
か
ら
送
ら
れ

一
六
人
委
員
会
が
リ
l
グ
の
代
表
と
し
て
外
交
交
渉
を
行
い
、
彼
の
王
位

選
出
阻
止
を
謀
っ
て
い
る
こ
と
に
激
怒
し
た
。
そ
こ
で
今
度
は
一
六
人
委
員
会
が
パ
リ
高
等
法
院
首
席
長
官
ブ
リ
ソ
ン
以
下
三
名
を
処

一
六
人
委
員
会
は
高
等
法
院
長
官
ブ
ラ
ン
ク
メ
ニ
ル
に
続

い
て
、
パ
リ
裁
判
所
評
定
官
タ
ル
デ
ィ
フ
、
高
等
法
院
一
評
定
官
ラ
・
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
、
そ
れ
に
一
六
人
委
員
会
を
脱
退
し
た
治
安
判
事
ブ
リ

ガ

l
ル
と
「
ポ
リ
チ

l
ク
」
の
逮
捕
を
続
け
た
が
、
高
等
法
院
が
す
べ
て
証
拠
不
十
分
と
し
て
釈
放
す
る
の
に
怒
り
、
首
席
長
官
ブ
リ
ソ

刑
し
、
更
な
る
テ
ロ
を
企
て
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ン
以
下
二
七
名
の
高
等
法
院
の
裁
判
官
を
処
刑
し
、
そ
れ
を
契
機
に
民
衆
蜂
起
を
起
し
て
ポ
リ
チ

l
ク
の
大
量
処
刑
を
企
て
た
。

一
五
日
に
ブ
リ
ソ
ン
以
下
三
名
の
裁
判
官
を
処
刑
し
、
民
衆
に
蜂
起
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
民
衆
は
動
か
な
か
っ
た
。

月

一
六
人
委
員
会

は
、
大
義
に
熱
狂
し
た
者
が
い
つ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
時
勢
を
無
視
し
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
い
う
大
義
の
た
め
に
は
誰
も

が
い
つ
で
も
、
彼
ら
の
よ
う
に
、
生
命
を
投
げ
出
す
も
の
と
誤
っ
た
。
国
王
軍
包
囲
中
な
ら
成
功
も
し
た
だ
ろ
う
が
、
あ
の
何
万
人
も
が

性)

ね
ず
み
、
更
に
は
ロ
ウ
ソ
ク
、
墓
地
の
人
骨
を
す
り
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
パ
ン

(
「
モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
夫
人
の
パ

γ
」)

餓
死
し
、
犬
、
猫
、

ジャ γ ・ボダγの生涯

そ
し
て
レ
ト
ワ

l
ル
に
よ
れ
ば
人
肉
ま
で
も
食
っ
て
い
た
と
い
う
飢
餓
地
獄
を
ど
う
に
か
抜
け
出
し
た
者
た
ち
は
、

と
に
か
く
、
戦
争
と

パ

Y

デ

ィ

ダ

ケ

無
秩
序
に
疲
れ
、
平
和
と
秩
序
を
望
ん
で
い
た
。
民
衆
蜂
起
が
起
き
な
い
こ
と
が
解
る
と
、
一
六
人
委
員
会
は

P
(絞
首
刑
)
、

D
(刺
殺
)
、

ク
ャ
セ

(
追
放
)
に
分
類
し
た
ポ
リ
チ

l
ク
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
テ
ロ
に
走
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
直
前
に
、
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マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
一

0
0
0以

上
の
軍
隊
を
率
い
て
、
パ
リ
に
着
い
た
。

一
一
月
二
八
日
に
パ
リ
に
着
く
と

マ
イ
エ
ゾ
ヌ
公
は
一
六
人
委
員
会
に
バ
ス
チ
ー
ユ
を
明
け
渡
す
よ
う
要
求
し
、

一
六
人
委
員
会
が



説

フ
ェ
リ
ー
ベ
に
宛
て
た
手
紙
と
ブ
リ
ソ
ン
の
処
刑
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
た
o

い
う
大
義
の
た
め
に
や
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

一
六
人
委
員
会
は
す
べ
て
は
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と

ス
ペ
イ
ン
大
使
の
イ
パ
ラ
と
と
も
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
を
説
得
で
き
る
と
た
か
を
く
く
り
、
更

論

な
る
高
等
法
院
の
粛
清
、

ポ
リ
チ

l
ク
を
処
刑
す
べ
き
火
刑
裁
判
所
「
出
清
法
院
」
の
設
立
を
訴
え
た
。
し
か
し
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
ブ

リ
ソ
ン
の
件
は
と
も
か
く
、

ス
ペ
イ
ン
と
組
ん
で
彼
の
王
位
選
出
を
阻
止
し
よ
う
と
策
謀
す
る
一
六
人
委
員
会
を
許
す
つ
も
り
は
な
く
、

一
一
一
月
一
日
に
一
六
人
委
員
会
が
バ
ス
チ
ー
ユ
を
明
け
渡
し
、
民
衆
蜂
起
が
起
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
が
解
る
と
、
潰
し
に
か
か
っ
た
。

ま
ず
、
ブ
リ
ソ
ン
の
後
任
に
ル
・
メ
ー
ト
ル
を
つ
け
、
パ
リ
高
等
法
院
に
一
六
人
委
員
会
の
処
刑
を
要
求
し
た
が
、

一
六
人
委
員
会
に
怯

え
る
高
等
法
院
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
要
求
に
後
込
み
し
た
。
合
法
的
処
刑
が
で
き
な
い
と
解
る
と
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
二
一
月
四
日
に
軍

隊
を
使
っ
て
一
六
人
委
員
会
の
逮
捕
を
始
め
、

ア
ン
ル
!
の
四
名
だ
け
を
処
刑
し
、
他
は
釈
放
し

ク
ル
セ

ア
モ
ノ

ノレ

シ
十

ノレ

て

一
六
人
委
員
会
を
禁
止
し
た
。
こ
こ
に
一
六
人
委
員
会
は
地
下
に
も
ぐ
り
、

ス
ペ
イ
ン
と
組
ん
だ
地
下
活
動
を
続
け
る
が
、
政
治
勢

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
派
が
ポ
リ
チ

l
ク
と
地
下
に

も
ぐ
っ
た
一
六
人
委
員
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
パ
リ
支
配
権
を
握
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
が
、

力
と
し
て
は
終
っ
た
。

マ
イ
エ

γ
ヌ
公
は
こ
の
寛
大
な
一
六
人
委
員
会
の
処
罰
に
よ
っ
て
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
派
は
そ
の
大

部
分
が
状
況
の
強
制
と
ア
ン
リ
四
世
の
宗
教
だ
け
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
ポ
リ
チ

l
ク
の
隠
れ
蓑
で
あ
り
、

ポ
リ
チ

l
ク
が
握
る
こ
と
に

な
る
パ
リ
支
配
の
空
白
を
生
み
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
六
人
委
員
会
に
代
る
自
分
の
強
力
な
党
派
を
作
ろ
う
と
は
せ
ず
、

マ
イ
a

エ
ン

ヌ
公
は
二
一
月
一
一
日
に
ラ
ン
に
戻
っ
て
行
っ
た
。

一
二
月
一
五
日
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
ラ
ン
に
一
戻
っ
て
来
た
が
、
期
待
に
反
し
て
、
法
皇
軍
は
も
と
も
と
四
二

O
O
の
騎
兵
と
六

0
0
0

の
歩
兵
と
少
な
く

こ
の
少
な
い
兵
も
金
と
物
資
が
欠
乏
し
、
赤
痢
に
や
ら
れ
て
半
減
し
て
お
り
、
国
王
軍
に
包
囲
さ
れ
た
ル

l
ア
ン
救

出
に
向
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ル

l
ア
ン
包
囲
中
の
国
王
軍
は
新
た
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
寵
臣
エ
セ
ッ
ク
ス
率
い
る
四

0
0
0

の
イ
ギ
リ
ス
軍
、

カ
ジ
ミ

l
ル
の
甥
の
ア
ン
ハ
ル
ト
伯
ク
リ
ス
チ
ア
ン
率
い
る
六
八

O
O
の
ド
イ
ツ
騎
兵
と
一
万
の
ド
イ
ツ
歩
兵
も
加
わ
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っ
て
、

ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
た
。
九
二
年
一
月
に
パ
ル
マ
公
が
フ
ェ
リ
ー
。
へ
の
命
に
よ
り
介
入
し
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
そ
れ
に
合
流
し

五
O
O
O
の
騎
兵
と
一
万
八

O
O
O
の
歩
兵
で
ル

l
ア
ン
解
放
に
向
っ
た
。
ア
ン
リ
四
世
は
六

O
O
O
の
騎
兵
だ
け
を
率
い
て
、

ッ
パ
最
高
の
武
将
の
誉
れ
高
い
パ
ル
マ
公
に
戦
い
を
し
か
け
た
。
こ
の
騎
士
物
語
を
愛
読
し
、
意
中
の
女
性
(
か
つ
て
は
「
気
高
い
コ
リ

に
勝
利
を
捧
げ
る
王
は
常
に
先
頭
に
立
ち
、
向
い
羽
毛
飾
り
を
な
び
か
せ
な
が
ら
、
騎
兵
を

ヨ
7
i
戸

サ
ン
ド
」
、
今
は
「
麗
し
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
」
)

重
視
し
た
指
揮
を
と
り
、
彼
の
勇
気
と
騎
兵
で
こ
れ
ま
で
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
大
軍
を
破
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
勝
算
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
月
三
日
に
オ
マ
ル
の
近
く
で
両
軍
が
ぶ
つ
か
っ
た
が
、

ア
ン
リ
四
位
の
騎
兵
は
ス
ペ
イ
ン
歩
兵
に
大
破
さ
れ
、
自
身
傷
を
負
っ
た
。
パ

ル
マ
公
は
慎
重
に
ゆ
っ
く
り
と
軍
を
進
め
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
ル

l
ア
ン
の
総
督
ヴ
ィ
ヤ

l
ル
H
0フ
ラ
ン
カ
率
い
る
防
衛
軍
も
打
っ
て

山
、
四
月
二

O
日
に
ル

l
ア
γ
は
解
放
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
月
二
五
日
に
ル

l
ア
ン
か
ら
パ
リ
へ
の
道
を
聞
け
る
た
め
に
コ
ド
ベ
ッ

ク
解
放
に
向
っ
た
パ
ル
マ
公
は
右
手
に
弾
丸
を
受
け
、
こ
の
機
を
と
ら
え
た
国
王
軍
の
反
撃
に
よ
っ
て
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
三

O
O
Oの
兵

を
失
っ
て
追
い
つ
め
ら
れ
、
パ
ル
マ
公
は
床
か
ら
起
き
て
指
揮
を
と
り
、
夜
中
に
筏
で
セ
!
ヌ
川
を
越
え
さ
せ
、
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
に
帰

っ
た
。
こ
の
と
き
の
傷
が
も
と
で
パ
ル
マ
公
は
、
三
度
目
の
フ
ラ
ン
ス
介
入
の
準
備
を
し
て
い
た
ア
ラ
ス
の
町
で
、

フ
ラ
ン
ス
介
入
の
命

令
に
忠
実
で
な
い
こ
と
を
怒
っ
た
フ
ェ
リ
ー
ベ
の
本
国
召
還
命
令
が
届
い
た
一
一
一
月
に
死
ぬ
こ
と
に
な
る
o

ア
ン
リ
四
位
は
戦
争
に
嫌
気

(4) 

が
さ
し
、
外
国
兵
は
帰
ら
せ
、
白
い
羽
毛
飾
り
の
帽
子
は
ビ
ロ
ン
元
帥
に
与
え
て
指
揮
を
ま
か
せ
た
。
軍
事
で
王
国
を
平
定
で
き
な
い
以

上
、
そ
れ
に
内
部
対
立
も
抱
え
て
お
り
、
政
治
に
戻
る
べ
き
時
で
あ
っ
た
。
い
と
こ
の
グ
ア
ン
ド
i
ム
杭
機
卿
(
今
や
、
ブ
ル
ポ
ン
砿
機

リ
ー
グ
と
の
妥
協
工
作
に
と
り
か
か
り
、

北法30(4・77)759

ジャ γ.;lミダシの生涯

卿
)
率
い
る
「
第
三
の
党
派
」
は
ま
す
ま
す
強
く
ア
ン
リ
四
位
に
改
宗
を
求
め
、
法
皇
、

L 、
と

こ
の
ソ
ワ
ソ
ン
伯
は
第
三
の
党
派
と
ア
ン
リ
四
世
に
捨
て
ら
れ
た
「
気
高
い
コ
リ
サ
ン
ド
」
の
支
援
の
も
と
に
、
彼
に
夢
中
な
ア
ン
リ
四

世
の
妹
カ
ト
リ
l
ヌ
と
の
結
婚
を
企
ん
で
お
り
、

ま
た
ス
ペ
イ
ン
王
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
ア
ン
リ
四
世
と
の
妥
協
交
渉

を
求
め
て
い
た
。
こ
の
ル
i
ア
ン
包
囲
戦
を
最
後
に
、
大
き
な
戦
争
は
終
っ
た
。



説

大
規
模
な
戦
争
は
終
っ
た
が
、
戦
争
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
戦
争
と
そ
の
禍
が
九
二
年
中
に
中
央
部
、
北
部
、
東
部
か
ら

西
部
、
南
部
と
フ
ラ
ン
ス
中
に
拡
散
し
、

王
国
分
裂
と
社
会
的
無
秩
序
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
ブ
ル
タ

l
ニ
ュ
で
は
、

メ

l
ヌ、

論

ジ
ュ
、
テ
ュ
レ

l
ヌ
の
地
方
総
督
コ
ン
チ
公
と
ブ
ル
タ

l
ニ
ュ
の
地
方
総
督
ド
ン
ブ
公
が
八

O
O
の
騎
兵
と
六
七

O
O
の
歩
兵
を
率
い
て

侵
攻
し
た
が
、

ス
ペ
イ
ン
寧
に
よ
っ
て
増
強
し
た
メ
ル
ケ

l
ル
公
に
大
破
さ
れ
、
ラ
ヴ
ア
ル
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
、

シ
ャ
ト

l
H
ゴ
ン
チ
エ
の

町
も
と
ら
れ
た
。
反
領
主
、
反
租
税
で
蜂
起
し
た
農
民
軍
も
、

モ
ン
パ
ン
シ
エ
公
に
よ
っ
て
壊
滅
さ
れ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
農
民
軍
同

様
、
も
っ
ぱ
ら
リ

l
グ
に
つ
き
|
|
メ
ル
ケ

l
ル
公
配
下
の
盗
賊
部
隊
に
対
し
て
は
攻
撃
し
て
い
た
が
!
l
、
国
王
軍
は
イ
ギ
リ
ス
の
ノ

リ
ス
卿
と
ラ
・
ト
ロ
ン
ブ
レ
、
が
守
る
ラ
ニ
オ
ン
な
ど
一
部
の
町
を
も
つ
だ
け
で
、
ブ
ル
タ

l
ニ
ュ
は
事
実
上
国
王
側
も
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
も

介
入
で
き
な
い
独
立
の
公
園
と
な
り
、

サ
ン

H
マ
ロ
と
い
う
小
都
市
は
メ
ル
ケ

l
ル
公
も
介
入
で
き
な
い
独
立
の
都
市
と
な
っ
た
。
ポ
ワ

ト
ゥ
か
ら
ペ
リ
ゴ

l
ル
ま
で
は
も
っ
ぱ
ら
国
王
側
に
つ
い
て
い
た
が

l
lポ
ワ
チ
エ
の
町
な
ど
を
除
い
て

l
i、
大
軍
の
通
り
道
と
な

り
、
疫
病
に
や
ら
れ
た
こ
の
地
方
の
農
村
は
荒
廃
し
て
お
り
、

翌
九
三
年
か
ら
最
大
の
農
民
一
撲
、

ク
ロ
カ
ン
の
一
撲
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
、

ア
ン
リ
一
一
一
世
の
寵
臣
の
息
子
の
ジ
ョ
ワ
イ
ュ

l
ズ
公
が
ス
ペ
イ
ン
の
援
軍
も
加
え
、
国
王
側
の
高
等

法
院
が
移
さ
れ
て
い
た
カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
を
占
領
し
、

リ
ー
グ
の
拠
点
ト
ゥ
ル

l
ズ
か
ら
ユ
グ
ノ

l
の
拠
点
モ
ン
ト

l
パ
γ
に
向
う
ヴ
ィ
ル

、ュ

l
ル
の
町
を
包
閤
し

ア
ン
リ
三
位
の
寵
臣
エ
ベ
ル
ノ
ン
公
の
一
部
隊
を
破
っ
た
が
、

ダ
ン
ヴ
ィ
ル
の
軍
隊
に
大
破
さ
れ
、

だ
。
そ
の
後
を
弟
の
カ
プ
チ
ン
僧
が
ジ
ョ
ワ
イ
ュ

l
ズ
公
を
紙
ぎ
、

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
リ

l
グ
軍
を
指
冊
押
し
、

一
二
月
に
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
と

休
戦
協
定
を
結
ぶ
ま
で
戦
っ
た
。
ま
た
、

コ
マ
ン
ジ
ュ
地
方
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
農
民
と
小
都
市
住
民
は
「
カ
ン
パ
ネ
l
ル
」
と
呼
ば
れ
る

独
立
の
自
治
組
織
を
つ
く
り
、

フ
ォ
ワ
の
町
の
ユ
グ
ノ
!
と
組
ん
で
、

ト
ゥ
ル

l
ズ
の
町
が
起
し
た
箪
隊
と
戦
っ
て
い
た
。
プ
ロ
パ
ン
ス

で
は
、
も
っ
と
混
乱
し
て
い
た
。
地
方
総
督
の
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
の
死
に
代
っ
て
、
ド
フ
ィ
ネ
の
ユ
グ
ノ

l
軍
指
揮
官
レ
デ
ィ
ギ
エ

l
ル

が
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
進
撃
し
、
サ
ヴ
ォ
ワ
公
を
ヴ
ァ

l
ル
の
向
こ
う
に
ま
で
追
い
帰
し
た
が
、
ヌ
ム
!
ル
公
、
義
兄
の
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
と

ア
ン
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陪
一
嘩
を
し
て
パ
リ
市
総
督
を
や
め
、

リ
ヨ
ネ
に
公
国
を
築
い
て
い
た
ヌ
ム

l
ル
公
が
ド
フ
ィ
ネ
に
進
撃
し
、
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
の
弟
の
エ

ベ
ル
ノ
ン
公
が
兄
の
地
位
を
継
ぐ
た
め
に
ア
ジ
グ
レ

1
ム
か
ら
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
進
撃
し
て
き
た
の
で
、

レ
デ
ィ
ギ
エ

l
ル
は
ド
プ
ィ
ネ

ニL

エ
ク
ス
、

エ
ベ
ル
ノ
ン
公
は
レ
デ
ィ
ギ
エ

l
ル
と
サ
ヴ
ォ
ワ
公
の
双
方
に
対
時
し
た
。
そ
し
て
、

ア
ル
ル
と
い
っ
た
り
!
グ
の
都
市
は
内
部
の
党
派
が
各
々
サ
ヴ
ォ
ワ
公
、

ソ

l
女

に
引
き
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

マ
ル
セ
イ

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
義
兄
弟
カ
ル
セ
伯
、

伯
、
そ
の
他
の
貴
族
と
組
ん
で
独
裁
と
反
乱
を
繰
り
返
し
、

カ
ゾ
I
独
裁
下
の
マ
ル
セ
イ
ユ
は
遂
に
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
の
都
市
と
な

っ
た
。

グ
ル
ノ

i
プ
ル
の
穀
物
価
格
は
九
二
、
一
二
年
に
ピ

l
ク
を
迎
え
て
お
り
、
ま
た

マ
ル
セ
イ
ユ
の
貿
易
も
停
滞
し
て
お
り
、
南
部
地
方
は
パ
リ
と
そ
の
近
郊
の
町
に
二
年
遅
れ
で
、
経

済
的
危
機
の
時
代
を
迎
え
た
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
宗
教
戦
争
で
は
一
地
方
の
戦
争
に
よ
る
禍
は
他
の
地
方
で
の
禍
を
意
味
し
な
か
っ
た

」
う
し
た
戦
乱
の
影
響
で
、

ト
ゥ
ル

l
ズ、

エ
ク
ス
、

こ
の
地
方
の
毛
織
物
業
も
停
止
し
、

が
、
今
や
、
食
料
欠
乏
と
ひ
ど
い
イ

γ
フ
レ
、
農
村
の
荒
廃
と
人
口
減
少
、
手
工
業
の
停
止
と
遠
隔
地
貿
易
の
停
滞
|
|
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル

を
例
外
と
し
て
l
l
tが
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
各
地
方
、
各
都
市
は
ま
ず
ま
ず
中
央
政
府
か
ら
離
れ
る
遠
心

的
傾
向
を
強
め
て
い
た
。

ユ
グ
ノ
!
の
冷
静
な
観
察
者
に
よ
れ
ば
、
「
今
日
各
地
方
、

各
地
の
支
配
者
は

ど
ん
な
に
賢
明
で
す
ぐ
れ
た

性)

者
で
も
、
そ
の
地
方
、
都
市
、
城
塞
の
統
治
に
あ
た
っ
て
自
分
以
上
の
存
在
を
決
し
て
認
め
ま
せ
ん
し

(
こ
れ
程
例
外
の
な
い
規
則
は
あ

ジャ γ ・ボダγの生涯

り
ま
せ
ん
と
、
「
ま
も
な
く
自
ら
を
主
権
者
と
し
な
い
よ
う
な
村
も
フ
ラ
ン
ス
中
の
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
」
(
『
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
に
関
す
る
四
論
稿
』
九
三
年
)
O

」
う
し
た
遠
心
的
傾
向
は
と
く
に
リ
ー
グ
に
顕
著
で

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
の
政
府
は

ハ
リ
と
東
部
に
し
か
影
響
力
を
も
た
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

。
ハ
リ
で
は
、
九
二
年
に
入
る
と
、

ら
れ
た
一
六
人
委
員
会
に
代
っ
て
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
潰
さ
れ
、
戦
争
と
物
資
の
欠
乏
に
疲
れ
て
平
和
と
秩
序
を
求
め
る
住
民
に
見
捨
て

ポ
リ
チ

l
ク
が
支
配
権
を
握
っ
て
い
た
。
高
等
法
院
は
三
月
以
来
一
六
人
委
員
会
に
対
す
る
報
復
を
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バ
比一一-1n

始
め
、

一
六
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
逮
捕
し
、
ミ
シ
ュ
レ
以
下
三
名
を
処
刑
し
た
。
そ
し
て
、
パ
リ
市
長
ド
プ
レ
を
中
心
に
、
ポ
リ
チ

一
O
月
か
ら
公
然
と
行
動
に
移
し

l
p
は
ア
ン
リ
四
位
に
代
表
を
送
っ
て
改
宗
を
迫
り
、
パ
リ
を
閏
王
に
明
け
渡
す
こ
と
を
画
策
し
、

ユぉ

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
こ
の
知
ら
せ
に
あ
わ
て
て
パ
リ
に
や
っ
て
来
た
が
、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
派
の
実
態
が
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル
H
マ
ル
ト
、

た。ラ
ン
な
ど
ご
く
数
人
を
除
い
て
、

ア
ン
リ
四
位
の
宗
教
だ
け
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
ポ
リ
チ

l
ク
の
隠
れ
蓑
に
す
ぎ
ず
、
パ
リ
の
支
配
権

を
握
っ
て
い
る
の
が
彼
ら
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
ア
ン
リ
四
世
と
の
交
渉
を
禁
じ
、
市
政
に
介
入
し
て
、
市
長
に
マ

イ
エ
ン
ヌ
公
派
の
会
計
検
査
官
リ
ュ
イ
エ
を
つ
け
、
助
役
を
ポ
リ
チ

l
ク
と
一
六
人
委
員
会
で
折
半
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
パ
り
の

ま
す
ま
す
影
響
力
を
失
う
マ
イ
エ
ン
ヌ
公

支
配
権
は
上
級
官
職
保
有
者
と
大
商
人
を
中
心
と
す
る
ポ
リ
チ
l

ク
が
握
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、

は
も
は
や
三
部
会
の
開
催
を
こ
れ
以
上
引
き
延
ば
せ
な
い
こ
と
を
理
解
し
、

そ
れ
が
無
理
だ
と
解
る
と
、
九
三
年
一
月
に
パ
リ

一
二
月
、

に
召
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ラ
ン
の
町
で
は
、
九
二
年
も
相
変
わ
ら
ず
九
一
年
二
月
以
来
の
平
穏
な
日
々
が
続
い
て
い
た
。

ル
ー
プ
ン
解
放
に
加
わ
る
た
め
ラ
ン
に

い
た
軍
隊
は
す
べ
て
出
払
い
、
城
内
に
は
総
督
ダ
ル
シ
率
い
る
守
備
隊
と
総
督
の
姪
の
婚
約
者
で
、
後
任
の
総
督
に
任
命
さ
れ
る
ピ
ェ

l

ル
ポ
ン
の
地
方
貴
族
リ
ュ
が
連
れ
て
き
た
数
名
の
兵
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
ラ
ン
の
ま
わ
り
で
は
何
事
も
起
ら
な
か
っ
た
。
農
民
と
兵
隊

く
ず
れ
が
野
盗
と
化
し
、
商
人
が
時
々
襲
わ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
熱
狂
的
な
説
教
師
ル
・
ト
ロ
ザ
ム
は
伎
の
や
り
方
に
反
対
す
る

司
教
や
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
修
道
院
長
側
の
聖
職
者
と
の
対
立
も
あ
っ
て
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
院
に
も
ど
る
た
め
五
月
一
七
日
に
ラ
ン

を
去
っ
て
行
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ン
の
代
官
に
な
っ
た
ル
グ
ラ
が
ル
・
ト
ロ
ザ
ム
、

ラ
ピ
ッ
シ
ュ
派
の
司
祭
や
民
衆
と
組
ん
で
、
最
高
指
導

者
の
地
位
を
要
求
し
て
い
た
が
、
総
督
、
司
教
、
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
修
道
院
長
、
区
長
官
ド
ラ
メ

l
ル
、
裁
判
官
ヴ
エ
ロ
ン
な
ど
が
十

分
有
効
に
反
対
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
ラ
ン
の
平
和
に
幸
い
し
て
い
た
。
五
月
二
四
日
に
国
王
軍
が
ラ
ン
の
方
に
向
っ
て
い
る
と
い
う

知
ら
せ
が
入
っ
た
と
き
に
は
、
一
時
緊
張
が
起
き
た
。
市
会
は
た
だ
ち
に
リ
ュ
に
一
ニ

O
O
エ
キ
ュ
を
与
え
て
防
衛
に
協
力
を
要
請
し
、
タ ロ
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イ
ユ
税
を
支
払
わ
な
い
者
は
町
か
ら
追
放
と
決
定
し
、

町
の
四
辻
に
そ
の
旨
張
り
出
し
て
、
金
を
集
め
た
。
ま
た
、
魔
術
師
だ
と
・
吹
聴
し

て
い
た
若
い
男
と
年
老
い
た
樵
、
が
、
前
者
は
敢
に
魔
術
で
城
門
を
開
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
容
疑
で
、
後
者
は
敵
の
諜
報
員
の
容
疑
で
捕

そ
の
知
ら
せ
が
誤
ま
り
だ
と
解
る
と
(
実
際
に
は
、
悶
十
士
市
は
ラ
ン
の
町
が
関
心
も
な
い
ほ
ど
遠
く
は
な
い
、

え
ら
れ
、
投
獄
さ
れ
た
。
し
か
し
、

ラ
ン
ス
に
近
い
エ
ベ
ル
ネ
の
町
の
包
囲
に
向
っ
て
い
た
が
て
緊
張
は
と
け
、
平
穂
な
日
々
が
続
い
た
。

そ
こ
へ
、

一
一
一
月
初
め
に
、

一
二
月
一
七
日
に
、
総
督
、
市
政

カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
を
選
出
す
べ
き
三
部
会
召
集
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。

担
当
者
、
二
四
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、

そ
れ
に
名
士
と
選
ば
れ
た
八

O
名
の
住
民
が
加
わ
っ
て
市
民
総
会
が
聞
か
れ
、
市
会
が
作
成
し

た
草
案
に
も
と
ε
つ
い
て
嘆
願
書
の
作
成
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
三
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
取
扱
い
、
第
二
部
は
王

国
の
取
扱
い
、
第
三
部
は
人
民
の
取
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
、

和
解
王
令
を
廃
止
し
、
「
い
わ
ゆ
る
新
宗
教
」
を
全
面
禁

止
し

ト
り
エ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
を
導
入
し
、
中
立
的
な
貴
族
と
都
市
も
り
l
グ
側
に
つ
け
、
共
同
し
て
異
端
に
あ
た
る
こ
と
、
そ
れ

に
、
国
王
官
職
に
は
熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
日
間
行
方
正
な
者
を
任
命
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
人
民
の
権
威
の
も

と
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
有
徳
な
王
を
選
任
し
、

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
を
決
し
て
王
と
は
認
め
な
い
こ
と
を
決
議
す
る
こ
と
、

そ
し
て
新
主
は

決
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
離
れ
ず
、
異
端
を
保
護
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
、

そ
れ
に
違
反
し
た
と
き
は
人
民
は
服
従
の
誓
約
か
ら
解
放
さ

(4) 

れ
る
こ
と
を
決
議
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
更
に
、
新
王
は
教
会
の
不
可
侵
、
都
市
と
団
体
の
特
権
を
守
る
こ
と
、
三
部
会
の
権
威
の
も

ジャシ・ポダシの生涯

と
に
法
皇
、

ロ
レ

l
ヌ
公
、

サ
ヴ
ォ
ワ
公
、
そ
の
他
す
べ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
公
と
同
盟
を
結
び
、
異
端
の
国
々
や
都
市

ス
ペ
イ
ン
王
、

と
対
決
す
る
こ
と
、
統
治
に
お
い
て
は
何
は
さ
て
お
き
カ
ト
リ
ッ
グ
教
に
触
れ
な
い
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
こ
と
、
法
律
は
古
来
の
慣
習

高
等
法
院
の
認
可
と
公
示
に
よ
る
こ
と
、

ど
お
り
、
「
国
王
の
絶
対
的
で
、

完
全
な
権
威
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く

そ
し
て
現
在
の
混
乱

を
収
拾
し
、
全
般
的
改
革
を
行
う
た
め
の
三
部
会
の
召
集
を
誓
約
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
第
三
部
で
は
、
全
般
的
改
革
は
新
た
に
召

集
さ
れ
る
三
部
会
を
待
つ
こ
と
に
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
町
の
近
く
に
あ
る
城
塞
を
壊
す
こ
と
、
軍
規
を
確
立
し
、
農
民
に
対
す
る
略
奪
一
を
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説

禁
ず
る
こ
と
、
都
市
は
軍
隊
へ
の
金
の
支
払
い
を
負
わ
な
い
こ
と
、
そ
れ
に
新
王
は
こ
れ
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
町
が
王
権
に
代
っ
て
や
っ

論

て
き
た
こ
と
を
追
及
し
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
同
盟
王
令
の
思
想
に
忠
実
な
、
そ
れ
に
ラ
シ
の
特
殊
事
情
を
付
け
加
え
た
嘆
願

ボ
ダ
ン
も
加
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
反
対
す
る
者
は
な
く
、
そ
の

書
の
草
案
が
、
そ
の
審
議
に
リ
シ
ャ

l
ル
は
加
わ
っ
て
お
り
、

ま
ま
可
決
さ
れ
た
。
市
会
は
二
二
日
に
代
議
員
に
も
た
せ
る
私
的
訓
令
を
作
成
し
、
一
ニ

O
日
に
前
回
の
九
一
年
五
月
の
選
出
で
首
位
で
選

ば
れ
て
い
た
ル
グ
ラ
一
人
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
、
ル
グ
ラ
は
九
三
年
一
月
一
三
日
に
旅
費
一

O
O
エ
キ
ュ
を
も
ら
っ
て
パ
リ
に
向
っ
た
。

人
々
は
今
度
こ
そ
戦
争
が
終
わ
り
、
平
和
が
来
る
と
語
り
合
っ
た
し
、

ボ
ダ
ン
も
今
度
は
そ
う
信
じ
た
。
ボ
ダ
ン
の
予
言
で
は
、
九
三
年

は
平
和
の
前
ぶ
れ
と
な
る
大
変
革
が
起
き
る
年
で
あ
り
、

そ
れ
は
神
に
選
ば
れ
た
王
が
決
ま
る
こ
と
だ
と
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
ボ
ダ
ン
は

具
体
的
に
王
と
し
て
は
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
、
あ
る
い
は
改
宗
し
た
ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
を
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
王
権
が
再
建
さ
れ
、
平

和
が
訪
れ
る
こ
と
の
方
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
希
望
が
見
え
始
め
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
。
九
三
年
一
月
一
一
一
日
に
パ
リ
の
友
人
に
宛
て

て
、
パ
リ
か
ら
お
そ
ら
く
三
部
会
召
集
の
知
ら
せ
を
持
っ
て
き
た
共
通
の
友
人
を
歓
待
し
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
得
々
と
語
り
、
今
年
中

王
杖
と
王
冠
を
意
の
ま
ま
に
扱
い
」
、
「
本
当
に
幸
わ
せ
な
神
の
平
和
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
「
大
変

革
」
が
確
実
に
起
き
る
こ
と
を
書
き
送
っ
た
。

に
「
神
が
軍
隊
と
そ
の
勝
利
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
を
選
出
す
べ
き
三
部
会
が
、
九
三
年
一
月
に
パ
リ
に
召
集
さ
れ
た
。
ア
ン
リ
四
世
が
こ
の
三
部
会
を
非
合
法
、
反
逆

罪
に
あ
た
る
と
宣
言
し
、
地
方
で
の
新
た
な
攻
勢
を
命
じ
た
た
め
に
、
バ
リ
へ
の
旅
行
は
非
常
に
危
険
で
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
代
議
員
は

グ
ィ
ヤ

l
ル
H
プ
ラ
ン
カ
の
軍
隊
に
守
ら
れ
て
行
く
た
め
に
一
月
一
一
一
日
に
ル

l
ア
ン
に
集
ま
っ
た
が
、
二
月
八
日
ま
で
出
発
で
き
な
か

っ
た
し
、
他
の
代
議
員
も
軍
隊
に
守
ら
れ
た
り
、
変
装
し
て
パ
リ
に
や
っ
て
来
た
。
一
二
八
名
の
代
議
員
(
第
一
身
分
四
九
名
、
第
二
身

分
二
四
名
、
第
三
身
分
五
五
名
)
し
か
集
ま
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
パ
リ
の
属
す
る
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
二

O
名
と
最
も
多
く
の
代
議

員
が
集
ま
っ
た
が
、
多
く
の
地
方
監
督
官
区
か
ら
一
人
の
代
議
員
も
来
て
い
な
か
っ
た
し
、

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
か
ら
は
ト
ゥ
ル

l
ズ
の
代
議
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員
一
人
し
か
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
ン
の
嘆
願
書
と
そ
の
他
の
現
存
す
る
嘆
願
書
(
ラ
ン
ス
、

ル
l
ア
ン
、

ト
ロ
ワ
、

オ
ク
セ
!
ル
)

か
ら
判
断
し
て
も
、
代
議
員
は
大
部
分
が
リ

l
グ
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
パ
リ
の
代
議
員
は
前
市
長
ド
ブ
レ
、
高
等

法
院
首
席
長
官
ル
・
メ
ー
ト
ル
、
デ
ュ
・
ヴ
ェ
ー
ル
な
ど
の
ポ
リ
チ

1
ク
、
租
税
院
長
官
ヌ
イ
イ
、
再
び
ポ
リ
チ

l
ク
に
反
発
し
て
も
ど

っ
た
ド
ル
レ
ア
ン
、
司
祭
の
ブ

l
シ
ェ
、

ロ
ー
ズ
な
ど
の
一
六
人
委
員
会
、
そ
れ
に
パ
リ
市
長
リ
ュ
イ
ェ
、
貨
幣
院
評
定
官
ロ
ラ
ン
ぐ
ら

い
の
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
派
に
分
裂
し
て
い
た
。

三
部
会
は
一
月
二
六
日
に
ル

l
ヴ
ル
宮
で
開
会
さ
れ
た
。

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
開
会
演
説
を
や
り
、
こ
れ
ま
で
の
リ

l
グ

の

功

績

を

称

ぇ
、
代
議
員
に
今
後
為
す
べ
き
こ
と
を
助
言
す
る
よ
う
要
請
し
、
自
身
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
岡
山
家
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す
覚
悟
で
あ
る
旨

述
べ
た
。
そ
し
て
、

ま
だ
着
い
て
い
な
い
法
皇
特
使
と
ス
ペ
イ
ン
王
特
使
に
代
っ
て
、
ペ
ル
ヴ
ェ
枢
機
卿
が
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
述
べ
、

開
会
式
は
終
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
特
使
フ
エ
リ
ア
公
は
法
律
家
の
メ
ン
ド

l
サ
を
従
え
、
莫
大
な
金
を
も
っ
て
、

ネ

l
デ
ル
ラ
ン
ト
の
臨
時
総
督
マ
ン
ス
フ
ェ

ル
ト
伯
率
い
る
ス
ペ
イ
ン
箪
と
と
も
に
二
月
九
日
に
ラ
ン
に
着
き
、
そ
こ
で
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
軍
隊
と
別
れ
、
パ
リ
に
向
っ
た
。
し
か

(4) 

し
、
パ
リ
で
は
ア
ン
リ
四
世
側
の
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
の
会
談
提
案
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
生
じ
て
お
り
、
す
ぐ
に
活
動
に
入
る
こ
と
は
で
き

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
フ
エ
リ
ア
、
法
皇
特
使
セ
ガ
枢
機
卿
、
ベ
ル
ヴ
て
そ
れ
に
一
六
人
委
員
会
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
、

F
ム

ミ

つ

‘

-o

J
/
ふ
μ

J

J

ジャ γ ・ボダンの生涯

ベ
イ
ン
の
勢
力
に
対
す
る
対
抗
措
置
と
し
て
そ
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
を
決
意
し
て
お
り
、
二
月
二
五
日
に
三
部
会
の
同
意
を
と
り
つ
け

一
六
人
委
員
会
は
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
が
、
し
か
し
パ
リ
の
住
民
は
平
和
を
望
ん
で
お
り
、
リ
ー
グ
側
の
代
表
が
会
談
に
向
う
際

た。に
は
多
く
の
群
衆
が
見
送
り
、

口
々
に
「
平
和
を
〆
」
と
叫
ん
だ
。
四
月
二
九
日
に
、
パ
リ
の
近
く
の
ス
レ

l
ヌ
の
村
で
会
談
が
始
ま
つ

た
。
リ
ー
グ
側
は
リ
ヨ
ン
の
大
司
教
エ
ピ
ナ
ク
が
代
表
で
、

そ
れ
に
三
部
会
の
代
表
ル
・
メ
ー
ト
ル
と
デ
ィ
ジ
ョ
ン
高
等
法
院
評
定
官
ベ

ル
ナ

l
ル、

マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
送
り
込
ん
だ
ヴ
ィ
ル
ロ
ワ
、

ジ
ブ
ナ
ン
、
パ
リ
市
総
督
0

フ
ラ
ン
、

ヴ
ィ
ヤ

l
ル
H
プ
ラ
ン
カ
で
あ
り
、
国 ス
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百止

王
側
は
ブ
l
ル
ジ
ュ
の
大
司
教
ボ
l
ヌ
が
代
表
で
、
そ
れ
に
ベ
リ
エ
グ
ル
、

ド
・
ト
ヮ
、

五
名
の
国
王
顧
問
で
あ
っ
た
。
パ
リ
の
ま
わ
り

論

四
里
以
内
と
ス
レ

l
ヌ
の
ま
わ
り
四
里
以
内
で
の
休
戦
協
定
は
す
ぐ
に
料
ば
れ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
国
基
本
法
と
悦
襲
権
の
王
国
基

五
月
一
七
日
に
ブ

l
ル
ジ
ュ
の
大
司
教
は
国
王
が
改
宗
の
決
意
で
あ
る
旨
述
べ
た
。

本
法
を
め
ぐ
る
対
立
は
解
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
、

リ
ヨ
ン
の
大
司
教
は
か
か
る
改
宗
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
信
用
し
な
い
だ
ろ
う
と
答
え
た
が
、
と
に
か
く
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
が
恐
れ
た
、
三

部
会
の
存
在
意
義
を
失
わ
せ
る
最
初
の
爆
弾
が
投
じ
ら
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
特
使
フ
エ
リ
ア
は
よ
う
や
く
四
月
二
日
に
一
一
一
部
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
ェ
リ
ー
ベ
の
手
紙
を
三
部
会
に
提
出
し
、
そ

し
て
高
飛
車
に
も
、

フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
二
世
以
来
い
か
に
ス
ペ
イ
ン
の
恩
恵
に
浴
し
て
き
た
か
、

こ
の
三
部
会
も
ス
ペ
イ
ン
の
お

か
げ
で
開
催
で
き
た
こ
と
を
得
々
と
述
べ
た
て
た
。
こ
れ
に
は
ベ
ル
ヴ
ェ
枢
機
卿
さ
え
頭
に
き
、
大
昔
の
ク
ロ

l
ヴ
ィ
ス
の
時
代
以
来
ス

ペ
イ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
に
負
っ
て
い
る
思
恵
の
数
々
を
並
べ
た
て
、
溜
飲
を
さ
げ
た
。
ス
ペ
イ
ン
特
使
は
買
収
の
金
、
一
二
部
会
の
代
議
員
だ

け
で
二
万
四

0
0
0
エ
キ
ュ
も
の
金
を
ば
ら
ま
き
、
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
早
く
国
王
選
出
に
入
る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
o

三
部
会
の
存
在
意

ア
ン
リ
四
世
の
改
宗
の
最
初
の
爆
弾
が
投
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
五
月
二
八
日
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国

味
を
な
く
さ
せ
る
、

王
選
出
の
議
題
に
入
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
五
月
二
九
日
の
総
会
で
、

ス
ペ
イ
ン
の
第
二
特
使
タ
シ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
王
女
イ
サ
ベ
ル
を
女

王
に
選
出
す
る
よ
う
求
め
、
そ
の
後
で
法
律
家
の
メ
ン
ド

l
サ
が
、

(

一

O
世
)

の
時
代
に
始
ま
っ
た
新
し
い

サ
リ
カ
法
が
喧
嘩
王
ル
イ

慣
習
に
す
ぎ
ず
、

王
国
基
本
法
た
り
え
な
い
こ
と
を
長
々
と
ラ
テ
ン
語
で
論
じ
た
。
一
二
部
会
は
ス
ペ
イ
ン
王
女
の
無
条
件
の
選
出
に
は
反

対
し
、
彼
女
が
結
婚
す
る
、

タ
シ
ス
は
六
月
二
二
日
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
エ
ル
ネ
ス
ト
大
公
を
指
定
し
た
。
こ
の
指
定
に
、
自
分
の
息
子
の
指
定
で
妥
協
す
る
用
意
の
あ
っ

王
位
に
選
出
さ
る
べ
き
フ
ラ
ン
ス
の
公
爵
の
指
定
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

た
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
は
激
怒
し
、
三
部
会
は
激
し
い
不
満
を
表
わ
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な
敵
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
に
対
す
る
憎
悪
も
よ

み
が
え
り
、
パ
リ
の
住
民
は
道
を
通
る
ス
ペ
イ
ン
特
使
、
そ
れ
に
組
み
す
る
法
皇
特
使
と
一
六
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
公
然
と
罵
声
を
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あ
び
せ
た
。
法
皇
特
使
が
仲
裁
に
入
っ
た
が
、

ス
ペ
イ
ン
側
の
譲
歩
は
、
六
月
一
一
一
日
に
フ
エ
リ
ア
が
提
示
し
た
、

王
に
選
出
し
、
そ
の
後
ギ
l
ズ
H
ロ
レ

l
ヌ
家
の
公
爵
と
結
婚
す
る
と
い
う
ま
で
で
あ
っ
た
。
。
ハ
リ
高
等
法
院
は
ス
ペ
イ
ン
の
最
初
の
提

案
以
来
、
裁
判
官
デ
ュ
・
ヴ
ェ
ー
ル
、
首
席
長
官
ル
・
メ
ー
ト
ル
、
検
事
総
長
モ
レ
を
中
心
に
、
ス
ベ
イ

γ
と
そ
の
同
盟
者
た
る
一
六
人

委
員
会
、
そ
れ
に
マ
イ
エ
ン
ヌ
公
に
敵
対
す
る
策
を
練
っ
て
い
た
。
六
月
二
八
日
に
遂
に
爆
弾
を
投
じ
、
サ
リ
カ
法
に
違
反
し
て
、
外
国

の
王
公
や
王
女
に
王
冠
を
渡
す
よ
う
な
協
定
を
結
ん
で
は
な
ら
な
い
し
、
結
ん
で
も
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
決

ス
ペ
イ
ン
王
女
を
女

定
的
に
流
れ
が
変
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
側
は
法
皇
特
使
の
説
得
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
七
月
に
入
っ
て
か
ら
、

ス
ペ
イ
ン
王
女
と
若
き
ギ
l
ズ

公
の
結
婚
、
即
位
を
提
案
し
た
が
、
三
部
会
は
も
は
や
そ
の
提
案
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

リ
ー
グ
の
三
部
会
は
ア
ン
リ
四
世
の
改
宗
に
よ
っ
て
存
在
理
由
を
失
っ
た
。
ス
レ
l
ヌ
で
は
、
五
月
一
七
日
の
ア
ン
リ
四
世
改
宗
の
決

意
表
明
を
め
ぐ
っ
て
、
罪
障
消
滅
を
申
し
渡
し
、
教
会
に
受
け
入
れ
う
る
の
は
法
皇
だ
け
だ
と
す
る
、
法
皇
至
上
主
義
を
主
張
す
る
リ
l

グ
側
と
ガ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
主
張
す
る
国
王
側
が
激
論
を
闘
わ
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
お
構
い
な
く
、

ア
ン
リ
四
世
は
六
月
に
、

一
六
人
委

員
会
の
ギ
ュ
ア
ン
セ

l
ト
ル
も
含
む
四
名
の
パ
リ
の
司
祭
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
教
え
に
サ

γ
・
ド
ニ
に
来
る
よ
う
手
紙
を
送
り
、
四
名
の

サ
ン
・
ド
ニ
に
出
か
け
た
。
戦
争
と
無
秩
序
に
疲
れ
、
平
和
と
秩
序
を
求
め
る
戸
は

司
祭
は
法
皇
特
使
の
破
門
の
脅
し
に
も
拘
わ
ら
ず
、

性)

激
越
な
説
教
師
ま
で
も
捉
え
て
い
た
。
七
月
二
五
日
に
ア
ン
リ
四
世
改
宗
の
儀
式
が
サ
ン
・
ド
ニ
の
大
聖
堂
で
と
り
行
な
わ
れ
、
改
宗
し

ジャ γ ・ボダγの生涯

た
王
は
ミ
サ
に
参
列
し
た
。
そ
し
て
、
新
攻
勢
に
よ
り
国
王
軍
優
勢
の
う
ち
に
、

七
月
コ
二
日
に
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
の
三
カ
月
聞
に
わ
た

る
休
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。

一
六
人
委
員
会
は
最
後
の
反
撃
に
出
た
。
権
力
を
失
っ
た
彼
ら
は
説
教
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
。
ブ
i
シ
ェ
は
か
の
ベ
ア
ル
ン
人

の
改
宗
の
欺
繭
、
道
化
ぶ
り
を
激
し
く
調
刺
し
、
か
の
羊
の
衣
を
ま
と
っ
た
狼
が
王
冠
を
J

乎
に
入
れ
た
が
最
後
、
す
べ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
が
虐
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
説
教
し
、
他
の
リ
ー
グ
の
説
教
師
も
か
か
る
説
教
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
民
衆
は
も
は
や
こ
う
し
た
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説

激
越
な
説
教
に
あ
い
て
お
り
、
平
和
と
国
王
の
改
宗
を
称
え
る
数
多
く
の
説
教
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
六
人
委
員
会
は
数
多

く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
た
0

ド
ル
レ
ア
ン
は
『
ア
レ
!
ト
伯
の
饗
宴
』
を
書
き
、

プ
レ
ー
ト
伯
の
城
に
集
ま
る
一
群
の
貴
族
、
貴
婦

論

人
、
高
位
聖
職
者
の
口
を
借
り
て
、

ベ
ア
ル

γ
人
と
そ
れ
に
従
う
ポ
リ
チ

l
ク
の
欺
臓
、
道
化
ぶ
り
を
調
刺
し
た
。
こ
の
時
期
の
最
も
優

マ

ユ

ス

ト

ル

マ

ナ

y

お
そ
ら
く
ク
ロ
メ
が
書
い
た
一
六
人
委
員
会
の
鎮
魂
曲
『
廷
臣
と
職
人
の
対
話
』
で
あ
る
Q

こ
の
著
作
は
、
ポ
リ
チ
l
ク

れ
た
著
作
は
、

の
貴
族
た
る
「
廷
臣
」
と
一
六
人
委
員
会
の
都
市
民
た
る
「
職
人
」
が
偶
々
道
で
出
合
い
、

か
わ
し
た
対
話
で
あ
る
。
ま
ず
、

ナ
ヴ
ァ
l

ル
王
の
改
宗
を
め
ぐ
っ
て
、
人
民
主
権
の
選
挙
王
制
論
対
世
襲
王
制
論
、
法
皇
至
上
主
義
対
ガ
リ
カ
ユ
ズ
ム
、
宗
教
至
上
主
義
対
平
和
と

ナ
ヴ
ァ

l
ル
王
の
改
宗
が
王
冠
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
策
略
で
あ
っ
て
、

様
々
な
議
論
を
し
な
が
ら
、
「
職
人
」
が
「
廷
臣
」
を

ら
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
一
点
で

「
廷
臣
」
も
最
後
に
は
ア
ン
リ
四
世
の
改
宗
が
心
か
ら
す
る
も
の
か
疑
い
が
残

追
い
つ
め
る
。

る
こ
と
を
認
め
、
再
び
異
端
に
戻
っ
た
場
合
に
は
王
の
も
と
か
ら
去
る
こ
と
を
告
げ
る
。
し
か
し
、
議
論
が
一
六
人
委
員
会
を
め
ぐ
る
状

況
に
入
っ
た
と
た
ん
に
、
二
人
の
立
場
は
入
れ
替
わ
る
。
追
い
つ
め
ら
れ
る
の
は
今
度
は
「
職
人
」
の
方
で
あ
る
。
リ
ー
グ
の
諸
公
は
自

ら
の
野
心
の
た
め
に
宗
教
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
、
互
い
に
反
目
し
て
お
り
、
小
貴
族
は
利
益
の
多
い
側
に
す
ぐ
に
鞍
替
え
し
、
ア
ン

リ
四
世
が
勝
利
す
る
こ
と
は
確
実
な
こ
と
、
そ
し
て
パ
リ
で
は
高
等
法
院
や
上
位
聖
職
者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
司
祭
や
民
衆
も
国
王
側

一
六
人
委
員
会
は
思
み
嫌
わ
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
し
か
頼
る
も
の
が
な
く
、
一
破
滅
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
暴
か
れ
る
。

し
か
し
神
と
と
も
に
あ
る
正
義
は
一
六
人
委
員
会
の
側
に
あ
る
と
い
う
信
念

に
つ
き
、

「
職
人
」
も
遂
に
状
況
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、

は
揺
る
が
ず
、

後
年
彼
ら
が
被
る
こ
と
に
な
る
こ
の
世
で
の
悲
惨
な
運
命
も
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
。

「
私
は
ナ
ヴ
ァ
l
ル
王
に
従
う
あ

な
た
が
た
の
よ
う
な
異
端
、

一
六
人
委
員
会
、

ス
ペ
イ
ン
人
と
と
も
に
死
ぬ
こ

ポ
リ
チ
l
グ
、
無
神
論
者
と
生
き
る
よ
り
は
、
神
学
者
、

と
を
望
む
o
」
か
か
る
殉
教
者
の
精
神
は
「
廷
臣
」
に
は
気
遣
い
じ
み
た
も
の
に
し
か
見
え
ず
、

が
、
「
職
人
」
は
も
は
や
神
の
永
遠
の
祝
福
し
か
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。

妥
協
の
現
実
に
連
れ
も
ど
そ
う
と
す
る

し
か
し

こ
の
崇
高
な
著
作
も
す
ぐ
に
ロ
ラ
ン
に
よ
っ
て
マ
イ
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エ
ン
ヌ
公
版
、

ピ
ト
ゥ
な
ど
に
よ
る
ポ
リ
チ

l
ク
版
に
作
り
変
え
ら
れ
た
し
、

ま
た
ピ
ト
す
な
ど
に
よ
る
『
サ
チ

l
ル
・
メ
ニ
ベ
』

リ

ー
グ
の
三
部
会
、
何
よ
り
も
ス
ペ
イ
ン
金
貨
で
で
き
た
万
能
薬
「
カ
ト
リ
コ
ン
」
を
調
刺
し
、

ポ
リ
チ

l
ク
の
立
場
だ
け
が
平
和
、
法
、

正
義
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
『
サ
チ

l
ル
・
メ
ニ
ベ
』
の
流
布
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
は
相
殺
さ
れ
た
。

リ
ー
グ
の
三
部
会
は
り

l
グ
の
内
部
対
立
と
ア
ン
リ
四
世
の
改
宗
に
よ
っ
て
失
敗
、
が
明
ら
か
と
な
り
、

八
月
八
日
の
会
議
を
最
後
に
解

散
し
、
ラ
ン
の
代
議
員
な
ど
一
部
の
代
議
員
は
正
真
正
銘
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
を
選
出
す
る
た
め
に
残
っ
た
が
、
大
部
分
の
代
議
員
は
帰

ボ
ダ
ン
の
予
言
ど
お
り
、
一
平
和
の
前
ぶ
れ
と
な
る
九
三
年
の
大
変
革
が
起

っ
て
い
っ
た
0

フ
ラ
ン
ス
は
今
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
王
を
も
ち
、

き
た
。

(4) 

(

1

)

以
下
、
一
六
人
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
コ
リ
の
詳
細
な
学
位
論
文
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
(
同
戸
〉
m
n
o
-
-
¥
4
Z
2
H
5
2
3
8仏
H
7
0
3
H
2

HKO俗
間

EY]{印
∞
印

iH印
mEH・同
ν7・
H)・・
C
E〈ぬ門田
XU『

O向
。
丘
広
O円ロ
2
・ロ
2rozuJHmw叶
N)。

一
六
人
委
員
会
の
社
会
構
成
は
サ
ル
モ
ン
に
拠
っ
た
(
』
・
出
・
玄

ω己
目
D
P
吋

Z
P
E由
巳
巴
2
P
5
E
l
E
H
叶
宮

ωDnF巳
〉

E
-吋
ω
2
0『

m

HN20-己
5
E
q
云
D
2
B
E
H
L
C己円
E
-
c同
玄
O
L
2ロ
E
a
o
q
-
さ
}
-
A
P
S叶
N・目当
-
E
C
i話
)
。
サ
ル
モ
ン
の
階
層
分
類
は
リ
シ
ェ
に
よ
っ
て
一

部
批
判
さ
れ
て
い
る
が

(
0・河
E
r
a
-
〉
者
2
Z
8
2
?ロ己
Z
Z
F
含
ω
ロロロ
E
S
E
-
r
t
o
E
H
伊

P
E
ω
《r
i
g
-
ω
ω
2
0ロ
含
自
己
己
b
p
H
Uハ
〈

HO

曲
目
骨
円
]
少
〉
ロ
E
-
2
開・

ω・
(U-Los-UN・
5
3・
℃
明
示
品
l
g
)、
新
た
な
全
体
構
成
が
解
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
サ
ル
モ
ン
に
従
っ
た
。
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c司・

nH了
間
)
・
ロ
由
参
照
。

(
4
〉
一
五
九

O
年
前
半
の
手
紙
(
文
献
目
録
二
日
〉
。

(

5

)

〉ロ件。
E
四
百
円
}
戸
田
円
デ
冨
bgc-同開閉田口円

S
F
F
m
E
《
凶
阻
ま
-
巾
戸
田
O
E
O
-∞(司
zrzbm
℃
R
F
ω
2
5
b
〉
S
L
b
S
5
5
号

H
h
g
p
F
S
P
H
E
S
)

こ
の
り
シ
ャ
l
ル
の
覚
書
は
リ
1
グ
支
配
の
時
代
が
終
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
、
国
王
官
職
保
有
者
と
し
て
表
面
的
に
で
も
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
こ
と
の
弁

明
も
か
ね
て
、
も
っ
ぱ
ら
日
記
と
市
の
文
書
に
依
拠
し
て
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
リ
シ
ャ
l
ル
は
王
党
派
と
し
て
リ
l
グ
に
非
常
な
偏
見
を
も
っ
て
い

る
が
|
|
リ
l
グ
を
下
層
民
、
借
金
に
あ
え
ぐ
者
、
食
い
つ
ぶ
し
、
犯
罪
者
の
集
ま
り
と
決
め
つ
け
て
い
る
|
|
、
市
の
文
書
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
こ
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説

と
も
あ
っ
て
、
事
実
に
忠
実
で
あ
り
、
む
し
ろ
リ
l
グ
の
内
部
事
情
に
そ
れ
ほ
ど
通
じ
て
い
な
い
こ
と
に
難
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
6
)
リ
l
グ
に
よ
っ
て
無
断
で
出
版
さ
れ
た
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
(
文
献
目
録
二

i
ロ
て
そ
れ
に
オ
マ
ル
公
に
仕
え
て
い
た
リ
ー
グ
の
医
者

ア
ル
ド
ク
ア
ン
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
五
つ
の
手
紙
(
二

lω
、
日
、
口
、
凶
、
日
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
リ
ー
グ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
一
五
九

O
年
一

月
二

O
日
の
手
紙
は
か
つ
て
は
ボ
ダ
ン
が
書
い
た
か
ど
う
か
疑
わ
れ
た
が
、
こ
れ
だ
け
資
料
が
そ
ろ
え
ば
、
も
は
や
疑
い
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
手
紙
は
い
つ
、
誰
に
宛
て
て
雪
白
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
付
け
も
宛
名
も
な
い
こ
|
ω
の
手
紙
は
、
八
九
年
三
月
一
九
日
を
「
先
の
日
限

日
」
と
述
べ
、
ラ
ン
の
町
が
リ
l
グ
に
つ
い
た
三
月
一
一
一
日
の
「
火
限
日
」
、
「
そ
れ
に
続
く
数
日
間
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
一
五
八
九
年
三
月

二
六
日
か
、
そ
の
数
日
前
に
書
か
れ
た
。
相
手
は
パ
リ
高
等
法
院
の
「
今
や
光
輝
あ
る
偉
大
な
顕
職
に
つ
い
た
、
や
が
て
三

O
年
来
に
な
る
友
人
に
し
て

同
僚
」
で
あ
り
、
間
違
い
な
く
パ
リ
高
等
法
院
首
席
長
官
フ
リ
ソ
ン
で
あ
る
。
フ
リ
ソ
ン
は
六

O
年
末
か
六
一
年
初
め
か
ら
パ
リ
高
等
法
院
の
弁
護
士
と

し
て
ボ
ダ
ン
の
同
僚
で
あ
り
、
八
九
年
一
月
の
一
六
人
委
員
会
に
よ
る
パ
リ
高
等
法
院
の
粛
清
に
よ
っ
て
、
第
六
長
官
か
ら
一
挙
に
首
席
長
官
に
な
っ
て

い
た
。
一
五
八
九
年
八
月
一
五
日
の
手
紙
(
二

l
H
)
も
、
ボ
ダ
ン
は
相
手
が
パ
リ
の
町
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
る
者
の
よ
う
に
語
り
、
地
方
の
略
奪
合

戦
で
危
険
に
な
っ
た
ラ
ン
か
ら
パ
リ
に
逃
げ
る
こ
と
を
打
診
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
ブ
リ
ソ
ン
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
版
さ
れ
た
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
(
二

i
ロ
)
は
ボ
ダ
ン
が
ラ
ン
の
リ
l
グ
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
家
宅
捜
索
を
う
け
た
と
き
に
押
収
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
ま
で
考
え
ら
れ
た
よ
う
な
、
ブ
リ
ソ
ン
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
手
紙
の
相
手
は
王
党
派
の

者
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
一
年
近
く
た
っ
て
初
め
て
ボ
ダ
ン
が
リ
l
グ
を
支
持
し
た
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
て
お
り
、
ラ
ン
や
パ
リ
高
等
法
院
以
外
の
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
こ
の
手
紙
の
内
終
は
八
九
年
三
月
と
八
月
の
手
紙
と
多
く
重
複
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
手
紙
の
相
手
と
は
別
人
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
ン
地
方
の
貴
族
で
ヴ
ヱ
ル
マ
ン
ド
ソ
地
方
監
督
官
の
ラ
・
ボ
ブ
に
宛
て
て
書
か
れ
た
の
で
も
あ
る
ま
い
。
ラ
・
ボ
ブ

は
、
シ
ョ
ヴ
ィ
レ
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
熱
烈
な
王
党
派
で
は
な
く
、
中
立
の
立
場
を
と
り
、
状
況
に
よ
っ
て
リ
l
グ
と
王
党
派
の
聞
を
揺
れ
動
き
、
-
フ

ン
地
方
で
リ
l
グ
軍
が
優
勢
に
な
っ
た
八
九
年
四
月
に
ラ
ン
の
町
に
来
て
リ
l
グ
に
つ
く
署
名
を
し
て
お
り
(
百
岳
民
?

C
匂
・
三
了
間
M

・
3
)
l
l国
王
軍

が
優
勢
に
な
る
五
月
に
は
同
王
側
に
つ
く
が

l
l、
ボ
ダ
ン
が
リ
ー
グ
を
支
持
し
た
こ
と
も
早
く
か
ら
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
ボ
ダ
ン
は
こ
の
手
紙
の
相

手
に
当
時
書
い
て
い
た
著
作
、
お
そ
ら
く
『
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
と
『
自
然
の
劇
場
』
を
見
せ
、
献
呈
し
た
い
旨
述
べ
て
お
り
、
相
手
は
文
芸
に
興
味
を
も

っ
、
著
作
で
パ
ト
ロ
ン
的
立
場
に
あ
っ
た
法
服
貴
族
で
あ
ろ
う
。

日
付
け
も
宛
名
も
な
い
こ

l
u
の
手
紙
は
、
一
五
九

O
年
前
半
に
警
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
こ
の
手
紙
は
内
戦
が
ま
だ
ハ
数
え
で
)
四
年
続

く
と
述
べ
、
九

O
年
に
品
目
円
か
れ
た
も
の
で
あ
り

1
lボ
ダ
ン
は
内
戦
が
バ
リ
ケ
ー
ド
の
日
(
八
八
年
)
か
ら
(
数
え
で
)
六
年
目
(
九
三
年
)
ま
で
統

論
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(4) 

き
、
七
年
目
(
九
四
年
)
に
平
和
が
訪
れ
る
と
考
え
、
こ
の
数
の
学
に
従
っ
て
い
る
|
|
¥
そ
し
て
、
出
版
さ
れ
た
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
が

自
分
の
も
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
自
分
を
陥
れ
よ
う
と
作
為
を
加
え
た
も
の
だ
と
述
べ
、
リ
ー
グ
に
対
し
て
予
防
線
合
張
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
出
版
直
後
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
の
相
手
は
、
パ
リ
高
等
法
院
の
弁
護
士
ド
!
ジ
ェ
と
も
親
し
い
、
パ
リ
高
等
法
院
の

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
誰
か
解
ら
な
い
。

一
五
九
一
年
一
一
月
七
日
の
手
紙
(
二

l
u
)
は
、
確
実
に
パ
り
高
等
法
院
の
弁
護
士
ド
l
ジ
ェ
に
宛
て
て
脅
か
れ
た
一
五
九
一
一
一
年
一
月
一
一
一
日
の
手

紙
(
二
|
臼
)
と
同
じ
く
、
ド
l
ジ
ヱ
に
宛
て
て
室
口
か
れ
た
も
の
で
あ
る
う
(
∞
三
仏
4
2
J
口同

3
L
Y
H∞N
参
照
)
。

(

7

)

一
五
九

O
年
一
月
一

δ
日
の
手
紙
(
一
一

i
山)ご

ハ
8
)
一
五
八
九
年
一
二
月
の
手
紙
(
二
|
ω
)
。

(
9
)
m
x
r
m
2・
司
・
岳
町
山

(
川
)
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
喜
一

ω
品・

(

日

)

同

N
r
r同
門
門
司
℃
品
品
・

(
ロ
)
一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
。

(
臼
)
同
庁
『
凶
吋
デ
司
司
・

A

凶岱∞-

(

M

)

同

σ丘
二
司
・
∞

ω'

(

日

υ
)
H
-
L
《-ニ同
V
E

∞∞

(
v
m
)
同
N
h中
間
以

E
Z
E
E
P
ロ
戸
印
咽
同
】
・
会
。

(
げ
)
一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
。

(
同
)
一
一
九
九

C
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
宅
・

ω
品・

(
ω
)
H
N
X
r
mユ
-
同
)
同
》
・
酌

mFNω
。
〔
日
由

o
u・

(
州
出
)
同
N
h山
間

M
E
E
Z
R
r
H
J
J
戸
同
】
匂
・
宏
∞
l
申・

〈
幻
)
一
玄
八
九
年
三
月
の
手
紙
。

(
幻
)
同
手
紙
。

(
幻
)
一
五
八
九
年
八
月
一
五
日
の
手
紙
(
三

l
H
Y
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(
川
口
)
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
右
十
印
・

(
5
)
一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
、
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
刀
・
由
・

(
お
)
一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
。

(
幻
〉
一
五
八
九
年
八
月
一
五
日
の
手
紙
、
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙

3
・
5
l∞-

(
お
)
一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
。

(
m
U
)

何回

nr同
3
・
恒
也
・

5HIN-

(md
一
五
八
九
年
八
月
一
五
日
の
手
紙
、
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙

H
Y

印・

(
引
)
一
五
八
九
年
三
月
の
手
紙
。

(
m
A
)

一
五
八
九
年
八
月
一
五
日
の
手
紙
。

(
お
)
問
手
紙
、
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
宅
司

5
1∞・

(
U
A
)
m
h
ザ
ロ
ゲ

r
s
c
p
H・
少
司
-
N
O
-
-

(
日
以
)
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
司
℃
・
申

I
5・

(
%
)
一
五
八
九
年
八
月
一
五
日
の
手
紙
、
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
喜
一
・
ロ
ム
・

(
幻
)
一
五
九

O
年
一
月
二

O
日
の
手
紙
宅
叶

-
5
l
P
5

(
苅
〉
一
五
九

O
年
前
半
の
手
紙
(
二

l
臼)。

(
m
p
)

ロK
M
g
D
ロ
O
B
S
F
口
、
・
印
・
向
。
-
-
N
C
∞
〈
日
「
:
:
:
発
見
し
た
魔
術
に
関
す
る
本
は
す
べ
て
、
た
だ
ち
に
燃
や
す
よ
う
裁
判
官
全
員
に
厳
命
す
る
こ
と
が

と
く
に
必
要
で
あ
る
。
」

(川判)同州
F

n

}

岡田

3
・-
M
可
-
N
N
∞〔
N
∞∞〕
1
N
U
(
)

〔N
川町()〕・

(川引〉同ゲ
FP-Mν
・
N
U
印〔日申印〕・

(川町

)FE--
宅・

ω
ロ
ロ
ロ
〕
1
U
H
U
G
a
〕・

(
A
U
)

一
五
九
一
年
一
一
月
七
日
の
手
紙
(
ニ
l
M
)
。

〈

M

ご
同
手
紙
。

(
M
U
)

一
五
九
三
年
一
月
一
一
一
日
の
手
紙
(
二
|
臼
〉
。
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